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札幌駅前通地下歩行空間ほか１施設建築設備総合管理業務 

仕 様 書 

Ⅰ 総則 

１ 概要 

  本業務は札幌駅前通地下歩行空間及び西２丁目地下歩道の受変電設備や換気設備、消防設備な

どの設備の運転監視と維持管理を総合的に行うものである。 

 

２ 履行場所 

 (1) 札幌駅前通地下歩行空間（札幌市中央区北４条西３丁目から大通西３丁目） 

 (2) 西２丁目地下歩道（札幌市中央区北１条西２丁目） 

 

３ 施設規模 

 (1) 札幌駅前通地下歩行空間（地下１階、地上１階 延べ床面積 19,313 ㎡） 

 (2) 西２丁目地下歩道（地下３階、地上１階 延べ床面積 1,973ｍ2） 

 

４ 履行期間 

  令和７年（2025 年）４月１日から令和８年（2026 年）３月３１日 

 

５ 役務の仕様 

本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建設保全業務共通

仕様書（令和５年度）」によるものとする。 

 

６ 業務内容 

(1) 総合管理業務 

受託者は、下記(2)に示す対象業務の管理を、【Ⅱ 総合管理業務】に示すとおり、ビルマネ

ジメントの観点から維持管理を行い、品質管理と建物価値保全を図らなければならない。  

(2) 総合管理対象業務 

受託者は、下記の①～⑪の業務を実施する。 

① 建築設備運転監視業務 

② 建築設備保守点検業務 

③ 自家用電気工作物保安管理業務 

④ 中央監視制御設備保守点検業務 

⑤ 自動制御設備保守点検業務 

⑥ 通信・情報設備保守点検業務 

⑦ 防災設備保守点検業務 

⑧ 昇降機設備保守点検業務 

⑨ 自動ドア保守点検業務 

⑩ シャッター保守点検業務 



 
 

⑪ ロードヒーティング設備保守点検業務 

 

７ 契約の解除等 

(1)  業務改善命令 

本業務実施に関し、受託者が提出書類に基づく履行体制を確保しないとき、本仕様書の記載

事項に従わないとき、提出書類・業務報告等で虚偽の申告を行った場合等は、委託者は業務の

全部または一部について、業務改善を命令することが出来る。業務改善がなされた場合は、受

託者は補正等に係る契約書を提出し、委託者が指示する期日までに再検査を受けるものとする。

再検査に不合格の場合は、契約を解除するものとする。 

(2)  違法労働者の雇用の禁止・労働条件の確保 

不法滞在の外国人労働者の雇用・不当労働行為の禁止、労働者の権利を確保するための関係

法令を遵守すること。上記関係法令に反する雇用が行われた場合、若しくはその疑いのある場

合は、契約を解除するものとする。 

(3) 検査等 

委託者は、契約の適正な履行を確保するため、適時、委託者による検査を実施する。検査に

不合格の場合は、受託者は補正等に係る契約書を提出し、委託者が指示する期日までに再検査

を受けるものとする。再検査に不合格の場合は、契約を解除するものとする。（報告書の提出

がなかった場合、虚偽または不正の報告を行った場合も同様とする。） 

(4) 契約解除の場合の業務継続責任 

  契約の解除は、次の契約の締結に要する相当の期間を考慮して解約日を定めるものとし、受

託者は解約日までの業務履行の責を負うものとする。現受託者は次の受託者の業務開始日まで

はいかなる理由、損失があろうとも業務を誠実に行わなければならない。 

 

８ 再委託について 

  業務の「主たる部分（下記参照）」については、受託者は、これを再委託することはできない。 

 (1) 総合的な業務履行計画及び進捗管理 

 (2) 建築設備運転監視業務及び日常点検 

なお、前述の「主たる部分」以外については、専門業者等への再委託を可能とするが、再委

託する業務範囲及び選考する業者について、事前に「専門業者選定通知書」を作成のうえ委託

者の承諾を得ること。 

また、受託者は業務全体の品質・安全確保のため、委託者との協議、再委託業者の調整・指

導監督等の全ての面において主体的な役割を果たすこととする。 

 

Ⅱ 総合管理業務 

１ 総括管理体制 

 各業務の総合管理を行うため、受託者は業務総括管理者を常駐させること。 

業務総括管理者は、受託者の窓口となって委託者と連絡や報告を行うほか、施設を運用管理す

る上で各業務を統括し、点検漏れなど無いよう十分に留意し業務管理を実施すること。 

また、業務総括管理者の指揮の下、受託者全体で施設情報の一元管理と共有をする総括管理体



 
 

制としなければならない。 

２  総括管理の目的 

業務総括管理者はビルマネジメントとの観点から各業務のとりまとめや調整管理を行い、施設

管理計画の立案・推進を実施する。業務総括管理者は、施設のメンテナンスコストなどの支出を

適正化し、設備の最適な運転計画を委託者に助言する。受託者が多岐にわたる業務の品質とコス

トのバランスを保ちながら最適な管理運営を行うために、業務総括管理者はそれぞれの業務責任

者を指揮し監理する。 

  また、業務総括管理者は緊急事態が発生した場合は組織的にどのように対応するか、「緊急対応

マニュアル」を作成するなど、施設管理の体制と組織を確立し、受託者が一体となり迅速に対応

する体制を維持する。 

 

３ 業務総括管理者の役割 

  業務総括管理者は、各業務責任者を総括するほか、業務全体の総括・監理を行い、委託者を補佐

する。なお、各業務の履行について、業務総括管理者は委託者と協議のもと、それぞれの業務の

配置人員、体制などの適正化を図らねばならない。 

業務総括管理者は、各業務間の調整、情報の共有、品質の向上を図り、管理の質を高めること

に努めなければならない。業務実施工程については、年間及び各月で委託者と打合せ調整を行い、

各業務の出来高を委託者に報告し、業務の改善・向上を図るものとする。 

業務総括管理者は、当施設の防火管理者となり、委託者と協議の上、年 1回の防火訓練を行う

こと。また、隣接する地下鉄駅及び接続ビルと防火体制に関する協議を行い緊急連絡体制と組織

を確立すること。 

 

４ 組織 

受託者は、常に委託者と連絡が取れる体制を整え、契約履行期間の開始日までに、緊急連絡表

を作成すること。業務遂行に当たり業務総括管理者が不在または事故のあるときは、補助者とし

て業務総括管理代行者を予め定め、業務を代行させること。 

業務統括管理者は、それぞれの業務において業務責任者をおき業務体制を定める。業務責任者

はそれぞれの業務を総合的に把握するとともに総括し、従事者に対し委託者側の連絡事項を周知

徹底させることの出来る体制であること。 

また、業務統括管理者は、別途業務（清掃・警備）と連携を図り、当施設の利用者の快適性と安

全の確保を図ること。 

 

５ 施設分析並びに業務分析 

業務総括管理者は、各業務の履行をとおし、施設の維持管理状況並びに施設の老朽化等の分析・

調査を行うことにより、維持管理の最適化について、エネルギー使用状況報告、施設の中・短期

及び長期更新計画、修繕計画、管理計画、業務改善計画等を含む管理報告書を策定し委託者に助

言する。 

なお管理報告書策定においては、エネルギー使用の合理化に関してエネルギー管理士による監

理を受けるものとする。これらの管理報告書の内容については委託者と協議する。 



 
 

 

Ⅲ  業務の詳細 

下記①～⑪に示す業務は別添詳細仕様書による。 

全業務に共通する項目については、適切な運用を確保するために各設備の技術基準及び電気事

業法、建築基準法、水道法、下水道法、道路法、廃掃法、消防法、労働安全衛生法等の関係法規

を遵守するほか、本仕様書の記載内容及び委託者の指示によるものとする。 

① 建築設備運転監視業務 

② 建築設備保守点検業務 

③ 自家用電気工作物保安管理業務（電気主任技術者) 

④ 中央監視制御設備保守点検業務 

⑤ 自動制御設備保守点検業務 

⑥ 通信・情報設備保守点検業務 

⑦ 防災設備保守点検業務 

⑧ 昇降機設備保守点検業務 

⑨ 自動ドア保守点検業務 

⑩ シャッター保守点検業務 

⑪ ロードヒーティング設備保守点検業務 

 

※ ③の業務は、当施設の自家用電気工作物を電気事業法に従って工事、維持及び運用す 

るため、受託者は本業務場所に常時勤務する電気主任技術者を１名以上選任するものと 

すること。選任にあたっては次のア～エを遵守すること 

ア 委託者は、自家用電気工作物の工事、維持及び運営の保安を確保するに当たり、電

気主任技術者として選任する者の意見を尊重する。 

イ 自家用電気工作物の工事、維持及び運用に従事する者は、電気主任技術者として選

任する者がその保安のためにする指示に従うものとする。 

ウ 電気主任技術者として選任する者は、自家用電気工作物の工事、維持及び運用に関

する保安の監督の職務を誠実に行うものとする。 

エ 電気主任技術者は、本業務受託者の業務従事者であって、電気主任技術者免状（免

状の種類不問）の交付を受けている者であること。また、本業務場所に常時勤務する

者でなければならない。 

 

Ⅳ 業務に必要な経歴及び資格 

１ 配置する業務総括管理者は、延べ面積 18,000 ㎡以上の施設、または、電力使用量が 600 万 kWh

／年を越える施設の運転監視と設備保全等を一体的に行う維持管理業務において 10 年以上の実

務経験と良好な履行実績を有していること、かつ、甲種防火管理者の資格を有していることとし、

本業務の常駐として配置できることとし、経歴及び資格を証明するものを提出すること。 

 

２ 業務従事者資格一覧 

 受託者は、業務の遂行に当たり直接常用雇用契約関係にある者の中から、次の個人資格を有す



 
 

るものを従事させること。 

・ エネルギー管理講習修了者またはエネルギー管理士免状の交付を受けている者 

※いずれの資格も免状の種類は問わない 

・ 電気主任技術者(免状の種類不問) 

・ 電気工事士(免状の種類不問) 

・ 消防設備士または消防設備点検資格者(免状の種類不問) 

・ ボイラー技士(免状の種類不問) 、または普通第 1種圧力容器取扱作業主任者もしくは化学

設備関係第 1種圧力容器取扱作業主任者技能講習修了者 

・ 自衛消防業務講習修了者（旧防災センター要員講習修了者） 

・ 建築物環境衛生管理技術者 

 

Ⅴ 共通事項 

１ 施設情報の集約と一元化管理 

(1) 建築電気機械の図面情報、定期報告書などのルーチンワークのシステム化による管理業務

の効率化、故障履歴・運転履歴・整備履歴・機器台帳・帳票類などの技術情報、部品等在庫管

理などこれらデータに基づいた計画的な一元化管理をおこなう。 

データは、委託者、受託者を含め継続的に活用ができ、情報を体系的に蓄積し共有できるも

のとし、データの受け渡しについても容易に可能であるものとすること。 

(2) 作成及び管理するデータは、札幌市情報セキュリティポリシー基本方針を遵守すること。 

 

２ 服装及び身分証明書の携帯 

受託者は、従事者に常時清潔な統一された制服を着用させるとともに、顔写真の添付された身

分証明書を常に付けさせ、容易に判別できること。従事者は委託者や第三者に不快感を与える

ことのない態度と服装で接し、公共施設の品位を損ね無いようにすること。なお、業務に必要

な被服は、受託者が用意すること。 

 

３ 個人情報の取り扱いについて 

個人情報の取り扱いについては、別添特記事項によるものとする。 

なお、事故報告書など、業務関係者以外の第三者の個人名・住所・連絡先が記載された書類を

提出する場合が特記事項による個人情報の取り扱いに該当するため、そのような事象が発生し

た場合は、特記事項に従って対応すること。 

 

４ 秘密の保持 

  受託者並びに従事者は、業務上知り得た委託者側の業務の内容や職員等に関する情報を他に

漏らしてはならない。また、いかなる目的に使用してもならない。なお、従事者は退職した場合

も同様とする。 

  

５ 苦情時の対応 

  受託者は、利用者からの苦情に対しては誠心誠意対応する。また、対応した苦情などについて



 
 

は、業務総括管理者から各業務責任者へ共有するとともに、必要に応じて委託者へ報告すること。

文書による苦情については、速やかに委託者へ報告し対応を協議すること。 

 

６ コンプライアンスの徹底 

受託者並びに従事者は法令の遵守はもちろんのこと、高い倫理観と責任感に基づく業務の遂

行に努めること。また公私にわたり、日常の行動を通じて不正・不祥事の予防に努めるものとす

る。 

受託者は不正・不祥事を早期に発見し、かつ隠蔽することなく顕在化させるものとする。不正・

不祥事が発生したときは、受託者が一体となって公明・正大かつ迅速に対処する。 

  

７ 作業計画書の提出 

 受託者は、業務遂行に必要な作業計画書を策定し、委託者へ提出の上、承諾を得なければなら

ない。 

 

８ 業務実施報告書の提出 

実施した業務について、その都度状況内容、使用資材、使用量、設備の状態、異常の有無及び

原因と処置、提案事項等を記載した報告書を提出すること。 

 

９ 受託者所有機器等 

(1) 受託者は契約に定めた作業等を実施するための機器、部品、備品、電話回線等を対象設備また

は建物に設置するものとする。また、委託者にて設置しているデジタルモノクロ複合機の管

理も行う。なお、設置に当たっては委託者の承諾を得た上で、施設に障害を与えない範囲内で

せん孔、配線等を施すことができるものとする。 

(2) 受託者所有機器の設置費用及び電話回線の開設費用・回線使用料は受託者の負担とする。 

 

10 安全衛生管理 

受託者は、従事者の安全衛生に関する管理について、各業務責任者を安全衛生管理責任者とし、

関係法令に従って業務を行うこととする。業務の執行に当たっては、常に整理整頓を行い、危険

な場所には必要な安全措置を講じ事故の防止に努めること。業務総括管理者が業務責任者の安

全衛生管理体制を確認し、必要があれば助言し是正する。業務を行う場所若しくはその周辺に第

三者が存する場合、または立ち入る恐れがある場合には、委託者に報告のうえ、危険防止に必要

な措置を講じ事故発生を防止すること。また、受託者は安全管理に関する事項を確実に実施する

こと。 

 

11 保険の加入 

受託者は、業務の実施に当たり第三者に対する事故防止に充分留意し、受託者の責において発

生した事故については、一切の責任を負うものとする。なお、その際は事故報告書を委託者に提

出すること。また、受託者は本業務において発生した人身事故や備品等の破損に関しての賠償責

任保険に加入するものとし、その費用については受託者が負担すること。 



 
 

    

12 環境負荷の低減について 

本業務履行において、受託者は札幌市が運用している環境マネジメントシステムに準じ、環境

負荷の低減に努めること。 

(1) 施設の使用にあたっては、節電、節水に努めること。 

(2) ごみの減量、リサイクルに努めること。 

(3) 使用する物品等は、出来るだけ環境に配慮したものを使用すること。 

(4) 業務上適用される環境関係法令等を遵守すること。 

(5) 従事者に上記の内容を周知協力させること。 

 

13 教育研修等について 

受託者は、従事者に対し次の事項等について教育研修を行うこととする。また、委託者に対し、

教育研修に関する計画の提出や実施報告をしなければならない。 

(1) 本業務に係る実践的な知識と技術に関すること。 

(2) 安全衛生に係る知識と技術に関すること。 

(3) 第三者に対応する接遇等に関すること。 

(4) 札幌市が運用している環境マネジメントシステムに関すること 

 

14 一般的注意事項 

(1) 鍵は、慎重に取り扱い、業務を遂行するために必要な時間と場所に限って使用するものとし、

使用後は速やかに返納すること。 

(2) 受託者は、盗難・火災発生の未然防止及び風紀衛生、放談に注意する。また、作業処理終了

時は、消灯・施錠及び火気処理を確認すること。 

(3) 従事者は、認められた場所以外では、飲食・喫煙・休憩をしてはならない。 

(4) 受託者は委託者と電子データを媒体等で授受する場合、コンピュータウィルス等の感染事故

を起こさないための対策を施すこと。 

(5) 本業務で用いる施設の CAD 図面等のデータ（紙、電子データ）は委託者の許可無く、複製、

公開、送信、頒布、譲渡、貸与、使用許諾、転載を禁ずる。 

(6) 受託者は、業務履行の開始までの期間に、前年度の受託者から業務引継を受けるとともに、

機材・人員などの必要な準備を行うこと。また、受託者は履行期間満了及び契約解除に伴う管

理運営の終了にあたって、委託者及び次年度の受託者に対して必要な引継を行うとともに、業

務開始準備に必要な協力を行うこと。 

(7) 業務で作成した計画書、報告書、資料及び図面（CAD データ）は、委託者へ帰属する。 

(8)  各業務について、業務マニュアルを作成し成果物として委託者に提出すること。 

(9)  自家用電気工作物の設置または変更について、主務官庁に対し申請書または届出を必要とす

る場合における書類、図面等の作成及び手続きを行うこと。 

(10) 当施設の維持管理運営上から緊急を要する事故対応、運営に伴う疑義事項、施設の損傷の状

況写真等などの連絡を要する業務が必要となることから、受託者は、施設内にインターネット

（メール送受信を含む）の機能の構築を行い、その設置費用などの負担額一切については受託



 
 

者負担とする。 

(11) 受託者は、日常の保守管理や点検整備・補修に必要な計器及び工具類を用意すること。 

(12) 大修理に使用する資材や部品（交換用ランプ、空調フィルターなど）は、原則として委託者

より支給するものとする。但し、日常小修理に使用する消耗品類や詳細仕様書に記載のあるも

のは本業務に含むものとする。 

(13) 諸事情により設計数量等に著しい変動があった場合、委託者に事実の確認を請求し、業務の

目的を変更しない限度において委託者が必要と認めた場合は、契約書に示す事項の他、委託者

と受託者が協議をし、委託料の改定等を行う。 

(14) その他この仕様書に定めのない事項、または疑義を生じた場合は、受託者は委託者と協議 

することとする。 

 

15  提出書類 

(1) 契約時の提出書類 

下記の書類を契約締結後速やかに別紙の記載要領に沿って作成し提出すること。 

・業務費内訳書（様式1-1） 

・業務従事者賃金支給計画書（様式 1-2） 

・社会保険料事業主負担分調書（様式 1-3） 

(2) 履行開始時の提出書類 

下記の書類を業務の履行開始日の前日までに、様式の指定があるものは別紙の記載要領に

沿って作成し提出すること。また、従事する労働者が変更となる場合には、その都度、業務従

事者名簿を、変更後の労働者が従事する日の前日までに提出すること。 

ア 業務計画書 

・業務総括管理者指定通知書 

・同上経歴書 

・同上資格免許証写し 

・同上雇用関係を確認できる書類（健康保険証の写し等） 

(注)健康保険証の写しを提出する際は、被保険者等記号・番号及び保険者番号（これら

の情報が読み取れるＱＲコードを含む。）にマスキングを施した状態で提出すること。 

・電気主任技術者指定通知書 

・電気主任技術者選任に係わる主務官庁に対し提出する書類 

・業務管理体制表（会社組織系統：各業務責任者明記のこと） 

・業務従事者配置計画書（様式 1-4） 

・安全衛生管理体制（会社組織系統） 

・業務従事者名簿（一般用 様式 1-1） 

・資格者一覧表 

・年間業務工程表 

・賠償責任保険加入を確認できる書類 

・教育研修計画 

 



 
 

イ 専門業者選定通知書 

再委託先が札幌市競争入札参加資格者名簿の登録業者でない場合は、以下の書類も

提出すること。 

・再委託に係る申出書（あて先「受託者」、申出人「再委託先」） 

（再委託先が札幌市物品・役務契約等事務様式基準共通第２号様式（申出書）の第１

項から第５項に該当する者でないこと。） 

・再委託先の登記事項証明書（写）など法人概要がわかる書類 

（代表者氏名や事業内容を確認する目的で取得するもので、当該事項が確認できる

決算書（写）やパンフレットのほか、ホームページに掲示された法人概要を印刷し

たものも可とする。） 

(3) その他の提出書類 

・業務従事者健康診断受診等状況報告書（一般用 様式 3-1） 

別紙の記載要領に沿って作成し、当該報告事項確定後から履行終了日までの間に提出す

ること。 

    ・業務従事者支給賃金状況報告書（様式 4） 

別紙の記載要領に沿って作成し、年１回、委託者が指定する期日までに提出すること。 

・業務完了届 

毎月の業務完了後、速やかに提出すること。 

提出日が閉庁日となる場合は、その直後の閉庁日でない日を提出日とする。 

ただし３月分の完了届は、３月３１日に提出すること。 

   ・報告書等 

業務内容に基づき実施した業務について、報告書等を提出すること。なお、点検により

発見した不具合や対応した整備・修繕については指定の様式に記載し月報とともに提出

すること。 

・契約約款第 16条第２項の規定に基づき、業務従事者における労働社会保険諸法令の順守

確認のため、必要に応じて雇用契約書、賃金台帳、社会保険届出書等の関係書類の写し

の提出を求めることがある。 

  上記書類のほか委託者より指示のある書類の提出を求められた場合には、これに従うこと 

 

16  契約金の支払いについて 

 契約金額の支払いは、令和７年４月分から令和８年３月分まで各月に支払う分割払いとする。 

   

 

  



 

【別記】 

個人情報の取扱いに関する特記事項 

（工事・当初から個人情報の取扱いを委託しない設計等・道路維持除雪用） 

 

 （個人情報の保護に関する法令等の遵守） 

第１条 受託者は、本業務を履行するに当たって個人情報を取扱うこととなった場合は、「個

人情報の保護に関する法律」（平成１５年法律第５７号。以下「個人情報保護法」という。）、

個人情報保護委員会が定める「個人情報の保護に関する法律についての事務対応ガイド

（行政機関等向け）」（以下「事務対応ガイド」という。）、「札幌市情報セキュリティポリシ

ー」等に基づき、この個人情報の取扱いに関する特記事項（以下「特記事項」という。）を

遵守しなければならない。 

 

 （管理体制の整備） 

第２条 受託者は、個人情報（個人情報保護法第２条第１項に規定する個人情報をいう。以

下同じ。）の安全管理について、内部における管理体制を構築し、その体制を維持しなけれ

ばならない。 

 

 （管理責任者及び従業者） 

第３条 受託者は、個人情報の取扱いに係る保護管理者及び従業者を定め、書面（当該書面

に記載すべき事項を記録した電磁的記録を含む。以下同じ。）により委託者に報告しなけれ

ばならない。 

２ 受託者は、個人情報の取扱いに係る保護管理者及び従業者を変更する場合の手続を定め

なければならない。 

３ 受託者は、保護管理者を変更する場合は、事前に書面により委託者に申請し、その承認

を得なければならない。 

４ 受託者は、従業者を変更する場合は、事前に書面により委託者に報告しなければならな

い。 

５ 保護管理者は、特記事項に定める事項を適切に実施するよう従業者を監督しなければな

らない。 

６ 従業者は、保護管理者の指示に従い、特記事項に定める事項を遵守しなければならない。 

 

 （取扱区域の特定） 

第４条 受託者は、個人情報を取り扱う場所（以下「取扱区域」という。）を定め、書面によ

り委託者に報告しなければならない。 

２ 受託者は、取扱区域を変更する場合は、事前に書面により委託者に申請し、その承認を

得なければならない。 

３ 受託者は、委託者が指定した場所へ持ち出す場合を除き、個人情報を定められた場所か

ら持ち出してはならない。 

 

 

 

 

 



 

 （守秘義務） 

第５条 受託者は、業務の履行に伴い直接又は間接に知り得た個人情報を第三者に漏らして

はならない。 

２ 受託者は、その使用する者がこの契約に係る事務を処理するに当たって知り得た個人情

報を他に漏らさないようにしなければならない。 

３ 前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても、また同様とする。 

 

（再委託） 

第６条 受託者が、業務のうち、個人情報の取扱いに係る再委託をする場合には、あらかじ

め委託者に書面により申請し、委託者から承諾を得なければならない。 

２ 受託者は、前項の申請をする場合には、委託者に対して次の事項を明確に記載した書面

を提出しなければならない。 

 (1) 再委託先の名称 

 (2) 再委託する理由 

 (3) 再委託して処理する内容 

 (4) 再委託先において取り扱う情報 

 (5) 再委託先における安全性及び信頼性を確保する対策 

 (6) 再委託先に対する管理及び監督の方法 

３ 委託者が第１項の規定による申請に承諾した場合には、受託者は、再委託先に対して本

契約に基づく一切の義務を遵守させるとともに、委託者に対して再委託先の全ての行為及

びその結果について責任を負うものとする。 

４ 委託者が第１項及び第２項の規定により、受託者に対して個人情報の取扱いに係る再委

託を承諾した場合には、受託者は、再委託先との契約において、再委託先に対する管理及

び監督の手続及び方法について具体的に規定しなければならない。 

５ 前項に規定する場合において、受託者は、再委託先の履行状況を管理・監督するととも

に、委託者の求めに応じて、その管理・監督の状況を適宜報告しなければならない。 

 

  （派遣労働者等の利用時の措置） 

第７条 受託者は、業務を派遣労働者、契約社員その他の正社員以外の労働者に行わせる場

合は、正社員以外の労働者に本契約に基づく一切の義務を遵守させなければならない。 

２ 受託者は、委託者に対して、正社員以外の労働者の全ての行為及びその結果について責

任を負うものとする。 

 

 （個人情報の管理） 

第８条 受託者は、業務において利用する個人情報を保持している間は、事務対応ガイドに

定める各種の安全管理措置を遵守するとともに、次の各号の定めるところにより、当該個

人情報の管理を行わなければならない。 

 (1) 個人情報を取り扱う事務、個人情報の範囲及び同事務に従事する従業者を明確化する

こと。 

 (2) 組織体制の整備、取扱状況を確認する手段の整備、情報漏えい等事案に対応する体制

の整備、取扱状況の把握及び安全管理措置の見直しを行うこと。 

 (3) 従業者の監督を行うこと。 



 

 (4) 個人情報を取り扱う区域の管理、機器及び電子媒体等の盗難等の防止、電子媒体等の

取扱いにおける漏えい等の防止、個人情報の削除並びに機器及び電子媒体等の廃棄を行

うこと。 

 (5) アクセス制御、アクセス者の識別と認証、外部からの不正アクセス等の防止及び情報

漏えい等の防止を行うこと。 

 

 （提供された個人情報の目的外利用及び第三者への提供の禁止） 

第９条 受託者は、業務において利用する個人情報について、業務以外の目的で利用し、又

は第三者へ提供してはならない。 

 

 （受渡し） 

第１０条 受託者は、委託者と受託者との間の個人情報を含む書類等の受渡しを行う場合に

は、委託者が指定する方法による受渡し確認を行うものとする。 

 

 （個人情報の返還、消去又は廃棄） 

第１１条 受託者は、業務の終了時に、業務において利用する個人情報について、委託者の

指定した方法により、返還、消去又は廃棄しなければならない。 

２ 受託者は、業務において利用する個人情報を消去又は廃棄する場合は、事前に消去又は

廃棄すべき個人情報の項目、媒体名、数量、消去又は廃棄の方法及び処理予定日を書面に

より委託者に申請し、その承諾を得なければならない。 

３ 受託者は、個人情報の消去又は廃棄に際し委託者から立会いを求められた場合は、これ

に応じなければならない。 

４ 受託者は、前３項の規定により個人情報を廃棄する場合には、当該個人情報が記録され

た電磁的記録媒体の物理的な破壊その他当該個人情報を判読不可能とするのに必要な措

置を講じなければならない。 

５ 受託者は、個人情報を消去し、又は廃棄した場合には、委託者に対してその日時、担当

者名及び消去又は廃棄の内容を記録した書面で報告しなければならない。 

 

 （定期報告及び緊急時報告） 

第１２条 受託者は、委託者から、個人情報の取扱いの状況について報告を求められた場合

は、直ちに報告しなければならない。 

２ 受託者は、個人情報の取扱状況に関する定期報告及び緊急時報告の手順を定めなければ

ならない。 

 

 （監査及び調査） 

第１３条 委託者は、業務に係る個人情報の取扱いについて、本契約の規定に基づき必要な

措置が講じられているかどうか検証及び確認するため、受託者及び再委託者に対して、実

地の監査又は調査を行うことができる。 

２ 委託者は、前項の目的を達するため、受託者に対して必要な情報を求め、又は業務の処

理に関して必要な指示をすることができる。 

 

 （事故時の対応） 

第１４条 受託者は、業務に関し個人情報の漏えい等の事故（個人情報保護法違反又はその

おそれのある事案を含む。）が発生した場合は、その事故の発生に係る帰責の有無にかかわ



 

らず、直ちに委託者に対して、当該事故に関わる個人情報の内容、件数、事故の発生場所、

発生状況等を書面により報告し、委託者の指示に従わなければならない。 

２ 受託者は、個人情報の漏えい等の事故が発生した場合に備え、委託者その他の関係者と

の連絡、証拠保全、被害拡大の防止、復旧、再発防止の措置を迅速かつ適切に実施するた

めに、緊急時対応計画を定めなければならない。 

３ 委託者は、業務に関し個人情報の漏えい等の事故が発生した場合は、必要に応じて当該

事故に関する情報を公表することができる。 

 

 

 （契約解除） 

第１５条 委託者は、受託者が特記事項に定める業務を履行しない場合は、特記事項に関連

する業務の全部又は一部を解除することができる。 

２ 受託者は、前項の規定による契約の解除により損害を受けた場合においても、委託者に

対して、その損害の賠償を請求することはできないものとする。 

 

 （損害賠償） 

第１６条 受託者の責めに帰すべき事由により、特記事項に定める義務を履行しないことに

よって委託者に対する損害を発生させた場合は、受託者は、委託者に対して、その損害を

賠償しなければならない。 



 

【様式１-１】 

個人情報の取扱いに係る安全管理措置実施申出書 

（工事・当初から個人情報の取扱いを委託しない設計等・道路維持除雪用） 

令和  年  月  日   

（会社名等）                  

（代表者氏名）                  

工事等名称：                                    

 

個人情報取扱事務について下記のとおり安全管理措置を実施することを申し出ます。 

 

記 

 

１ 個人情報の取扱いに関する基本方針、規程及び取扱手順の策定 

  貴社の策定した個人情報の取扱いに関する基本方針、規程及び取扱手順等をご記入くだ

さい。併せて、当該規程をご提出ください。 

  基本方針、規程及び取扱手順等を策定していない場合は、下記の記載欄に「契約書の特

記事項を遵守する」旨の宣誓をしてください。下記に当てはまるものの□欄にチェックを

してください。 

  □ 個人情報の取扱いに関する基本方針等を提出 

  □ 契約書の特記事項を遵守することを宣誓します 

２ 個人情報の取扱いに関する総括保護管理者及び保護管理者の設置 

  個人情報の取扱いに関する総括保護管理者及び保護管理者を記入してください。上記１

により提出した基本方針等に記載がある場合は不要です。なお、付箋等で該当箇所をご教

示願います。 

 （総括保護管理者）            

 （保護管理者）              

  □基本方針等に記載がある（該当する場合は□欄にチェック） 

３ 従業者の指定及び監督 

 (1) 当該案件に従事する従業者を記載してください。※該当する□欄にチェック 

  □ 従事者名簿 

所 属 役 職 氏 名 秘密保持誓約 

   □誓約書を徴した 

   □誓約書を徴した 

   □誓約書を徴した 

   □誓約書を徴した 

 ※上記名簿が足りない場合は、同様の様式で別途作成し提出してください。 

 ※下記３(2)において個人情報秘密保持誓約した場合は、秘密保持誓約欄の□欄にチェックしてください。 

 



 

(2) 従業者の秘密保持に関する事項が明記されている書類をご提出ください。該当する書

類がない場合は、本案件に該当する各従業者から、当該案件において知り得た個人情報

についてその秘密を保持する旨の誓約書を徴し、上記３(1)従事者名簿に徴したことを

記載してください。下記に当てはまるものの□欄にチェックをしてください。 

  □ 秘密保持に関する事項が明記されている書類を提出 

  □ 従事者名簿にて誓約書を徴したことを記載 

４ 管理区域の設定及び安全管理措置の実施 

  設定した管理区域の名称（事務所名等）についてご記入ください。また、当該区域の施

錠装置の有無について、当てはまるものの□欄にチェックをしてください。施錠装置が無

い場合は、代替となる安全管理措置についてその他欄にご記入ください。 

 ・管理区域の名称                              

   施錠装置  □ 有り  □ 無し 

その他（                            ） 

５ セキュリティ強化のための管理策 

  文書・電子媒体等について、その管理策で当てはまるものの□欄にチェックをしてくだ

さい。その他の策を実施している場合は、具体的な策をご記入ください。 

  □ 取り扱うことができる従業者を定めている。 

  □ セキュリティ対策ソフトウェア等を導入している。 

  □ 施錠できる耐火金庫等に保管している。 

  □ 電子データを保存する時は、暗号化又はパスワードを設定している。 

  □ その他 

   ※具体的な策を以下にご記入ください。 

                                        

６ 事件・事故における報告連絡体制 

  当該業務に関して、個人情報の漏洩、滅失又は毀損等の事件や事故が発生した場合の本

市への連絡を行う責任者の氏名を記入してください。連絡責任者は、総括保護管理者又は

保護管理者と同一の者でも構いません。 

 （連絡責任者）            

７ 情報資産を持ち運ぶ際の保護体制 

  情報資産を持ち運ぶ際の保護体制についてご記入ください。貴社の保護体制が各項目の

内容に合致している場合は、□欄にチェックをしてください。なお、その他の対策を実施

している場合は、対策をご記入ください。 

  □ 情報資産を持ち運ぶ場合は、施錠した搬送容器等を使用している。 

  □ 複数人で持ち運ぶこととしている。 

  □ その他の盗難及び紛失対策を実施している。 

   ※対策を以下にご記入ください。 

 

                                        



 

【様式５】 

個人情報取扱状況報告書 

（工事・当初から個人情報の取扱いを委託しない設計等・道路維持除雪用） 

 

年  月  日   

  札幌市長        様 

                     住 所 

                     会社名 

                     代表者名              

 

個人情報の取扱いに関する特記事項に基づき実施している安全管理対策の実施状況につ

いて下記のとおり報告いたします。 

 

記 

受託業務名  

受託期間  

対象期間  

安全管理対策の実施状況 

１ 当該業務において、標記特記事項に従い、安全管理対策を適切に実施しています。

また、個人情報の取扱いに係る安全管理措置実施申出書（工事・当初から個人情報の

取扱いを委託しない設計等・道路維持除雪用）の提出時点からの変更有無等について、

以下のとおり報告いたします。 

(1) 従業者の指定等（変更なし・変更あり） 

   

(2) 管理区域の設定及び安全管理措置の実施（変更なし・変更あり） 

   

(3) セキュリティ強化のための管理策（変更なし・変更あり） 

   

(4) 事件・事故における報告連絡体制（変更なし・変更あり） 

  〇（発生した場合）事件・事故の状況： 

   

(5) 情報資産を持ち運ぶ際の保護体制（変更なし・変更あり） 

  〇（実績ある場合）概要： 

 

(6) その他個人情報の取扱いに係る安全管理措置実施申出書からの変更（なし・あり） 

   

２ その他特記事項等 

 

 

 



 

１．建築設備運転監視業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 運転監視 

令和７年（2025年）４月１日から令和８年（2026年）３月３１日 

ア 中央監視装置による電気・空調・衛生・自動制御等の運転停止の操作制御、監

視及び異常の一次対応処置。 

イ 消防用設備、エレベーター等施設内監視盤の監視及び異常の一次対応処置。 

ウ 通路、各居室等の温湿度・二酸化炭素濃度管理最適化のための機器の制御、設

定値調整。 

※異常の一次対応処置とは上記の電気・空調・衛生設備等の故障又は異常を発見し、

応急処置をすみやかに行い、その波及被害を防止するため最善の措置を講ずるもの

とする。  

(2) 各種記録 

ア 省エネルギー運転を行うため、中央監視装置、自動制御盤等の記録データを収

集・保存・分析する。 
イ 実施した作業について、その内容や設備の異常の有無、措置等を日誌により報

告する。 

ウ 故障不具合の原因記録写真、故障履歴の整理を行うこと。 

エ 機器取扱説明書類、機器台帳の整理、保管を行うこと。 

 

２ 業務体制 

(1) 業務総括管理者 （1 名） 

業務の遂行に当たり、指揮監督するため業務総括管理者を定めること。 
ア 勤務時間  9：00 ～ 18：00 （休憩 1 時間） 
イ 業務総括管理者は業務遂行に当たり、従事者の業務内容及び健康状態を把握し指

揮監督すること。 
ウ 業務総括管理者は業務遂行に当たり、常に従事者の事故防止に努めること。 
エ 業務総括管理者は札幌駅前通地下歩行空間防火管理者となり、委託者と協議の上、

年１回の札幌駅前通地下歩行空間の防火訓練を行うこと。 
なお、西２丁目地下歩道については、別途業務にて防火管理者が設置されるので

業務にあたり相互に協力すること。 
(2) 業務総括管理代行者 

業務の遂行に当たり、業務総括管理者が不在または事故あるときは、補助者として

業務総括管理代行者を若干名定めること。 



 

業務総括管理代行者が監督者の業務を代行するに当たり、支障のないよう予め序列

を定めておくこと。 
(3) 監視員（当直者） 

業務の遂行に当たり、通年当直者を定めること。 
ア 日直者(前半) （1 名） 

（ｱ） 勤務時間  7：00 ～ 16：00 （休憩 1 時間） 
（ｲ） 日直者(前半)は主に監視業務に従事し、常に通路内外の状態及び機器の運転

状態を監視すること。 
（ｳ） 必要に応じ機器の運転停止を行うこと。 

イ 日直者(中間) （1 名） 

（ｱ） 勤務時間  13：00 ～ 22：00 （休憩 1 時間） 
（ｲ） 日直者(中間)は主に監視業務に従事し、常に通路内外の状態及び機器の運転

状態を監視すること。 
（ｳ） 必要に応じ機器の運転停止を行うこと。 

ウ 日直者(後半) （1 名） 

（ｱ） 勤務時間  21：00 ～ 8：00 （休憩 1 時間） 
（ｲ） 日直者(後半)は主に監視業務に従事し、常に通路内外の状態及び機器の運転

状態を監視すること。 
（ｳ） 必要に応じ機器の運転停止を行うこと。 
（ｴ） 緊急を要する事故または故障が生じた場合は、別途連絡表に準じ連絡するこ

と。 
 

３ 通路出入口開閉時間 
(1) 札幌駅前通地下歩行空間 

ア 開扉    5：45  

イ 閉扉   24：30 

(2) 西２丁目地下歩道 

  ア 開扉    5：45  

イ 閉扉   24：30 



 

２．札幌駅前通地下歩行空間 

 

２-１．建築設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 日常点検 

日常点検は別紙に定める点検項目、頻度に基づき実施すること。 

(2) 残留塩素の検査 

電気温水器の水栓における水に含まれる遊離残留塩素の含有率を測定し、水質を確認

すること。 

ア 検査周期 ：７日ごとに１回 

イ 測定方法   :ＤＰＤ法又は同等以上の精度を有する方法 

(3）定期点検 

定期点検は、別紙項目、頻度によるほか、メーカ点検項目及び判定基準に準じて実施

すること。 

また、冷暖房用熱交換器は、年１回、公的機関による圧力容器の検査を受けること。 

(4) 施設情報総合管理 
施設情報の収集、蓄積、管理状況を集約し毎月１回、報告すること。 

(5) 故障時の点検 

各設備の不具合及び故障が発生した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査 

を行い復旧すること。 

 
２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者

の不注意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。 

 

３ その他  

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2) この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進め 

ること。 

 

４ 設備概要 

  各設備の概要及び点検項目等は別紙による。 

 

 

 



 1) 受変電設備  一覧

国 市 非 単位

引込施設

ハンドホール 1 1 基

ケーブル 北電

電線路 1 式

電線路 1 式

高圧受電・連絡母線・変電設備

常用引込盤 PAS 1 面

常用引込盤 VCT　北電 1 面

常用受電盤 DS・VT・VCB.CT.OCR・UVM・MM・APFC-M 1 面

高圧連絡盤 VCB・ZPD・CT・OCR・MM・DGR 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（1） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（2） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（3） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（4） VCS・SR・SC 1 面

予備電源引込盤 PAS 1 面

予備電源引込盤 VCT（北海道電力） 1 面

予備電源受電盤 DS・VT・VCB.CT.OCR・UVM・MM 1 面

高圧連絡盤 VCB・ZPD・CT・OCR・MM・DGR 1 面

融雪引込盤 LDS・VCT 1 面

融雪受電盤 DS・ZCT・GR・VT・VCB.CT.OCR・UVH・MM　 1 面

電灯変圧器盤 VCS・CT・OCR・DA・MM　T-7ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W300kVA 1 面

電灯変圧器盤（1） VCS・CT・OCR・DA　T-1ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W300kVA 1 面

電灯変圧器盤（2） VCS・CT・OCR・DA　T-2ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W300kVA 1 面

ｲﾍﾞﾝﾄ電灯変圧器盤 VCS・CT・OCR・DA・MM　T-9ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W100kVA 1 面

ｲﾍﾞﾝﾄ電灯変圧器盤 VCS・CT・OCR・DA　T-3ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W200kVA 1 面

動力変圧器盤 VCS・CT・OCR・DA・MM　T-8ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W200kVA 1 面

動力変圧器盤（1） VCS・CT・OCR・DA　T-5ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W300kVA 1 面

動力変圧器盤（2） VCS・CT・OCR・DA　T-4ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W300kVA 1 面

融雪変圧器盤 LBS　T-6ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W200kVA 1 面

連絡母線 連絡高圧ケーブル 6kVFPT 100㎜2 1 式

非常用発電機 750kVAディーゼル発電機(12気筒） 1 台

発電機盤 VCB,OCR,OVGR,OVR,ZPD,VT,CT,MM,AVR,TG,EX 1 面

送り遮断器盤 VCB,CT,V,A,MC,灯動共用ﾓｰﾙﾄﾞ30kVA 1 面

補機変圧器盤 VCB,CT,OCR,UVR,AQR,VT,MM 1 面

排気消音器 1 台

給気ﾌｧﾝ 有圧換気扇700φ型 3 台

発電機受電盤 VCB,CT,OCR,UVR,AQR,VT,MM 1 面

接地端子盤 A種・B種・D種・試験用端子　計5極 1 面

電灯配電盤 15回路＋予備3回路＋非常3回路 1 面

電灯配電盤（1） 15回路＋予備3回路 1 面

電灯配電盤（2） 13回路＋予備3回路＋非常3回路 1 面

ｲﾍﾞﾝﾄ電灯配電盤 10回路＋予備2回路 1 面

ｲﾍﾞﾝﾄ電灯配電盤 20回路＋予備3回路 1 面

動力配電盤 6回路＋予備2回路＋非常１回路 1 面

動力配電盤(1)-1 予備1回路＋非常5回路 1 面

動力配電盤(1)-2 19回路＋予備3回路 1 面

動力配電盤（2） 12回路＋予備3回路 1 面

融雪配電盤 6回路＋予備2回路 1 面

保安装置

接地端子盤 端子盤（屋内壁掛形）　A・B・C・D種・試験用端子　計7極 1 面

接地端子盤 端子盤（屋内壁掛形）　A・B・C・D種・試験用端子　計4極 1 面

静止形電源設備

直流電源装置 SNS-300Ah.2V電池.55個　1組　（55ｾﾙ） 1 面

直流電源装置 SNS-300Ah.2V電池.55個　2組　（55ｾﾙ） 1 面

交流無停電電源装置 20kVA（180ｾﾙ）409.5V 1 面

低圧盤

非
常
用
発
電
設
備

非常用発電設備

低
圧
盤

接地設備

高
圧
盤

数量
施設・機器等 仕　　　　様

地
中
点
線
路



 1)　受変電設備　点検項目

月次 年次

ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 外観目視 損傷、浸水(※冬季を除く) 1回/6月

ｹｰﾌﾞﾙ配線 外観目視 端末処理部の損傷、亀裂 1回/年

電路全体 測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 接地抵抗測定 1回/年

本体 外観目視 汚損、損傷、腐食、操作紐切れ １回/日 1回/年

外観目視 ﾘｰﾄﾞ線、がいし部の変色、損傷 １回/日 1回/年

外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 １回/日 1回/年

試験 動作試験、開閉表示 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 接地抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月

制御箱 外観目視 汚損、損傷、腐食 １回/日 1回/年

外観目視 継電器の故障表示 １回/日 1回/年

外観目視 制御線損傷、接続箇所の変色、ゆるみ １回/日 1回/年

外観目視 接地線外れ、損傷、断線 １回/日 1回/年

試験 動作試験 1回/年

本体 外観目視 異音、異臭、施錠状況 １回/日 1回/年

外観目視 損傷、変形、亀裂、汚損、腐食、結露 １回/日 1回/年

外観目視 高圧充電部の防護ｶﾊﾞｰ 1回/月 1回/年

増締め 端子のゆるみ 1回/年

接地線等 外観目視 接地線外れ、損傷、断線 1回/月

測定 接地抵抗測定 1回/年

指示計器 外観目視 損傷、汚損、指示状態 １回/日 1回/年

外観目視 信号灯・表示灯のランプチェック確認 1回/月

試験 校正試験 必要時

表示灯 外観目視 不点、損傷、汚損 １回/日 1回/年

制御回路 外観目視 損傷、変色、過熱、 １回/月 1回/年

増締め 端子のゆるみ 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

断路器 外観目視 損傷、変形、汚損、腐食 1回/年

外観目視 接地線外れ、損傷、断線、変色、過熱 1回/年

試験 接触状態、可動状態 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月

外観目視 操作機構の損傷、変形 1回/年

遮断器 外観目視 損傷、変形、汚損、腐食、亀裂 １回/日 1回/年

(本体) 外観目視 過熱、異音、異臭 １回/日 1回/年

外観目視 接地線外れ、損傷、断線 １回/日 1回/年

試験 接触状態、可動状態 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月

外観目視 操作部の損傷、変形、汚損、亀裂 １回/日 1回/年

外観目視 開閉表示 １回/日 1回/年

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ・接続部) 外観目視 損傷、変形、汚損、亀裂、過熱、変色、発錆 １回/日 1回/年

外観目視 損傷、亀裂、異音、異臭、汚損 １回/週 1回/年

外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 １回/週 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月

外観目視 接続部の変色、過熱、ゆるみ １回/週 1回/年

外観目視 ﾋｭｰｽﾞの変色、経年劣化等 １回/週 1回/年

外観目視 損傷、汚損、動作表示の確認 １回/日 1回/年

試験 整定値、動作試験 1回/年

試験 動作特性試験 1回/年

試験 ｼｰｹﾝｽ連動試験 1回/年

変圧器 外観目視 損傷、変形、亀裂、温度、過熱、異音、異臭、 １回/週 1回/年

（本体） 汚損、腐食

外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 １回/週 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ・接続部) 外観目視 損傷、亀裂、汚損、変色、過熱、ゆるみ １回/週 1回/年

ｺﾝﾃﾞﾝｻ・ﾘｱｸﾄﾙ 外観目視 損傷、亀裂、汚損、漏油、ふくらみ、過熱 １回/週 1回/年

(本体) 外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 １回/週 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ・接続部) 外観目視 損傷、亀裂、汚損、漏油、変色、過熱、ゆるみ １回/週 1回/年

母線 外観目視 たるみ、損傷、過熱、腐食、接続部のゆるみ 1回/年

外観目視 支持物の損傷、脱落、汚損、亀裂 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年
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 1)　受変電設備　点検項目

月次 年次

（ﾁｬﾝﾈﾙﾍﾞｰｽ） 外観目視 取付状態 1回/6月

(基礎ﾎﾞﾙﾄ) 外観目視 変形、損傷 1回/6月

(防振ｺﾞﾑ) 外観目視 ひび割れ、変形、損傷、たわみ 1回/6月

(原動機と発電機の軸継手部) 外観目視 損傷、緩み 1回/年

(各部ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ等） 外観目視 取付状態 1回/6月

外観目視 各部の汚損、変形 1回/6月

外観目視 燃料、潤滑油、冷却水の漏れ １回/日 1回/6月

外観目視 各部の潤滑油の油量 １回/週 1回/6月

外観目視 潤滑油の汚れ、変質 1回/6月

(各ﾋｰﾀｰ回路) 測定 断線、過熱等 1回/6月

(各ｼﾘﾝﾀﾞｰ) 吸・排気弁の開閉時期、ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾘｱﾗﾝｽ 1回/2年

(燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ) 吐出開始時期 1回/2年

(燃料噴射弁) 測定 噴射圧力、噴射状態 1回/2年
(燃料ﾌｨﾙﾀｰ、潤滑油ﾌｨﾙﾀｰ、

ｴｱｰｸﾘｰﾅｰｴﾚﾒﾝﾄ) 分解清掃 ﾌｨﾙﾀｰ本体、ｴﾚﾒﾝﾄの異常 1回/年

(調速機装置) 動作確認 作動状況 1回/年

（無負荷） 試運転 始動時間、電圧、周波数、回転数、温度、圧力 1回/月

(実負荷) 試運転 異臭、異音、振動、発熱、排気色、回転数、温度、圧力 1回/年

外観目視 変形、損傷、脱落、腐食 1回/6月

(巻線部、導電部周辺) 外観目視 ほこり、汚損、乾燥状態 1回/6月

(ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀｰ、回路) 外観目視・測定 断線、過熱等 1回/年

(接地線) 外観目視 断線、亀裂、接地線接続部の緩み 1回/6月

(回転整流器) 外観目視 取付状態 1回/6年

(軸受等) 外観目視 潤滑状況(必要に応じて補給)、変質、汚損 1回/年

ﾗﾝﾌﾟﾁｪｯｸ 信号灯、表示灯類の点灯状態 1回/月

(手動・自動切替ｽｲｯﾁ) 外観目視 自動運転待機状態 １回/週

外観目視 損傷、さび、変形、腐食等 1回/6月

(配線) 外観目視 腐食、損傷、過熱、ほこりの付着、断線等 1回/6月

(端子接続部) 外観目視 腐食、損傷、過熱による変色 1回/6月

(支持物) 外観目視 腐食、損傷、変形等 1回/6月

(接地線) 外観目視・測定 断線、腐食、損傷 1回/6月

(ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀｰ、回路) 外観目視・測定 断線、過熱等 1回/6月

(AVR) 外観目視 変形、損傷、腐食、ほこりの付着、過熱、接触不良 1回/6月

(遮断装置) ― 高圧受電・き電・変電設備に準ずる ― ― ― ―

(計器用変成器) ― 高圧受電・き電・変電設備に準ずる ― ― ― ―

(保護継電器) ― 高圧受電・き電・変電設備に準ずる ― ― ― ―

(配線用遮断器等) ― 低圧配電盤に準ずる ― ― ― ―

（制御電源ｽｲｯﾁ、自動・手動切 外観目視 操作、取付状態 1回/6月

替ｽｲｯﾁ、自動始動制御機器等） 外観目視 汚損、破損、腐食、過熱、異常音、異常振動 1回/6月

(補機用ｽｲｯﾁ） 外観目視 操作、取付状態 1回/6月

外観目視 汚損、破損、腐食、過熱、異常音、異常振動 1回/6月

(補機運転用検出ｽｲｯﾁ) 短絡又は開放 自動運転 1回/年

月点検：無負荷・日中 試運転 始動時間の確認 11回

年点検：負荷・夜間 試運転 電圧計、周波数計等の計器の指示値 1回/年

試運転 回転数、始動前、運転時 1回/年

(表示灯類) 外観目視 点灯状態 １回/日

(操作、切替スイッチ等) 外観目視 設定位置 １回/週

(蓄電池) 外観目視 損傷、液漏れ、汚損等 １回/週

(蓄電池) 測定 総出力電圧 １回/週

始動回数試験 駆動ができる １回/週 1回/年

外観目視 水漏れ、変形、損傷等 １回/週

外観目視 冷却水の水量等の確認 １回/週

外観目視 ラジエータ排風口周りの障害物 １回/週

外観目視 水漏れ、変形、損傷等 １回/週

(ﾗｼﾞｴﾀｰ内部の冷却水) 外観目視 汚れ 1回/年

（吸気ﾌｧﾝ) 手動運転 自家発電装置の運転との連動 １回/月

外観目視 据付状態、損傷、亀裂、異常音 1回/6月

外観目視 排気管等の過熱部周囲の可燃物の有無 １回/月

増締め 支持金具の緩み １回/月

(ﾄﾞﾚﾝ) 作業 水分除去 1回/年

接地盤 測定 保安装置　接地設備に準ずる

バルブ （2箇所） 外観目視 各種バルブの開閉状態 １回/月
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 1)　受変電設備　点検項目

月次 年次

本体 外観目視 異音、異臭、施錠状況 １回/日 1回/年

外観目視 損傷、変形、亀裂、汚損、腐食、結露 １回/日 1回/年

外観目視 充電部の防護ｶﾊﾞｰ １回/年

増締め 端子部のゆるみ １回/年

接地線等 外観目視 接地線外れ、損傷、断線 １回/月 1回/年

測定 接地抵抗測定 １回/年

指示計器 外観目視 損傷、汚損、指示状態 １回/日 1回/年

試験 校正試験 必要時

表示灯 外観目視 不点、損傷、汚損 １回/日

制御回路 外観目視 損傷、変色、過熱、 １回/月 1回/年

増締め 端子部のゆるみ １回/年

測定 絶縁抵抗測定 １回/年

本体 外観目視 損傷、亀裂、汚損、漏油、ふくらみ、過熱 １回/月 1回/年

外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

接続部 外観目視 損傷、亀裂、汚損、漏油、変色、過熱、ゆるみ 1回/年

外観目視 損傷、汚損 １回/月 1回/年

増締め 端子部の変色、ゆるみ １回/年

ヒューズ類 外観目視 変色、経年劣化等 １回/年

接地端子箱 外観目視 損傷、変形、汚損、腐食 １回/月 1回/年

外観目視 端子の損傷、変形 1回/年

増締め 端子部のゆるみ 1回/年

接地線等 外観目視 接地線の損傷、断線 １回/月

接地極 測定 接地抵抗測定 1回/年

外観 埋設票の損傷、汚損 １回/月

本体 外観目視 異音、異臭、施錠状況 １回/日・週 1回/年

外観目視 損傷、変形、亀裂、汚損、腐食、結露 １回/日・週 1回/年

増締め 端子部のゆるみ １回/年

接地線等 外観目視 接地線外れ、損傷、断線 １回/月 1回/年

測定 接地抵抗測定 １回/年

外観目視 損傷、変形、汚損、腐食、漏液、 １回/日・週 １回/月

外観目視 触媒栓、液位 １回/年

測定 電圧、液温、比重の測定 １回/年

外観目視 損傷、変形、汚損、腐食、動作状況 １回/月

測定 絶縁抵抗測定 １回/年

給気・排気ファン 外観目視 損傷、変形、汚損、腐食、固定、異音、異臭、 １回/月

・試験 振動、電圧、電流

消火器 外観目視 設置状況 １回/日

運転状況 外観目視 異音、異臭、温度、振動 １回/日 1回/年

本体 外観目視 損傷、汚損、固定状況 １回/日 1回/年

接地線等 外観目視 外れ、腐食、断線 1回/月 1回/年

測定等 測定 絶縁抵抗測定 １回/年

外観目視 変色、損傷、汚損、固定状況 １回/日 1回/年

外観目視 ﾗｯｸ・保護管等の損傷、支持状態、ゆるみ １回/日 1回/年

配線用遮断器 配線用遮断器 低圧配電設備に準ずる

ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 外観目視 損傷、浸水(※冬季を除く) 1回/6月

ｹｰﾌﾞﾙ配線 外観目視 端末処理部の損傷、亀裂 1回/年

電路全体 測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 接地抵抗測定 1回/年

室内 外観目視 施錠、標識、漏水、整頓状況 １回/日

外観目視 設置状況 １回/日
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2) 分電盤・動力制御盤設備　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

P-S-102 P-S-102 排煙機用　3回路 1 面

P-101-1 換気機械室101　空調・換気用　9回路 1 面

P-101-2 汚水・湧水ポンプ室101　汚水・湧水ポンプ用　5回路 1 面

P-101-3 換気機械室101　空調機用　3回路 4 面体

P-001-1 換気機械室001ｼｬｯﾀｰ・空調・換気用　13回路 1 面

P-001-2 換気機械室001　空調機用　3回路 4 面体

P-1 防火シャッター用天井吊形　4回路 1 面

P-S101 PS-101 排煙機用　2回路 1 面

P-S201 PS-201 排煙機用　2回路 1 面

P-S202 PS-202 排煙機用　2回路 1 面

P-201-2 汚水ポンプ室201　汚水ポンプ用　3回路 1 面

P-201-3 換気機械室201　湧水ポンプ用　3回路 1 面

P-201-4 換気機械室201　空調・換気用　19回路 5 面体

P-202 換気機械室202　空調・換気用　11回路 5 面体

P-301-1 汚水ポンプ室301　汚水ポンプ用　3回路 1 面

P-301-2 湧水ポンプ室301　湧水ポンプ用　3回路 1 面

P-301-3 換気機械室301　空調機用　27回路 13 面体

P-301-4 換気機械室301　冷温水ポンプ用　6回路 12 面体

計 12 43
L-1 歩行路天井内　27回路 1 面

L-2 歩行路天井内　22回路 1 面

L-3 歩行路天井内　25回路 1 面

L-4 歩行路天井内　17回路 1 面

L-5 歩行路天井内　36回路 1 面

L-6 歩行路天井内　29回路 1 面

L-8 歩行路天井内　31回路 1 面

L-8A 歩行路天井内　27回路 1 面

L-9 歩行路天井内　15回路 1 面

L-10 歩行路天井内　17回路 1 面

L-11 歩行路天井内　13回路 1 面

L-12 歩行路天井内　19回路 1 面

L-13 歩行路天井内　42回路 1 面

L-14 歩行路天井内　39回路 1 面

L-15 歩行路天井内　38回路 1 面

L-16 歩行路天井内　33回路 1 面

L-17 歩行路天井内　15回路 1 面

L-18 歩行路天井内　19回路 1 面

L-19 歩行路天井内　43回路 1 面

L-20 歩行路天井内　39回路 1 面

L-301-1 汚水ポンプ室　46回路 1 面

L-301-1-2 汚水ポンプ室　12回路 1 面

L-301-2 換気機械室301　43回路　DC100V2回路 1 面

L-301-3 電気室　20回路 1 面

L-201-1 防災センター　56回路 1 面

L-201-1UPS 防災センター　16回路 1 面

L-201-2 換気機械室201　17回路　　DC100V3回路 1 面

L-202-2 換気機械室202　15回路　　DC100V2回路 1 面

L-21 歩行路天井内　16回路 1 面

施設・機器等

動
力
制
御
盤

仕　　　　様
数量

電
灯
分
電
盤

低
圧
配
電
盤
・
分
電
盤



2) 分電盤・動力制御盤設備　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

L-22 歩行路天井内　18回路 1 面

L-23 歩行路天井内　30回路 1 面

L-24 歩行路天井内　34回路 1 面

L-25 歩行路天井内　21回路 1 面

L-26 歩行路天井内　21回路 1 面

L-27 歩行路天井内　14回路 1 面

L-28 歩行路天井内　14回路 1 面

L-29 歩行路天井内　26回路 1 面

L-30 歩行路天井内　29回路 1 面

L-001 電気室　14回路 1 面

L-101-1 湧水・汚水ポンプ室　38回路 1 面

L-101-2 湧水・汚水ポンプ室　12回路 1 面

計 13 28
LT-1 歩行路天井内　18回路 1 面

LT-2 歩行路天井内　24回路 1 面

LT-3 歩行路天井内　20回路 1 面

LT-4 歩行路天井内　14回路 1 面

LT-5 3NE階段　20回路 1 面

LT-6 3W広場　22回路 1 面

LT-8 3W広場　26回路 1 面

LT-9 歩行路天井内　22回路 1 面

LT-10 歩行路天井内　22回路 1 面

LT-11 歩行路天井内　18回路 1 面

LT-12 歩行路天井内　20回路 1 面

LT-13 常置場204　20回路 1 面

LT-14 常置場203　20回路 1 面

LT-15 常置場206　20回路 1 面

LT-16 常置場205　20回路 1 面

LT-17 歩行路天井内　26回路 1 面

LT-18 歩行路天井内　26回路 1 面

LT-19 歩行路天井内　16回路 1 面

LT-20 歩行路天井内　16回路 1 面

LT-21 歩行路天井内　15回路 1 面

LT-22 歩行路天井内　17回路 1 面

LT-23 歩行路天井内　17回路 1 面

LT-24 歩行路天井内　13回路 1 面

LT-25 歩行路天井内　11回路 1 面

LT-26 歩行路天井内　15回路 1 面

LT-27 歩行路天井内　9回路 1 面

LT-28 歩行路天井内　9回路 1 面

LT-29 歩行路天井内　21回路 1 面

LT-30 歩行路天井内　21回路 1 面

計 10 19
EL-1 DC100V DC盤回路　　歩行路天井内　13回路 1 面

EL-2 DC100V DC盤回路　　歩行路天井内　9回路 1 面

EL-3 DC100V DC盤回路　　歩行路天井内　11回路 1 面

EL-4 DC100V DC盤回路　　歩行路天井内　9回路 1 面

EL-5 DC100V DC盤回路　　歩行路天井内　10回路 1 面

計 0 5

仕　　　　様施設・機器等
数量

低
圧
配
電
盤
・
分
電
盤

非
常
照
明
分
電
盤

イ
ベ
ン
ト
分
電
盤

電
灯
分
電
盤



2) 分電盤・動力制御盤設備　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

EL-6 DC100V DC盤回路　　歩行路天井内　7回路 1 面

EL-7 DC100V DC盤回路　　歩行路天井内　8回路 1 面

EL-8 DC100V DC盤回路　　歩行路天井内　6回路 1 面

EL-301 DC100V DC盤回路　　換気機械室301　3回路 1 面

EL-201 DC100V DC盤回路　　換気機械室201　3回路 1 面

EL-202 DC100V DC盤回路　　換気機械室202　3回路 1 面

計 3 3

　　　― 256回路用（フル2線式） 1 面

ICｶｰﾄﾞ式集録装置 AC100V 　　歩行路天井内　記録成分数：32ch　 1 台

速度計専用電源装置 AC100V ,DC11～15V　　歩行路天井内　3成分 2 台

無停電電源装置 AC100V 　　歩行路天井内　記録成分数：32ch　 1 台

 

仕　　　　様
数量

地
震
計
測
機
器

地
震
計
測
機
器

低
圧
配
電
盤
・
分
電
盤

施設・機器等

照
明
制
御
盤

非
常
照
明
分
電
盤



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

年1回

盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○ ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○ ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○ ○ ○

変色の有無 ○ ○

各開閉器等の状態 ○ ○

○

導電部の緩みの有無 ○

端子等の接続部確認 ○

機器取付状態の良否 ○

○

○ ○

運転電流、電圧の測定 ○

○

○

ｲﾝﾊﾞｰﾀ用冷却ﾌｧﾝの作動状態 ○

○

警報装置の動作確認 ○

液面継電器の動作試験 ○

○

端子等の接続部確認 ○

絶縁抵抗測定 ○

(3) 接地線等 接地線外れ、損傷、断線状態 ○

　　表示灯 不点、損傷、汚損状態 ○

(4) 指示計器 損傷、汚損、指示状態 ○ ○

校正試験 ○

盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○ ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○ ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○ ○ ○

変色の有無 ○ ○

各開閉器等の状態 ○ ○

○

導電部の緩みの有無 ○

端子等の接続部確認 ○

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器）による動作確認

異音、異臭、発熱、変色等の有無

ﾌｧﾝ部のごみの付着、汚損の有無

指示計器、表示操作類の記録確認

液面電極、ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ等の状態確認

　日　常　点　検

分電盤・動力盤設備

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目

自動、連動運転等ｼｽﾃﾑ運転の確認

ｲﾝﾊﾞｰﾀの相間出力電圧、電流のﾊﾞﾗﾝｽ確認

指示計器、表示操作類の記録確認

備考
定期点検

電灯分電盤設備

2）分電盤・動力制御盤設備　点検項目

分
電
盤
・
動
力
盤
設
備

(2) 機器・制御回路

動力制御盤設備



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

(2) 機器 機器取付状態の良否 ○

○

○ ○

電流、電圧の測定 ○

端子等の接続部確認 ○

絶縁抵抗測定 ○

(3) 接地線等 接地線外れ、損傷、断線状態 ○

ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤設備 盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○ ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○ ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○ ○ ○

変色の有無 ○ ○

各開閉器等の状態 ○ ○

○

導電部の緩みの有無 ○

端子等の接続部確認 ○

(2) 機器 機器取付状態の良否 ○

○

○ ○

電流、電圧の測定 ○

端子等の接続部確認 ○

絶縁抵抗測定 ○

(3) 接地線等 接地線外れ、損傷、断線状態 ○

盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○ ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○ ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○ ○ ○

変色の有無 ○ ○

各開閉器等の状態 ○ ○

○

導電部の緩みの有無 ○

端子等の接続部確認 ○

異音、異臭、発熱、変色等の有無

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

指示計器、表示操作類の記録確認

異音、異臭、発熱、変色等の有無

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

指示計器、表示操作類の記録確認

　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

　　区　　　　　　分

非常照明分電盤設備

ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器）による動作確認

備考
定期点検

電灯分電盤設備

ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器）による動作確認

2）分電盤・動力制御盤設備　点検項目

分
電
盤
・
動
力
盤
設
備



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

非常照明分電盤設備

(2) 機器 機器取付状態の良否 ○

○

○ ○

電流、電圧の測定 ○

端子等の接続部確認 ○

絶縁抵抗測定 ○

(3) 接地線等 ○

共通 清掃 ○

照明制御盤 盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○

変色の有無 ○

清掃  ○

地震計測機器 機器取付状態の良否 ○

(1) 機器 ○

○

センサケーブル接続部確認 ○

各ケーブルコネクタ勘合部の確認 ○

測定器周辺の配線状態の確認 ○

清掃  ○

接地線外れ、損傷、断線状態

ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器）による動作確認

　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

　　区　　　　　　分

分
電
盤
・
動
力
制
御
盤
設
備

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

異音、異臭、発熱、変色等の有無

備考

2）分電盤・動力制御盤設備　点検項目

LEDランプの動作表示確認

異音、異臭、発熱、変色等の有無地
震
計
測
機
器



 

国 市

冷却方式：自冷 制御弁式据置鉛蓄電池

整流方法：三相全波整流 （長寿命型） 1 1

制御方式：ｻｲﾘｽﾀ自動定電圧制御 ＳＮＳ－３００Ａｈ

定格電流：７５A

定格電流：７５A（国）

3) 直流電源設備　点検項目

日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

外箱の外観、計器、扉等の点検 ○ ○ ○ ○

表示灯、ｽｲｯﾁ等の変形、損傷、汚れ等有無 ○ ○ ○

表示灯類の点灯状態確認 ○ ○

各部品の汚損、損傷、温度上昇の有無 ○ ○

各部品の過熱、変色、異音、異臭等の有無 ○ ○

固定金具、杖付ﾎﾞﾙﾄ等の変形、緩み等の有無 ○

警報動作試験 ○

開閉器等の変形、損傷等の有無 ○ ○

過放電防止装置等の設定値、動作確認 ○

自動回復充電の動作確認 ○

常用、非常用電源の自動切替確認 ○

内部配線、端子等接続部の緩み確認 ○

絶縁抵抗測定（一次・二次相互間等） ○

清掃 ○

全ｾﾙの電槽、ふた等の変形、損傷の有無 ○ ○ ○

全ｾﾙの各種栓体、ﾊﾟｯｷﾝ等のき裂、漏液有無 ○ ○ ○

蓄電池の交換時期の確認 ○ ○

架台、外箱の変形、損傷等の有無 ○ ○

転倒防止枠、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等の変形、損傷有無 ○

蓄電池端子と配線接続部の発熱、損傷等有無 ○

蓄電池間の発熱、損傷、腐食等の有無 ○

蓄電池総電圧の測定 ○ ○

総出力電圧の確認 ○

清掃  ○

用　途

(2) 蓄電池

２Ｖ電池・５５個 ２組（５５セル）

数量蓄　電　池
(ジーエス・ユアサパワーサプライ製)

整　流　器
(ジーエス・ユアサパワーサプライ製)

　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

備考

２Ｖ電池・５５個 １組（５５セル）（国）

直
流
電
源
設
備

操作・制御用

　　区　　分

(1) 整流装置

3) 直流電源設備  一覧



 
4) 交流無停電電源設備  一覧

国 市

冷却方式：風冷

　　操作・制御用 浮動充電電圧：４０９．５V 1

定格出力容量：２０kVA　　（１８０セル）

定格：１００％連続

4) 交流無停電電源設備  点検項目

日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

交流無停電電源設備 ○

○ ○ ○

異常音、異臭等の有無 ○ ○ ○

支持ﾎﾞﾙﾄ等の緩みの有無 ○

○

表示灯・ｽｲｯﾁの汚れ、損傷の確認 ○

入力、出力電圧の確認 ○

○

蓄電池の変形、損傷の有無 ○ ○

○

備考

用　途

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目

交
流
無
停
電
電
源
設
備

蓄電池運転、復電時、交流直送への切替試験

蓄電池のき裂、液漏れ等の有無

面

交流無停電電源装置　（簡易型）
(ジーエス・ユアサパワーサプライ製)

数量

単位

装置の過熱、ほこり等の付着の有無

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄの変形、損傷、変色等の有無

ﾊﾟﾈﾙ表示、操作部等の操作、表示機能

　日　常　点　検 定期点検



 5) 照明器具点検　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

電灯設備

LED灯 234 1824 477 台

蛍光灯 937 1571 307 台
高輝度放電灯（HID） 6 18 8 台

台

台

建築関係防災設備

非常用照明設備

非常照明 143 348 103 台

LED非常照明 40 6 台

*  部分の照明器具点検業務は、本業務に含まない。

ただし、非常照明は除く

照明器具ランプ交換　一覧

単位

 照明器具ランプ交換 常用 非常用

ｺﾝﾊﾟｸﾄ形蛍光灯 DULUXT/E FHF42EX-L 2361 134 本

FL蛍光管 FL18EX、FL36EX、FL10W 3 本

HF蛍光管 FHF16EX、 FHF32EX 686 本

ﾐﾆ(ｸﾘｱ)電球 LDS100V40W･C、LDS100V36W･C 3 本

ｾﾗﾐｯｸﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞ MT35CE-LW-EU、CDM-R35W/830 PAR20 30 29 本

ﾊﾛｹﾞﾝ JBD100V75WNP/E、JBD100V45WNP/E 376 本

*   国道部分の照明器具ランプ交換は、本業務に含まない。

施設・機器等 仕　　　　様
数量

施設・機器等 仕　　　　様
数量

○目視点検：8,791.24㎡(道道部分)+6,314.36㎡（広場）＝15,105.6㎡→15,110㎡
○ランプ交換：15,105.6㎡(道道+広場)-5,198.30㎡（LED改修工事等）＝9,907.3㎡→9,910㎡



 5) 照明器具　点検項目

日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

電灯設備 反射板、枠の汚損、損傷、変色等の有無 ○

　照明器具 ○

○

照明器具の固定状況の確認 ○

○

随時

○

　照明器具 ○

○

○

○

管球、反射板、ｶﾊﾞｰ等の清掃 ○

○

○

○

ランプ交換 随時

㎡(※）

照
明
器
具

ランプ交換

使用ランプの適否 の確認

非常照明の照明の妨げとなる物品等の
放置が ないことの確認

非常用電源で30分以上の点灯

周囲の視覚障害の有無

ランプの汚れ、劣化等の有無

15,110

照明器具の固定状況の確認

備考　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

対象面積

非常照明設備

照明ｶﾊﾞｰの汚損、破損等の有無

照明器具の破損、変形及び腐食の有無

光源の異常なちらつき等の有無

点灯時の異常音の有無

照度測定

○目視点検：8,791.24㎡(道道部分)+6,314.36㎡（広場）＝15,105.6㎡→15,110㎡
○ランプ交換：15,105.6㎡(道道+広場)-5,198.30㎡（LED改修工事等）＝9,907.3㎡→9,910㎡



6) 照明器具清掃  器具一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ

電灯設備

ダウンライト（スポット、コーナー、タスク含む） 930 2856 574

ベースライト 278 1095

ベースライト（ガード付） 9 50

*   部分の照明器具清掃業務は、本業務に含まない。

6) 照明器具清掃　清掃項目

日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

照明器具清掃

区　　　　分
　日　常　点　検

　　清　　掃　　項　　目 備考

施設・機器等 仕　　　　様
数量

定期点検

単位

台

台

管球等の清掃 ○

反射板、枠、ﾙｰﾊﾞｰ透光性ｶﾊﾞｰ、

台



 
7) 防犯・入退室管理設備　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

防犯・入室管理設備 ㈱アート製

電気錠装置

21 21 11 面

ﾘﾚｰ出力基盤 21 21 11 個

非常通報設備 各ｾﾝｻｰ：竹中ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱製、非常通報電話・押釦：ｱｲﾎﾝ㈱製

ﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻｰ 露出型　ﾗｳﾝﾄﾞ警戒 5 18 3 台

ｲﾝﾀｰﾎﾝ親機 同時通話　20局用 1 台

ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機 壁掛型　建築ｻｲﾝ組込 2 7 台

ﾏｸﾞﾈｯﾄｾﾝｻｰ 建築ｻｲﾝ組込 2 7 台

非常押釦 2 7 台

非常押釦 埋込型　　男・女便所301 2 台

7) 防犯・入退室管理設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

年１回

年１回

　　制御盤 年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) 年１回

各種異常表示の確認 年１回

年１回

火災時の解錠動作確認 年１回

電源電圧の測定確認 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 年１回

(2) 各センサー 年１回

各ｾﾝｻｰの動作確認 年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) 年１回

電源電圧の測定確認 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 年１回

(3) 非常通報電話 年１回

年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) 年１回

動作確認試験 年１回

電源電圧の測定確認 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 年１回

(4) 非常通報押釦 年１回

動作確認試験 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 年１回

(5) 共通事項 外観点検・機能点検 年１回

各機器の清掃 年１回

システム動作試験 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 年１回

○

○

○

○

防犯・入退室管理設備

(1) 電気錠・自動ﾄﾞｱ

○

○

施解錠、許可設定等の動作確認

防
犯
・
入
退
室
管
理
設
備

備考定期点検

○

○

○

　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

○

○

数量

電気錠

仕　　　　様施設・機器等

　　区　　　　　　分

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

音量、明瞭度、雑音等の有無

機器の据付状態、汚れ損傷有無

電気錠制御盤

ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能等の動作確認

施解錠信号による扉等の動作確認

各ｾﾝｻｰの据付状態、汚れ損傷有無

機器の据付状態、汚れ損傷有無

埋込型　建築ｻｲﾝ組込　歩行路自立ｻｲﾝ柱内組込

自立型　W600×H2000×D600 EIAﾗｯｸ型

制御盤の据付状態、汚れ損傷有無



 
8) 情報表示設備　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

情報表示設備 池野通建㈱製

1 台

ﾉｰﾄPC 1 台

片面型　1段12文字3色LED 4 7 台

8) 情報表示設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

情報表示設備 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

(1) 表示装置 各ﾒｯｾｰｼﾞ表示の出力動作確認 ○ 年１回

    操作制御部 ﾊﾞｯﾃﾘｰ電源確認  ○ 年１回

各ﾒｯｾｰｼﾞﾃﾞｰﾀｰ確認 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

(2) 情報表示ボード 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

電源電圧の測定確認 ○ 年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) ○ 年１回

各ﾒｯｾｰｼﾞ表示確認 ○ 年１回

ﾒｯｾｰｼﾞ優先順位表示確認 ○ 年１回

ﾌﾗｯｼｭﾗｲﾄ動作確認 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

(3) 共通事項 外観点検・機能点検 ○ 年１回

各機器の清掃 ○ 年１回

システム動作試験 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

(2) 配信制御装置 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

電源電圧の測定確認 ○ 年１回

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧確認 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換（1個）

調整、動作確認等含む

配信制御装置

操作制御器

定期点検

配信制御装置部品交換計画

情
報
表
示
設
備

R8年予定

5年毎　

備　考
　日　常　点　検

施設・機器等 仕　　　　様
数量

　　区　　　　　　分

情報表示板

　　点　　検　　項　　目



 
9) 誘導支援設備  一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

誘導支援設備 ｱｲﾎﾝ㈱製

トイレ支援装置

ﾄｲﾚ呼出表示器 10窓用　全窓通話機能付 1 台

ｽﾋﾟｰｶｰ子機 天井埋込　丸型 2 2 台

ﾄｲﾚ呼出子機 壁埋込形 3 3 台

呼出釦 ﾄｲﾚ用 9 7 台

呼出釦 ﾄｲﾚ用　引紐付 8 6 台

4 4 台

廊下表示灯 4 4 台

復旧釦 4 4 台

ｲﾝﾀｰﾎﾝ親機 地下鉄駅等連絡用 3 台

ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機 ﾄﾞｱﾎﾝ　地下鉄駅等連絡用 1 台

音声誘導装置 音声誘導装置：池野通建㈱製、ｾﾝｻｰ：竹中ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱製

音声案内誘導装置 1CH制御装置　ﾀｲﾏ付 4 1 台

音声案内誘導装置 1CH制御装置　寒冷地仕様・ﾀｲﾏ付 3 13 5 台

音声案内誘導装置 2CH制御装置　ﾀｲﾏ付 2 2 台

音声案内誘導装置 3CH制御装置　ﾀｲﾏ付 1 3 台

音声案内誘導装置 2 7 台

音声案内誘導装置 ﾄｲﾚ音声案内　　ﾎﾟｯﾁPro 5 5 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 天井埋込　防滴型　3W 8Ω 10 38 8 台

ﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻｰ 露出型　立体警戒 2 9 台

*   部分は、本点検業務に含まない。

 

施設・機器等 仕　　　　様
数量

階段案内装置　ﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻｰ制御　ﾀｲﾏ付

ﾌﾞｻﾞｰ付呼出表示灯

セ
ン
サ
ー

音
声
案
内
誘
導
装
置



 

9) 誘導支援設備  点検項目

日１回 週１回 月１回

誘導支援設備 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○

(1) 音声誘導装置 基本動作試験 ○

送信距離試験 ○

受信距離試験 ○

ｽﾋﾟｰｶｰの音量、音量等の有無 ○

ﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻｰ動作試験 ○

音声ｶｰﾄﾞ動作試験 ○

ｱﾝﾃﾅの据付状態、汚れ損傷有無 ○

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○

(2) トイレ支援装置 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○

呼出、復旧等動作確認 ○

ｽﾋﾟｰｶｰの音量、音量等の有無 ○

通話試験 ○

(3) 呼出設備 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○

音量、明瞭度、雑音等の有無 ○

動作確認（人感・押釦） ○

(4) 共通事項 外観点検・機能点検 ○

各機器の清掃 ○

システム動作試験 ○

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

定期点検

年１回

年１回

年１回

年１回

備考

誘
導
支
援
設
備

　日　常　点　検
　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目



10) 空調設備　一覧

国 市 単位

熱交換器

HE-1-1熱交換器 冷水　プレート式　2,250kW  1 台

HE-1-2熱交換器
温水　シェル&チューブ式　2,200kW 　第一種圧力容器
500φ×3,194Ｌ

1 台

ヘッダー・膨張タンク

HCS-1-1冷水ﾍｯﾀﾞｰ 冷水一次　250φ×2,700L 1MPa　 1 台

HCS-1-2冷水ﾍｯﾀﾞｰ 冷水二次　250φ×2,700L 1MPa　 1 台

HHS-1-1温水ﾍｯﾀﾞｰ 温水一次　250φ×2,700L 1MPa　溶解栓 1 台

HHS-1-2温水ﾍｯﾀﾞｰ 温水二次　250φ×2,700L 1MPa　溶解栓 1 台

EXT-1-1膨張ﾀﾝｸ 冷水　密閉式　   45ℓ　400φ×  930H　1MPa 1 台

EXT-1-2膨張ﾀﾝｸ 温水　密閉式　1,500ℓ　900φ×2,350H　1MPa 1 台

空気調和機

AHU-1-1空気調和機 冷房221kW　暖房235kW　51,960㎥/h×  970Pa　22kW×2　 1 台

AHU-1-2空気調和機 冷房255kW　暖房248kW　59,820㎥/h×1,260Pa　30kW×2　 1 台

AHU-1-3空気調和機 冷房308kW　暖房324kW　73,110㎥/h×1,260Pa　37kW×2　 1 台

AHU-2-1空気調和機 冷房130kW　暖房128kW　25,590㎥/h×  640Pa　15kW　 1 台

AHU-2-2空気調和機 冷房240kW　暖房212kW　41,730㎥/h×  820Pa　30kW 1 台

AHU-3-1空気調和機 冷房135kW　暖房120kW　24,390㎥/h×  755Pa　18.5kW　 1 台

AHU-3-2空気調和機 冷房255kW　暖房231kW　45,720㎥/h×  850Pa　37kW 1 台

AHU-4-1空気調和機 冷房342kW　暖房304kW　73,300㎥/h×  990Pa　30kW×2　 1 台

AHU-5-1空気調和機 冷房347kW　暖房361kW　91,300㎥/h×1,410Pa　45kW×2　 1 台

ポンプ設備

CP-1-1冷水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 200φ×150φ×1,540ℓ/min×63m　37kW　 3 台

HP-1-1温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 150φ×125φ×1,030ℓ/min×63m　30kW　 3 台

PU-1-1補給水加圧ﾕﾆｯﾄ 25φ×80ℓ/min×15m　0.75kW　受水槽(樹脂製)500ℓ 1 台

BP-1-1凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型　SUS　50φ×140ℓ/min×60Pa　0.4kW 1 台

BP-1-2凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型　SUS　50φ×160ℓ/min×60Pa　0.4kW 1 台

BP-1-3凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型　SUS　50φ×210ℓ/min×60Pa　0.75kW 1 台

BP-2-1凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型　SUS　50φ× 90ℓ/min×60Pa　0.4kW 1 台

BP-2-2凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型  SUS　50φ×150ℓ/min×60Pa  0.4kW 1 台

BP-3-1凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型  SUS　50φ× 90ℓ/min×60Pa  0.4kW 1 台

BP-3-2凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型  SUS　50φ×160ℓ/min×60Pa  0.4kW 1 台

BP-4-1凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型  SUS  50φ×220ℓ/min×60Pa  0.75kW 1 台

BP-5-1凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾗｲﾝ型  SUS  50φ×220ℓ/min×60Pa  0.75kW 1 台

送排風機・排煙機

SF1-1送風機 1,270㎥/h×470Pa  0.75kW　 1 台

SF1-2送風機 5,400㎥/h×590Pa  3.75kW　 1 台

SF1-3送風機   960㎥/h×580Pa  0.75kW　 1 台

SF2-1送風機   350㎥/h×280Pa  0.2kW　 1 台

SF3-1送風機   470㎥/h×225Pa  0.2kW　 1 台

SF3-2送風機 1,060㎥/h×495Pa  0.75kW　 1 台

SF3-3送風機   360㎥/h×395Pa  0.4kW　 1 台

SF4-1送風機   300㎥/h×500Pa  0.75kW　 1 台

SF5-1送風機   400㎥/h×500Pa  0.75kW　 1 台

SF5-2送風機 3,200㎥/h×500Pa  1.5kW　 1 台

EF1-1排風機 1,270㎥/h×405Pa  0.75kW　 1 台

EF1-2排風機 5,400㎥/h×485Pa  2.2kW　 1 台

EF1-3排風機 2,630㎥/h×255Pa  0.75kW　 1 台

EF1-4排風機 1,810㎥/h×160Pa  0.4kW　 消音ボックス 1 台

EF1-5排風機   960㎥/h×440Pa  0.75kW　 1 台

EF1-6排風機 2,970㎥/h×290Pa  0.75kW　 1 台

EF2-1排風機   350㎥/h× 60Pa  0.27kW　消音ボックス 1 台

EF2-1-2排風機 3,000㎥/h× 22Pa  1.5kW　　 1 台

EF2-2排風機 1,540㎥/h×125Pa  0.27kW　消音ボックス 1 台

EF3-1排風機   470㎥/h×160Pa  0.27kW　消音ボックス 1 台

EF3-2排風機   160㎥/h×255Pa  0.27kW　消音ボックス 1 台

EF3-3排風機 2,850㎥/h×130Pa  0.6kW　 消音ボックス 1 台

施設・機器等 仕　　　　様
数量



10) 空調設備　一覧

国 市 単位

送排風機・排煙機

EF3-4排風機 1,060㎥/h×　305Pa  0.4kW　 1 台

EF3-5排風機   360㎥/h×　270Pa  0.4kW　 1 台

EF3-6排風機   720㎥/h×　280Pa  0.27kW　消音ボックス 1 台

EF4-1排風機 2,200㎥/h×　310Pa  0.75kW　 1 台

EF4-2排風機 1,100㎥/h×　230Pa  0.75kW　 1 台

EF4-3排風機   300㎥/h×　350Pa  0.75kW　 1 台

EF5-1排風機   400㎥/h×　280Pa  0.75kW　 1 台

EF5-2排風機 3,200㎥/h×　280Pa  0.75kW　 1 台

SMF3-1排煙機 7,200㎥/h×1,055Pa  3.7kW　 1 台

SMF4-1排煙機 7,200㎥/h×   90Pa  1.5kW　 1 台

SMF4-2排煙機 7,200㎥/h×   90Pa  1.5kW　 1 台

SMF4-3排煙機 7,200㎥/h×   90Pa  1.5kW　 1 台

SMF4-4排煙機 7,200㎥/h×   90Pa  1.5kW　 1 台

SMF5-1排煙機 7,200㎥/h×   80Pa  1.5kW　 1 台

静止形全熱交換器・フィルターユニット

HEX-1-1静止形全熱交換器 処理風量  960㎥/h  交換効率76％ 1 台

HEX-3-1静止形全熱交換器 処理風量1,060㎥/h  交換効率76％ 1 台

HEX-3-2静止形全熱交換器 処理風量  360㎥/h  交換効率79％ 1 台

FU-1-1ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量1,270㎥/h 1 台

FU-1-2ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量5,400㎥/h 1 台

FU-1-3ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量  960㎥/h 1 台

FU-2-1ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量  350㎥/h 1 台

FU-3-1ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量  470㎥/h 1 台

FU-3-2ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量1,060㎥/h 1 台

FU-3-3ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量  360㎥/h 1 台

FU-4-1ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量  300㎥/h 1 台

FU-5-1ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ 処理風量3,600㎥/h 1 台

ダンパー・吹出口・吸込口・ガラリ

ダンパー VD・MD・CD 44 128 個

吹出口・吸込口 94 384 個

ガラリ 1 5 箇所

弁類

弁類 50A未満 6 91 個

弁類 50A以上100A未満 12 85 個

弁類 100A以上200A未満 18 68 個

弁類 200A以上 21 個

パッケージエアコン・パネルヒーター

PAC1-1室内機 天井露出　冷房 5.6kW  暖房 6.3kW  消費電力0.08kW 1 台

PAC1-2室内機 天井露出　冷房 3.6kW  暖房 4.0kW  消費電力0.07kW 1 台

PAC1-3室内機 天井露出　冷房 3.6kW  暖房 4.0kW  消費電力0.07kW 1 台

PAC2-1室内機 天井ｶｾｯﾄ　冷房16.0kW  暖房18.0kW  消費電力0.17kW 2 台

PAC2-2室内機 天井露出　冷房 5.6kW  暖房 6.3kW  消費電力0.08kW 1 台

PAC-1室外機
冷暖同時可　冷房22.4kW  暖房25.0kW  圧縮機5.5kW
法定冷凍能力3.76t

1 台

PAC-2室外機

冷暖同時可　冷房45.0kW  暖房50.0kW  圧縮機11.8kW
フロン排出抑制法に基づく定期点検（３年に１回以上）
対象　法定冷凍能力5.81t

1 台

EH-1パネルヒーター 天井埋込型　1.0kW　 2 台

EH-2パネルヒーター 天井埋込型　1.0kW　 2 台

施設・機器等 仕　　　　様
数量



 10) 空調設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

異常音及び異常振動等の有無 ○ 　

○ 　

基礎、架台、基礎ﾎﾞﾙﾄのき裂及び 　

曲がり、緩み、損傷等の点検 　

　 ○

保温材の脱落、損傷等の点検 ○

計器指針の大気圧下でのｾﾞﾛ値 ○

安全弁を分解し清掃する ○

安全弁の弁座の損傷の有無 ○

安全弁を組立て後吹出しﾃｽﾄをする ○

溶解栓の劣化の有無の点検 ○

○

○

　 ○

膨張タンク 保温材の脱落、損傷等の点検 ○

ヘッダー 内部の保護塗装の剥離等の有無 ○

○

空調機設備 運転・監視記録 ○ ○ 　

空調機 異常音及び異常振動等の有無 ○ ○ 　

空調用ポンプ

　

　

羽根車の汚れ、さび、回転ﾊﾞﾗﾝｽ ○

ベルトの緩み、プーリの摩耗 ○ ○

○ ○

冷温水コイル等の汚損等の有無 ○

ﾌｨﾙﾀｰの詰まり、損傷の有無 ○ ○

送排風機設備 運転・監視記録 ○

送風機 各部の異常音、異常振動等の有無 ○

排風機 外観、汚れの有無 ○

排煙機 腐食、ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

静止形全熱交換器 ○

軸受けの発熱、異常音、振動 ○

基礎、架台、基礎ﾎﾞﾙﾄのき裂及び 　

曲がり、緩み、損傷等の点検 　

電動機の回転方向 　 ○

絶縁抵抗値の測定・記録 　 ○

羽根車の汚れ、さび、回転ﾊﾞﾗﾝｽ 　 ○

○

基礎、架台、基礎ﾎﾞﾙﾄのき裂及び
曲がり、緩み、損傷等の点検

熱交換器点検（建築保全業務共通仕様
書P107～109による。）

○

静止形全熱交換器点検（建築保全業務
共通仕様書P116、P117による。）

○

○○

基礎、架台、基礎ﾎﾞﾙﾄのき裂及び曲が
り、緩み、損傷等の点検

空調機点検（建築保全業務共通仕様書
P110～111、P217による。）

○

電動機の発熱、運転電流が規定値以下

その他建築保全業務共通仕様書による。P114、115

ポンプ点検（建築保全業務共通仕様書
P113～114、P219による。）

電動機の絶縁抵抗、回転方向、電流値

フィルターユニット

１年に２回

○ １年に１回

○
その他建築保全業務共通仕様書によ
る。P110、111

備　考

１年に１回

１年に１回

１年に１回

ｼｰｽﾞﾝIN、ON

ｼｰｽﾞﾝIN、ON

ｼｰｽﾞﾝON

ｼｰｽﾞﾝON

温水温度、水頭圧に異常がないことを確認

加熱管のｽｹｰﾙ等付着及び割れの点検

○ １年に１回

ｼｰｽﾞﾝIN、ON

ｼｰｽﾞﾝIN

ｼｰｽﾞﾝIN○

１年に１回

その他建築保全業務共通仕様書による。P107

区　　　　　　分

冷暖房用熱交換設備

冷暖房用熱交換設備

　
空
　
調
　
設
　
備

プレート式熱交換器

ｼｪﾙ＆ﾁｭｰﾌﾞ式熱交換器

その他建築保全業務共通仕様書による。P111

定期点検

１年に１回

１年に１回

１年に１回

１年に１回

１年に１回

１年に１回

日　常　点　検
点　　検　　項　　目

ｼｰｽﾞﾝIN、ON

１年に１回

１年に１回

１年に２回

１年に２回

１年に２回

１年に１回

１年に１回

１年に２回

１年に１回

１年に１回

ｼｰｽﾞﾝIN

１年に２回



 10) 空調設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

ダンパーの作動の良否点検 ○

接続部の空気漏れ、ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

吹出口 吹出口、吸込口の汚れの有無 ○

吸込口 吹出口、吸込口の取付部の緩み ○

　 ○

弁類 開閉及び作動の良否の点検 ○

流体の漏れ及び腐食、損傷の有無 ○

○

運転・監視記録 ○

異常音、異常振動の有無 ○

○

汚れの状況 ○

フロン排出抑制法に基づく簡易点検 ○

フロン排出抑制法に基づく定期点検 〇

　

　

異常音、異常振動の有無

ドレン排水に支障がないこと

汚れの状況
休止中のため

点検不要

３ヶ月に１回

その他建築保全業務共通仕様書によ
る。P100～102

備　考

ｼｰｽﾞﾝIN
（冷房・暖房)

電動機の電流値

１年に１回

１年に１回その他建築保全業務共通仕様書による。P128

○

○

３年に１回
※R7年度該当

クリンプ金網を外し、各器具及びチャ
ンバー室内部も清掃

パネルヒーター

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

１年に１回

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ類

区　　　　　　分

その他建築保全業務共通仕様書によ
る。P111、112

　
空
　
調
　
設
　
備

日　常　点　検

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ、換気口設備

換気用チャンバー室
換気用EAｶﾞﾗﾘ(2,016×
2,226)、MD(1,300×
1,640)、ｸﾘﾝﾌﾟ金網
(1,300×1,640) 6ヶ所

ダンパー（VD,MD,CD）

点　　検　　項　　目 定期点検

１年に２回

その他建築保全業務共通仕様書による。P127

１年に１回

１年に１回

１年に１回

１年に２回

１年に１回
※吹出口・吸込
口については、
１年に２回



11）衛生設備　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

汚水槽・雑排水槽

汚水槽 18㎥、10㎥ 2 基

湧水槽 26㎥、24㎥、1.0㎥、27.7㎥ 2 2 基

EV用雑排水槽 2.6㎥、3.4㎥、10.8㎥×3、15.1㎥ 4 2 基

排水ポンプ

DP-1汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式80φ　100ℓ/min　 9m　2.2kW 　自動交互 2 台

DP-2汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式65φ　100ℓ/min 　9m　2.2kW 　自動交互 2 台

DP-3湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式80φ　700ℓ/min　11m　3.7kW 　自動交互 2 台

DP-4湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式50φ　390ℓ/min　11m　1.5kW 　自動交互 2 台

DP-5湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式40φ 　50ℓ/min　 3m　0.25kW  自動交互 4 1 台

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式40φ 　50ℓ/min  50KPa 0.4kW　自動  1 台

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式50φ 　80ℓ/min  93KPa 0.6kW　自動  1 台

電気温水器

電気温水器 壁掛型　20ℓ　2kW　（㈱日本ｲﾄﾐｯｸ製） 2 台

電気温水器 収納型　REW-E6L　 （TOTO㈱製） 2 台

電気温水器 収納型　REW-03F　 （TOTO㈱製） 9 台

給水ポンプ

給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 25φ　10ℓ/min　20m　0.4kW　 受水槽300ℓ 3 台

(灌水用) (荏原ﾃｸﾉｻｰﾌﾞ㈱製)

衛生器具

洗面器・手洗器・流し 21 個

大便器 FV 8 個

大便器 タンク 1 個

小便器 5 個

弁類

弁類 50A未満 48 2 個

弁類 50A以上100A未満 28 個

膨張タンク・減圧弁

密閉式膨張タンク 25A　　4.1ℓ 3 台

(日立金属㈱製)

減圧弁 GD-24G-N　50φ　一次圧0.2～1.0MPa 1 台

(㈱ヨシタケ製)

施設・機器等 仕　　　　様
数量



 11) 衛生設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

水槽清掃 汚水槽 　 ○ ６か月に１回

湧水槽 　 ○ ６か月に１回

ＥＶ雑排水槽 　 ○ ６か月に１回

水槽点検 水槽内浮遊物・沈殿物の点検 ○ ６か月に１回

汚水槽 損傷・亀裂・漏水の点検 ○ ６か月に１回

湧水槽 マンホールの密閉状態の確認 ○ ６か月に１回

ＥＶ雑排水槽 ○ ６か月に１回

○ ６か月に１回

ポンプ点検 計器指示値の確認、記録 ○

水中ポンプ 揚水機能の確認 ○

（汚水槽・湧水槽・ 運転中振動・異音の点検 ○

ＥＶ雑排水槽） 絶縁抵抗値の測定・記録 ○

自動交互・追従運転の確認 ○

運転時間計の確認・記録 ○

チャッキバルブの点検 ○

フロートスイッチの動作点検 ○ １年に１回

本体腐食・損傷の点検 ○ １年に１回

○ １年に１回

○ １年に１回

○

電気温水器点検 ボールタップ作動の良否 ○

減圧弁、逃がし弁の作動 ○

固定部の緩み、変形、腐食等 ○ １年に１回

○ １年に１回

絶縁抵抗値の測定・記録 ○ １年に１回

○ １年に１回

配管の水漏れ、変形、腐食等 ○ １年に１回

○

ポンプ点検 運転中振動・異音の点検 ○

給水ポンプユニット 軸封部からの水漏れ ○

（灌水用） 電動機の異常発熱 ○

ポンプ周辺の異常の有無 ○

絶縁抵抗値の測定・記録 ○

本体腐食・損傷の点検 ○

○

○

　
衛
　
生
　
設
　
備

その他建築保全業務共通仕様書による。P124 １年に１回

外筒、内筒ボールタップの点検

定期点検

温度調節器、過熱防止器の作動

６か月に１回

区　　　　　　分 備　考
日　常　点　検

点　　検　　項　　目

(夜間)に実施すること。

その他建築保全業務共通仕様書によ
る。P121、122

ケーブルの損傷・劣化等の点検

ケーブルの損傷・劣化等の点検

年２回及び年１回

年２回及び年１回

年２回及び年１回

年２回及び年１回

年２回及び年１回

※施設の閉鎖時間帯

その他建築保全業務共通仕様書によ
る。P121～123

その他建築保全業務共通仕様書による。P120、121

配管接続部変形・腐食・損傷等の点検

ストレーナの点検
（塵芥等によるつまり確認含む）



 11) 衛生設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

衛生器具点検 陶器類破損の点検 ○

大便器（ＦＶ） 大小便器の点検 ○

大便器（タンク） 洗浄装置・水量の点検 ○

小便器 水栓類取付部漏水の点検 ○

洗面器 排水詰まりの点検 ○

手洗器 トラップ封水切れの点検 ○

流し ○

弁類 開閉及び作動の良否の点検 ○ １年に１回

○ １年に１回

○ １年に１回

固定金具の損傷等の点検 　 ○

外観の状況の点検 　 ○

保温材の脱落、損傷等の点検 ○

○

○

水質の保持 給湯水（外観検査） ○

給湯水 給湯水（残留塩素測定） ○

（給湯室・清掃員控室

・101トイレ）

その他建築保全業務共通仕様書による。P109、110 １年に１回

　
衛
　
生
　
設
　
備

備　考

６か月に１回

６か月に１回

６か月に１回

定期点検

膨張タンク １年に１回

圧力計の指示値確認、損傷等の点検

１年に１回

１年に１回

１年に１回

６か月に１回

流体の漏れ及び腐食、損傷の有無

日　常　点　検

６か月に１回

その他建築保全業務共通仕様書による。P126

区　　　　　　分 点　　検　　項　　目

その他建築保全業務共通仕様書による。P128



12)　環境測定

１ 空気環境測定箇所

№ 名　　称 測定位置 空調機等系統 備　考

1 北側外気 ＥＬＶ1号機付近屋外

2 ＥＬＶ1号機付近 柱39-Y1付近 AHU-1-2 道道部分

3 通路301出入口付近 柱X11-Y2付近
AHU-1-1
AHU-1-2
AHU-1-3

道道部分

4 清掃員控室
SF-1-3
EF-1-5

5 スルーホール3付近 柱X22-Y2付近 AHU-1-3 道道部分

6 北2条西広場 柱X33-Y2付近
AHU-3-1
AHU-3-2

道道部分

7 スルーホール6付近 柱X47-Y3付近 AHU-2-2 道道部分

8 南側外気 ＥＬＶ6号機付近屋外

9 大通　西広場 柱X75-Y2付近 AHU-5-1 国道部分

10 出入口12付近 柱X64-Y2付近 AHU-4-1 国道部分

11 北1条駐車場前 柱X57-Y2付近 AHU-4-1 国道部分

12 管理室
SF-3-3
EF-3-5

13 防災センター
SF-3-2
EF-3-4

２　空気環境測定項目（測定方法、頻度等は、建築物における衛生的環境の確保に関する法律による）

項　　目

　ＣＯ測定

周　期

２か月に１回

２か月に１回　ＣＯ2測定

６か月に１回

２か月に１回　浮遊粉じん測定

　温度測定

　相対湿度測定

　気流測定

２か月に１回

２か月に１回

　照度測定

　騒音測定

２か月に１回

６か月に１回



12)　環境測定

３　ねずみ等防除点検施工箇所

ねずみ・害虫点検箇所
数

害虫用粘着シート箇所
数

27 6

32 10

23 6

82 22

４　ねずみ等防除点検施工内容

① 状況調査・点検

月1回定期的に現場を巡回し、下記について作業報告書により報告する。

イ.　ねずみに関しては、出没場所または出没予想場所・足跡(ラットサイン)・脱糞等の状況調査

　を行い、ねずみの種類、推定棲息数、嗜好性などの確認、発生源、棲息場所等を把握する。

ロ.　害虫に関しては、ネズミの点検と合わせ脱糞・脱皮・しみ等の確認し、発生源、棲息場所等

　を把握する。

     なお、発生源には害虫用トラップ（粘着シート共）を設置すること。

② 調査用資材・薬剤

・ねずみ用点検トラップ（年3回交換）

・ねずみ用無毒餌（年3回交換）

・害虫用トラップ（年1回交換）

・害虫用粘着シート（年3回交換）

・害虫防除用薬剤（フェニトロチオン10％同等品：48ℓ）

③ 同定

防除対象を正しく決定するため、棲息状況・採取等から調査し、種名を確認する。

④ 防除計画

調査をもとに状況に応じて防除計画を立てる。

イ.　人畜にもっとも安全な方法。

ロ.　不快な結果をまねかない状況。

ハ.　その他、多種多様な方法を検討し、防除に最適な方法を選択する。

⑤ 剤型と散布法

防除の目的や使用場所に応じて、乳剤・粒剤・吊下に使い分ける。

散布量については、定められた効能または効果に従い、用法及び用量を厳守して使用する。

施工区間

計

国道側トイレ～大通駅側出入口

札幌駅側出入口～３番出入口

３番出入口南側～10番出入口



13) 建築　一覧

国 市

外部

屋根

陸屋根（階段） ウレタン防水 325 ㎡

パラペット（階段） ウレタン防水 323 ｍ

勾配屋根（排気塔） アルミハニカムパネル 3 ㎡

　 トップライト（階段） ガラス 7 箇所

トップライト（スルーホール） ガラス 6 箇所

外壁

コンクリート打ち放し（階段） 撥水材塗布 130 ㎡

コンクリート打ち放し（スルーホール） 撥水材塗布 114 ㎡

金属パネル（階段） アルミパネル及びステンレス 179 ㎡

軒天井

軒天井（階段） 金属ﾊﾟﾈﾙ 74 ㎡

外部床

ポーチ 石 115 ㎡

外部建具

扉及び枠 SSD（排気塔はSD） 16 箇所

窓及び枠(階段：窓面積) ガラス 871 ㎡

窓及び枠(スルーホール：窓面積) ガラス 270 ㎡

窓及び枠(スルーホール：可動部) 外部点検扉 10 箇所

内部

内壁・柱・はり

塗装・石等 化粧ケイカル等含 2,248 ㎡

コンクリートブロック壁等 押出成形版( 階段廻りを含む） 2,294 ㎡

便所隔て及び扉 12 ブース

天井

仕上げ材 金属パネル・ルーバー及びボード 9,269 ㎡

点検口・カーテンボックス等 304 箇所

仕上げ材 吸音材 203 ㎡

床

テラゾブロック・石 ・Pタイル等 10,506 ㎡

タイルカーペット・畳 55 ㎡

ピット 立上り防水範囲含 417 ㎡

フリーアクセス・アジャスターフロアー 162 ㎡

階段

手摺 便所前手摺含 682 ｍ

壁 2,205 ㎡

床 677 ㎡

天井 金属パネル及びボード 1,129 ㎡

建具

扉及び枠 200 箇所

窓及び枠(窓面積) 光壁を含む 720 ㎡

窓及び枠(可動部) 14 箇所

施設・機器等 仕　　　　様
数量 単

位



 13) 建築　点検項目

点　　検　　項　　目

日１回 週１回 月１回 年４回

１.陸屋根 排水状態の良否 ○

　 堆積物及びごみの有無 　 ○

　 植物の有無 ○ 　 　

　 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

２．パラペット　 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

３．勾配屋根 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

４．トップライト 傷、割れ、変形及び破損の有無 ○

　 さび及び腐食の有無 ○

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

５．外壁 仕上げ材の異常の有無 ○

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

６．軒天井 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

７．ポーチ 排水状態の良否 ○

通行の妨げになる物品の有無 ○

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

８．外部扉及び枠 建具及びその周囲からの漏水の有無 ○

異常音の有無 ○

施錠状況の良否 ○

ガラス部分がある場合は、傷、破損等の有無 ○

避難扉及びシャッターの開閉の妨げになる

障害物の有無

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

９．外部窓及び枠 建具及びその周囲からの漏水の有無 ○

異常音の有無 ○

施錠状況の良否 ○

有害な影響を与える結露の有無 ○

開閉動作状況の良否 ○

ガラス部分がある場合は、傷、破損等の有無 ○

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

10．内壁・柱・はり 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

11．内部天井 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

12．内部床 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

13．内部階段 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

14．内部建具 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

定期点検

建
　
　
　
築

備　考
日　常　点　検

○

区　　　　　　分



13）建築

1 　年1回定期的に現場を巡回し、下記の点検項目及び製造メーカーの判定基準に

準じて、作業報告書により報告する。

点検項目

2 　構成部品について、交換の必要が生じた場合は有償とし、所有者の負担とする。

  扉手動開閉装置点検

（1）点検カバーの取付状態、ビス類の欠落の点検を行う。

（2）扉上下の隙間、建付の状態を確認し点検を行う。

（3）錠前のかかり具合を確認し点検を行う。（本締電気錠を含む）

　扉手動開閉装置点検施工内容
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〇扉手動開閉装置点検施工箇所・部品一覧

点検箇所
地上部３番　外観右

地上部３番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

ナブコシステム㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－４ 1 BS:38/DT:50(ST)

押棒 ユニオン Ｔ２０３３ 2 ｽﾃﾝﾚｽﾍｱﾗｲﾝ+ﾐﾗｰ

丁番 末広金具 ＮＳ５Ｂ－ＷＴＡＰ５ 6 ステンレス

ドアクローザー ニュースター Ｐ－７００４ 2

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

フランス落シ 末広金具 ３００－３Ｋ 1 下部

フランス落シ 末広金具 ３００－６Ｋ 1 上部

フック付き戸当り 中西産業 ＤＧ－５９３－７０ 2

点検箇所
地上部４番　外観右

地上部４番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター ＡＱ２３５０－ＦＡ 2 ストップ無

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ ２Ｓ

無目下戸当り シブタニ ＤＣ－１００ 2

床付戸当り 中西 ＤＣ－５９３－７０ 2 Ｌ＝７０

点検箇所
地上部５番　外観右

地上部５番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ３２７０－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＴ 2 ストップ無

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ２Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０ ２Ｓ

無目下戸当り シブタニ ＤＣ－９１ 2

床付戸当り 中西 ＦＬ－ＢＫ－１０００ 2 Ｌ＝７０
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点検箇所
地上部６番　外観右

地上部６番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター ＡＱ２３５０－ＦＡ 2 ストップ無

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ ２Ｓ

無目下戸当り シブタニ ＤＣ－１００ 2

床付戸当り 中西 ＤＣ－５９３－７０ 2 Ｌ＝７０

点検箇所
地上部７番　外観右

地上部７番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ３２７０－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＴ 2 ストップ無

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ２Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０ ２Ｓ

無目下戸当り シブタニ ＤＣ－９１ 2

床付戸当り 中西 ＦＬ－ＢＫ－１０００ 2 Ｌ＝７０

点検箇所
地上部８番　外観右

地上部８番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ３２７０－０１－０２４－Ｌ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター ＡＱ２３５０ＦＴ－Ｉ－Ａ－２７ 2
ストップ無(切替型)
フルテック特注仕様

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

延長コード 美和 ＤＥＮコード９Ｃ２Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０ ２Ｓ

無目下戸当り シブタニ ＤＣ－９１ 2

床付戸当り 中西 ＤＣ－５９３－７０ 2 Ｌ＝７０
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点検箇所
地上部９番　外観右

地上部９番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ３２７０－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＴ 2 ストップ無

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ２Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０ ２Ｓ

無目下戸当り シブタニ ＤＣ－９１ 2

床付戸当り 中西 ＦＬ－ＢＫ－１０００ 2 Ｌ＝７０

点検箇所
地上部１０番　外観右

地上部１０番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ３２７０－０１－０２４－Ｌ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター ＡＱ２３５０ＦＴ－Ｉ－Ａ－２７ 2
ストップ無(切替型)
フルテック特注仕様

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ２Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０ ２Ｓ

無目下戸当り シブタニ ＤＣ－９１ 2

床付戸当り 中西 ＤＣ－５９３－７０ 2 Ｌ＝７０

点検箇所
地上部１３番　外観右

地上部１３番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

ナブコシステム㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－＊Ｂ/Ｓ＝３８ 1

押棒 ユニオン Ｔ３０８７ 2

丁番 照井 ＯＤ－１６６－６ 6

ドアクローザ ニュースター ＰＳ－７００４Ｌ 2 ストップ付

通電金具 美和 ＴＥＫ－９Ｃ 1

フランス落シ ナブコシステム ナブコシステムオリジナル １Ｓ
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点検箇所
地上部１４番　外観右

地上部１４番　外観左

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター ２３５０　ＩＡ－２７ 2 ストップ無

通電金具 美和 ＴＥＫ－９ＣＣ 1

点検箇所
札幌駅側地下　札Ａ－１

札幌駅側地下　札Ａ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ ２Ｓ

無目下戸当り シブタニ ＤＣ－１００ 2

床付戸当り 中西 ＤＣ－５９３－７０ 2 Ｌ＝７０

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＡ 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

配線コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8

点検箇所
札幌駅側地下　札Ｂ－１

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ３２７０－０１－０２４ １Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＴ 1 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

配線コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 1

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 4



13）建築

Ｔ３２７０－０１－０２４

Ｈ－１３００ＦＴ

点検箇所
札幌駅側地下　札Ｃ－１

札幌駅側地下　札Ｃ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３Ｍ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

配線コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8

点検箇所 札幌駅側地下　札Ｄ－１

札幌駅側地下　札Ｄ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＡ 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

配線コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8

点検箇所
大通駅側地下　大Ａ－１

大通駅側地下　大Ａ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＡ 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8



13）建築

点検箇所
大通駅側地下　大Ｂ－１

大通駅側地下　大Ｂ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＡ 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8

点検箇所
大通駅側地下　大Ｃ－１

大通駅側地下　大Ｃ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＡ 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8

点検箇所
大通駅側地下　大Ｄ－１

大通駅側地下　大Ｄ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＡ 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8



13）建築

点検箇所
大通駅側地下　大Ｅ－１

大通駅側地下　大Ｅ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＣＦ 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8

点検箇所
大通駅側地下　大Ｆ－１

大通駅側地下　大Ｆ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ ２Ｓ Ｌ＝１３００

フルテック㈱製

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＡ 2 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター Ｌ＝２７００ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

Ｌ＝２７００ 1

延長コード 美和 ＤＥＮｺｰﾄﾞ９Ｃ３Ｍ 2

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 8

点検箇所
大通駅側地下　大Ｇ－１

品名 メーカー 品番 数量 備考

フルテック㈱製

本締電気錠 美和 ＡＬ３ＭＲ－４ 1 ＭＫ有

ドアハンドル ユニオン Ｔ２０３３－０１－０２４ １Ｓ Ｌ＝１３００

フランス落シ シブタニ ＤＥ－２０Ｒ １Ｓ

床付戸当り ニュースター ＲＳ－Ｏ 4

フロアヒンジ ニュースター Ｈ－１３００ＦＡ 1 ストップ無

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ ニュースター ＴＰ－４０００Ｅ 1

通線用ﾄｯﾌﾟﾋﾟﾎﾞｯﾄ延長ｺｰﾄﾞ ニュースター



 

２-２．自家用電気工作物保安管理業務 詳細仕様書 

 

1 業務内容 

(1) 電気事業法第 39条に係る自家用電気工作物の保安管理 

(2) 自家用電気工作物等の点検、測定、試験、操作、点検報告書の提出 

ア  季節により運転・休止を行う設備は、遮断器の投入・引外し等の必要な操作及び確認を行う。 

イ  各点検後は速やかに点検報告書を作成し、業務主任に提出すること。 

(3) 自家用電気工作物の設置又は変更について、主務官庁に対して申請書または届出を必要とする場合に

おける書類、図面等の作成及び手続きの指導、代行を行う。 

(4) 保安上必要な検査業務 

(5) 事故発生等の緊急対応 

ア  緊急出動を行う。 

イ  電気事故の拡大防止のために必要な応急処置、仮復旧及び指示・指導を行う。 

ウ  緊急時には受託者自らが応急処置の作業を行うこと。なお、応急措置に資材等が必要となる場合

は、原則として委託者側が準備するものとする。 

エ  事故・故障の発生や発生の恐れの連絡を業務主任等から受けた場合は、電気主任技術者又は代務

者が現状確認し、送電停止、電気工作物の切り離し等の安全確保の措置を行う。 

オ  電気主任技術者又は代務者が、事故・故障の状況に応じて臨時点検を行う。 

カ  事故・故障の原因が判明した場合は、電気主任技術者または代務者が、同様の事故・故障を再発

させないための対策について、委託者に依頼又は助言を行う。 

キ  電気関係報告規則に基づく事故報告を行う必要がある場合、電気主任技術者または代務者が委託

者に対し事故報告するよう連絡するとともに、報告に際し委託者が求める必要な協力を行うこと。 

(6) 電気工作物に関する技術指導 

  点検の結果、改修を要する事項や取扱上注意すべきことが発見された場合は、報告書等の書類に記録

し報告するとともに、必要な処置または取扱について指導・助言を行うこと。また、電気工作物に異

常が発生する恐れがある場合についても同様とする。 

(7) 電気設備台帳の作成、整理 

  受託者は、契約後速やかに下記事項に該当する書類及び台帳を作成すること 

ア  当該施設の維持管理上必要な単線結線図等の書類を作成し、現地に保管及び常時携帯すること。 

イ  当該施設の電気工作物について、各機器の更新履歴等を記載した台帳(機器履歴台帳)を作成し、

現地に保管すること。 

(8) 非常用発電設備の保守点検区分は別紙 2による。 

 

２ 点検測定 

自家用電気工作物の点検測定は、下記の点検頻度、点検・測定試験基準を厳守し、委託者が策定する保

安規程に定める基準による。 

(1) 点検頻度、点検・測定試験基準 

  “2-1.建築設備保守点検業務 1)受変電設備 一覧、点検項目”に兼ねる。 



 

(2) 定例外点検（年次点検） 

  別紙 1、[特記] 定例外点検（年次点検）を実施すること。点検結果は、記録し提出すること。 

 (3) 点検記録等の保存期間は保安規定による。 

 

３ 電気設備点検に伴う全停電時間 

営業時間終了後の 1時 30分～5時 00分とする。 

 

４ 緊急時の体制 

電気事故発生時等、緊急時の連絡体制及び出動体制を整備し、施設に迅速に保安業務担当者等が到着で

きる体制を確立すること。また、平日の営業時間外及び休日・祝祭日においても、24 時間、緊急時の連

絡体制及び出動体制を確立すること。 

 

５ 電気主任技術者の明確化 

(1) 受託者は電気主任技術者を定め、氏名及び生年月日並びに主任技術者免状の種類及び番号を契約時に

別紙により提出すること。 

(2) 主任技術者が病気その他やむを得ない事情により不在となる場合に、その業務の代行を行う者(代務

者)をあらかじめ指名しておくものとする。 

(3) 契約期間内に電気主任技術者に変更があった場合は、速やかに委託者の承諾を得るとともに主務官庁

に対し必要な書類を提出すること。 

 

６ 連絡、報告及び調整 

(1) 連絡体制  

設置者及び受託者は、総合管理業務仕様書で定めた緊急連絡体系表に基づいて連絡するものとする。 

  (2) 連絡責任者 

  委託者は電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安のため必要事項を受託者に連絡するための連

絡責任者を選任するものとする。 

 

７ 委託契約書等に明記された者による保安管理業務の実施 

（1） 委託者は受託者が点検を行う際に、受託者が提示する身分証明書により本人であることを確認する。 

（2） 点検報告書の記録 

委託者は受託者が行う点検等の終了時に受託者から報告を受けるとともに、実施者及び点検結果等

に係る記録の保存を行う。 

 

８ 提出書類 

(1) 電気主任技術者選任に係る主務官庁に対し提出する書類  …… 契約時及び随時 

(2) 自家用電気工作物点検報告書              …… その都度 

(3) その他必要書類                      …… 必要の都度 

 

９ 本仕様書に定めのない事項に関しては委託者、受託者、協議の上決定する。 



 

別紙１ 

自家用電気工作物保安管理業務 仕様書［特記］ 

事業場概要 

事 業 場 名 所 在 地 設備容量(kVA) 稼働期間 

札幌駅前通地下歩行空間施設 中）北 4条西 3丁目 

  ～ 中）大通西 3丁目 

2000 通年 

札幌駅前通地下歩行空間ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ設備  200 冬季 12月～4月 

合  計 2 箇所 

定例外点検（年次点検） 

項  目 
市側設備 国側設備 

非常用 
発電機 単位 周期 備  考 地下施設  

RH 
単位 地下施設 単位 

OCR 特性 8 台 5 台 2 台 

1回/年 

市：2 要素×5 台、単要素×3 台 

非：2 要素×2 台        

国：2 要素×3 台、単要素×2 台 

DGR 特性 2 台 2 台   SOG,DGR 

UVR 特性 2 台 1 台 1 台  

VR 特性     1 台  

OVR 特性   -  1 台  

GR 特性 1 台 -     

VCB・VCS 連動 25 回 8 回 5 回 
PAS、各継電器、ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（PF 溶断、ﾘｱｸﾄﾙ

温度上昇、ｺﾝﾃﾞﾝｻｶﾞｽ異常） 

VCB（定期点検） 3 台 2 台 4 台 外観、操作機構、注油、清掃、絶縁測定等 

VCB（精密点検） -  -    
開閉極時間測定、三相不揃時間測定、 

真空度測定、主回路接触抵抗測定 

VCS（定期点検） 9 台 3 台   外観、操作機構、注油、清掃、絶縁測定等 

VCS（精密点検）       
開閉極時間測定、三相不揃時間測定、 

真空度測定、主回路接触抵抗測定 

ELR 特性 92 台 35 台    

＊ VCB、VCS の６年毎の精密点検については全台数を２ヶ年に分けて行う。 

令和 9年度予定 

・市側 VCB 3 台  常用受電用、高圧連絡用、融雪受電用 

・市側 VCS 4 台  高圧コンデンサー用 (1～4) 

・国側 VCB 2 台  予備受電用、高圧連絡用 

・非発 VCB 1 台    発電機受電盤 

令和 10年度実施 

・市側 VCS 5 台(固定式)  電灯変圧器(1)(2)、ｲﾍﾞﾝﾄ電灯変圧器、動力変圧器(1)(2) 

・国側 VCS 3 台(固定式)  電灯変圧器、ｲﾍﾞﾝﾄ電灯変圧器、動力変圧器 

・非発 VCB 3 台          北一条発電機室 



 

別紙２ 

 

非常用発電設備の保守区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機器名称 札幌市 開発局  機器名称 札幌市 開発局 

⑯ 給気ﾌｧﾝ(φ700) ●  ㉖ 消火設備制御盤  ● 

② 発電機 ●  ㉗ 排気ﾌｧﾝ  ● 

⑥ 発電機盤 ●  ㉘ 排気ﾌｧﾝ用風量調整ﾀﾞﾝﾊﾟｰ  ● 

⑦ 送り遮断器 ●  ㉙ 排気ﾌｧﾝ用ﾓｰﾀｰﾀﾞﾝﾊﾟｰ  ● 

⑧ 補機変圧器盤 ●  ㉚ 給気ﾌｧﾝ  ● 

⑲ 発電機分電盤 ●  ㉛ 給気ﾌｧﾝ用風量調整ﾀﾞﾝﾊﾟｰ  ● 

㉑ 中央監視 RS盤 ●  ㉜ 給気ﾌｧﾝ用ﾓｰﾀｰﾀﾞﾝﾊﾟｰ  ● 

⑩ 排気消音機 ●  ㉝ 排気ﾌｧﾝ  ● 

㉕ 接地端子盤 ●  ㉞ 排気ﾌｧﾝ用風量調整ﾀﾞﾝﾊﾟｰ  ● 

⑪ 燃料小出槽  ● ○35  排気ﾌｧﾝ用ﾓｰﾀｰﾀﾞﾝﾊﾟｰ  ● 

⑫ 主燃料槽  ● ○36  給気ﾌｧﾝ  ● 

⑬ 燃料移送ポンプ  ● ○37  給気ﾌｧﾝ用風量調整ﾀﾞﾝﾊﾟｰ  ● 

⑭ 燃料返油ポンプ  ● ○38  給気ﾌｧﾝ用ﾓｰﾀｰﾀﾞﾝﾊﾟｰ  ● 

⑮ 直流電源装置  ● ○39  特殊消火設備  ● 

㉓ 排気 MD・FD  ● ○40  自動火災報知設備  ● 

㉔ 給気 MD・FD  ●     

※欠番は北 1条地下駐車場用発電設備 



 2-2. 自家用電気工作物  一覧

国 市 単位

引込施設

ハンドホール 1 1 基

ケーブル 北電

電線路 1 式

電線路 1 式

高圧受電・連絡母線・変電設備・非常発電設備

常用引込盤 PAS 1 面

常用引込盤 VCT　北電 1 面

常用受電盤 DS・VT・VCB.CT.OCR・UVM・MM・APFC-M 1 面

高圧連絡盤 VCB・ZPD・CT・OCR・A・DGR 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（1） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（2） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（3） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（4） VCS・SR・SC 1 面

予備電源引込盤 PAS 1 面

予備電源引込盤 VCT（北海道電力） 1 面

予備電源受電盤 DS・VT・VCB.CT.OCR・UVM・MM 1 面

高圧連絡盤 VCB・ZPD・CT・OCR・A・DGR 1 面

融雪引込盤 LDS 1 面

融雪受電盤 DS・ZCT・GR・VT・VCB.CT.OCR・UVH・MM　 1 面

電灯変圧器盤 VCS・CT・OCR・A　T-7ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W300kVA 1 面

電灯変圧器盤（1） VCS・CT・OCR・A　T-1ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W300kVA 1 面

電灯変圧器盤（2） VCS・CT・OCR・A　T-2ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W300kVA 1 面

ｲﾍﾞﾝﾄ電灯変圧器盤 VCS・CT・OCR・A　T-9ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W100kVA 1 面

ｲﾍﾞﾝﾄ電灯変圧器盤 VCS・CT・OCR・A　T-3ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W200kVA 1 面

動力変圧器盤 VCS・CT・OCR・A　T-8ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W200kVA 1 面

動力変圧器盤（1） VCS・CT・OCR・A　T-5ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W300kVA 1 面

動力変圧器盤（2） VCS・CT・OCR・A　T-4ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W300kVA 1 面

融雪変圧器盤 LBS　T-Hﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W200kVA 1 面

連絡母線 連絡高圧ケーブル 6kVFPT 100㎜2 560 m

非常用発電機 750kVAディーゼル発電機(12気筒） 1 台

発電機盤 VCB,OCR,OVGR,OVR,ZPD,VT,CT,MM,AVR,TG,EX 1 面

送り遮断器盤 VCB,CT,V,A,MC,灯動共用ﾓｰﾙﾄﾞ30kVA 1 面

補機変圧器盤 VCB,CT,OCR,UVR,AQR,VT,MM 1 面

排気消音器 1 台

給気ﾌｧﾝ 有圧換気扇700φ型 3 台

発電機受電盤 VCB,CT,OCR,UVR,AQR,VT,MM 1 面

接地端子盤 A種・B種・D種 1 面

電灯配電盤 15回路＋予備3回路＋非常3回路 1 面

電灯配電盤（1） 15回路＋予備3回路 1 面

電灯配電盤（2） 13回路＋予備3回路＋非常3回路 1 面

ｲﾍﾞﾝﾄ電灯配電盤 10回路＋予備2回路 1 面

ｲﾍﾞﾝﾄ電灯配電盤 20回路＋予備3回路 1 面

動力配電盤 6回路＋予備2回路＋非常１回路 1 面

動力配電盤(1)-1 予備1回路＋非常5回路 1 面

動力配電盤(1)-2 19回路＋予備3回路 1 面

動力配電盤（2） 12回路＋予備3回路 1 面

融雪配電盤 6回路＋予備2回路 1 面

保安装置

接地端子盤 端子盤（屋内壁掛形）　A・B・C・D種　試験用端子 1 面

接地端子盤 端子盤（屋内壁掛形）　A・B・C・D種　試験用端子 1 面

静止形電源設備

直流電源装置 SNS-300Ah.2V電池.55個　1組　（55ｾﾙ） 1 面

直流電源装置 SNS-300Ah.2V電池.55個　2組　（55ｾﾙ） 1 面

交流無停電電源装置 20kVA（180ｾﾙ）409.5V 1 面

低
圧
盤

接地設備

高
圧
盤

数量
施設・機器等 仕　　　　様

地
中
電
線
路

非
常
用
発
電
設
備



 2-2. 自家用電気工作物  一覧

国 市 単位

低圧配電盤・分電盤

P-S-102 3回路 1 面

P-101-1 9回路 1 面

P-101-2 5回路 1 面

P-101-3 3回路 4 面体

P-001-1 13回路 1 面

P-001-2 3回路 4 面体

P-1 4回路 1 面

P-S101 2回路 1 面

P-S201 2回路 1 面

P-S202 2回路 1 面

P-201-2 3回路 1 面

P-201-3 3回路 1 面

P-201-4 19回路 5 面体

P-202 11回路 5 面体

P-301-1 3回路 1 面

P-301-2 3回路 1 面

P-301-3 27回路 13 面体

P-301-4 6回路 12 面体

L-1～6,L-8,L-8A,L-9～20 20 面

L-301-1 1 面

L-301-1-2 1 面

L-301-2 1 面

L-301-3 1 面

L-201-1 1 面

L-201-2 1 面

L-202-2 1 面

L-21～30 10 面

L-001 1 面

L-101-1 1 面

L-101-2 1 面

LT-1～6,LT-8～20 19 面

LT-22～30 10 面

EL-1～5 5 面

EL-6～8 3 面

EL-301 1 面

EL-201 1 面

EL-202 1 面

非常照明
分電盤

動
力
盤

電
灯
分
電
盤

イベント
分電盤

施設・機器等 仕　　　　様
数量



２-３．中央監視制御設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

定期点検は、年２回とし、既設納入メーカーの点検項目及び判定基準に準じて実施する

こと。 

点検実施に当たっては、自動制御設備の点検業務と連携をもって当たること。 

(2) 故障時点検 

中央監視装置が故障した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査を行い復旧

すること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不

注意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

 

４ 設備概要（三菱電機㈱製） 

概要および点検項目は別紙による。 

 

５ 定期交換部品 

定期交換部品は下記の周期で交換するものとする｡ 

(1) Web 監視サーバー:無停電電源装置ﾊﾞｯﾃﾘｰ 3 年毎(R8 年度予定) 

(2) 各 RS 盤:無停電電源装置ﾊﾞｯﾃﾘｰ 3 年毎(R10 年度更新予定) 

(3) 各 RS 盤:ｼｰｹﾝｻ停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ 3 年毎(R10 年度更新予定) 

(4) RS-201-1 盤:BACnet ﾕﾆｯﾄ停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ（2 個） 3 年毎(R8 年度予定) 

(5) 各 RS 盤:ｼｰｹﾝｻ電源ﾕﾆｯﾄ(16 個) 5 年毎(R10 年度更新予定) 

(6) 各 RS 盤:ｸﾞﾗﾌｨｯｸｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾀｰﾐﾅﾙ停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ 5 年毎(R8 年度予定) 

(7) 総合監視制御盤：無停電電源装置ﾊﾞｯﾃﾘｰ 3 年毎(R8 年度予定) 

(8) Web 監視 PC1:ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ(2 枚)､CPU ﾌｧﾝ(1 個)､ｹｰｽﾌｧﾝ(1 個)､ATX 電源(1 個) 

3 年毎(R8 年度予定) 

(9) Web 監視 PC2:ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ(2 枚)､CPU ﾌｧﾝ(1 個)､ｹｰｽﾌｧﾝ(1 個)､ATX 電源(1 個) 

3 年毎(R8 年度予定) 

(10) FMS(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ) PC:ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ､CPU ﾌｧﾝ､ｹｰｽﾌｧﾝ､ATX 電源 3 年毎(R8 年度予定) 

 (11) 監視画面(大型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ)PC:ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 3 年毎(R8 年度:4 台) 



 2-3. 中央監視制御設備　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

総合監視設備   

モニタ装置

LCD 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｨ 天吊50型液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｨ 3 台

総合監視制御装置

総合監視制御盤 自立型　W600×H2000×D600 EIAﾗｯｸ型 1 面

信号延長装置 2 台

表示用PC CPU4.5GHz　　ﾒﾓﾘ8GB  SSD256GB 4 台

PC切替器 1 台

接点用端子盤ﾕﾆｯﾄ 1 台

映像ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾕﾆｯﾄ 1 台

システム制御部 1 台

システム操作部

操作部 ｼｽﾃﾑ操作器 卓上型　4/1画面切替　4系統×2 1 台

中央監視設備

中央監視制御盤

RS-201-1 監視制御盤 自立型　W1200×H2000×D600 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

FEP　ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻ 32ﾋﾞｯﾄ 2 台

FMS　Webｻｰﾊﾞｰ 64ﾋﾞｯﾄ 1 台

FCP　ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ 32ﾋﾞｯﾄ 1 台

冗長化電源 電源ﾓｼﾞｭｰﾙ125W 1 台

ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞ 10/100/1000×24p  冗長化電源対応 1 台

UPS FMS用　1kVA 1 台

リモートステーション

監視制御盤 自立型　W800×H2000×D150 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

監視制御盤 自立型　W800×H2400×D400 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

監視制御盤 自立型　W800×H2400×D400 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

監視制御盤 自立型　W800×H2650×D400 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

監視制御盤 自立型　W800×H2400×D450 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

UPS 700VA 1 個

監視制御盤 自立型　W600×H2100×D440 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

監視制御盤 自立型　W600×H2100×D440 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

監視制御盤 自立型　W600×H2100×D440 MELSEC-Q　PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

UPS 700VA 1 台

監視制御盤 自立型  W800×H1650×D400 MELSEC-Q  PLC 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 8.4in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ  TFTｶﾗｰ 1 個

UPS 700VA 1 台

施設・機器等

RS-201-2

RS-201-3

RS-202

RS-301-1

総
合
監
視
制
御
盤

RS-101

RS-001-1

RS-G(G)

仕　　　　様
数量

監
視
制
御
盤

RS-301-2

RS-001-2



 2-3. 中央監視制御設備　一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

システム端子盤

ST-1 端子盤 天井架台付　W600×H600×D150 30P 1 面

ST-2 端子盤 天井架台付　W1000×H600×D150 100P 1 面

ST-3 端子盤 天井架台付　W1000×H600×D150 100P 1 面

ST-4 端子盤 天井架台付　W800×H600×D150 80P 1 面

ST-5 端子盤 天井架台付　W700×H600×D150 60P 1 面

ST-6 端子盤 天井架台付　W800×H600×D150 80P 1 面

ST-7 端子盤 天井架台付　W600×H600×D150 50P 1 面

ST-8 端子盤 天井架台付　W1300×H600×D150 180P 1 面

ST-9 端子盤 自立型　W400×H1500×D150 100P 1 面

中央監視装置卓

Web監視卓 W1800×H700×D800 1 台

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ卓 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ用W1800×H700×D801 1 台

PC・プリンター・UPS装置

Web監視PC CPU4.6GHz  ﾒﾓﾘ8GB  HDD250GB×2 2 台

故障対応PC ﾉｰﾄ型　CPU2GHz　ﾒﾓﾘ2GB  HDD320GB 1 台

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ ﾛｷﾞﾝｸﾞﾌﾟﾘﾝﾀｰ ｶﾗｰﾚｰｻﾞｰ　　A4対応 1 台

その他

ﾌﾗｯｼｭﾗｲﾄ 301便所　LED式　赤色　DC12～24V 6 6 個

ﾌﾞｻﾞｰ付ﾌﾗｯｼﾕﾗｲﾄ 301通路　LED式　赤色　DC10.5～28V　ﾌﾞｻﾞｰ付 4 4 個

温度ｾﾝｻｰ PT100Ω　-40～60℃ 1 個

PC

卓

施設・機器等
数量

仕　　　　様



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

全体 動作状況確認 ○ ○

画像表示状態確認 ○ ○

システム動作試験 ○ ○

状態監視機能確認（ｻﾝﾌﾟﾙﾁェｯｸ） ○ ○

計測監視機能確認（ｻﾝﾌﾟﾙﾁェｯｸ） ○ ○

警報監視機能確認（ｻﾝﾌﾟﾙﾁェｯｸ） ○ ○

遠方制御機能確認（ｻﾝﾌﾟﾙﾁェｯｸ） ○ ○

汚れ及び環境確認 ○ ○

清掃 ○ ○

Web監視ＰＣ 外観確認 ○ ○

電源電圧確認 ○ ○

再起動動作・状態確認 ○ ○

キーボード動作確認 ○ ○ ○

マウス動作確認 ○ ○ ○

動作確認 ○ ○ ○

外観確認 ○

バッテリー電源確認 ○

動作確認 ○ ○

外観確認 ○

印刷状態確認 ○ ○

動作確認 ○ ○

各ＲＳ盤 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

時計機能確認 ○

キーボード動作確認 ○

マウス動作確認 ○

データ保存 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(1) FMS Webｻｰﾊﾞｰ

中
央
監
視
制
御
設
備

(3) ﾛｷﾞﾝｸﾞﾌﾟﾘﾝﾀ

備　考　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

2-3.中央監視制御設備　点検項目

(1) システム全体

(1) Web監視PC

(2) 故障対応ﾉｰﾄPC



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

(2) ｼｰｹﾝｻ 外観確認 ○

　　BACnetﾕﾆｯﾄ 電源電圧確認 ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧確認 ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換

電源ユニット電圧確認 ○

電源ユニット交換

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

外観確認 ○

　　ﾀｰﾐﾅﾙ ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ動作確認 ○ ○

電源電圧確認 ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧確認 ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

外観確認 ○

FMS用 電圧確認（１次側、２次側） ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

バッテリー確認 ○ ○

バッテリー交換

外観確認 ○

　　ｽｲｯﾁﾝｸﾞHUB、 電源電圧確認 ○

　　端子台、ﾌｧﾝ 各ランプ点灯状態確認(LED) ○

冗長化電源動作確認 ○

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○

総合監視装置 外観確認 ○

(1) 信号延長装置 電源電圧確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(2) 表示用PC 外観確認 ○

PC切替器 電源電圧確認 ○

CPU切替動作確認 ○

再起動動作・状態確認 ○

動作確認 ○

中
央
監
視
制
御
設
備

(7) その他DC24V電源

3年毎/
次回R8年度予定

3年毎/
次回R8年度予定

　　点　　検　　項　　目　　区　　　　　　分
　日　常　点　検

備　考

2-3.中央監視制御設備　点検項目

5年毎/
次回R8年度予定

(3) ｸﾞﾗﾌｨｯｸｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

(4) 無停電電源装置

5年毎/
次回R8年度予定

定期点検



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

(3) 映像ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 外観確認 ○

　　ﾕﾆｯﾄ 電源電圧確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(4) ｼｽﾃﾑ制御部 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

制御信号通信確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(5) 接点用端子盤ﾕﾆｯﾄ外観確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

外観確認 ○

電圧確認（１次側、２次側） ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

バッテリー確認 ○ ○

バッテリー交換

その他 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

操作ｽｲｯﾁ点検・動作確認 ○

制御信号通信確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(2) 大型映像装置 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

画面表示機能試験・調整 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

外観確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(4) ﾌﾗｯｼｭﾗｲﾄ 外観確認 ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

ﾌﾞｻﾞｰ鳴動状態確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(5) 温度ｾﾝｻｰ 外観確認 ○

計測温度確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(6) 共通項目 ○

○

○

○

ﾓﾆﾀｰ等の動作確認 ○

中
央
監
視
制
御
設
備

ﾓﾆﾀｰ等の異常温度上昇の有無

ﾓﾆﾀｰ等の異常、異臭、異常音の有無

(1) システム操作器

2-3.中央監視制御設備　点検項目

3年毎/
次回R8年度予定

(6) 無停電電源装置

備　考　　点　　検　　項　　目

機器の異常音、異臭、異常振動等

定期点検

(3) システム端子盤

監視装置の腐食、浸水等の有無

　　区　　　　　　分
　日　常　点　検



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

その他定期交換部品Web監視PC用部品（１台）

調整、動作確認等含む

Web監視PC用部品（１台）

調整、動作確認等含む

FMS Webｻｰﾊﾞｰ用部品（１台）

調整、動作確認等含む

表示PC用部品（４台）

    大型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

各RS盤部品（3面分）

各RS盤部品（9面分）

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換

総合監視制御部品

＊　その他メーカーによる点検項目による

無停電電源装置ﾊﾞｯﾃﾘｰ

ｼｰｹﾝｻｰ電源ﾕﾆｯﾄ（16個）

無停電電源装置ﾊﾞｯﾃﾘｰ

調整、動作確認等含む

(8) 各RS盤

(7) 各RS盤

調整、動作確認等含む

調整、動作確認等含む

(9) 総合監視制御装置

中
央
監
視
制
御
設
備

ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ（2個）

CPUﾌｧﾝ、ｹｰｽﾌｧﾝ、ATX電源（各1個）

(1) Web監視PC1

2-3.中央監視制御設備　点検項目

(3) FMS Webｻｰﾊﾞｰ

調整、動作確認等含む

ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目

(6) 表示用PC

(2) Web監視PC2

ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ（2個）

定期点検

ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ(2個)、CPUﾌｧﾝ（1台）

ｹｰｽﾌｧﾝ、ATX電源（1台）

CPUﾌｧﾝ、ｹｰｽﾌｧﾝ、ATX電源（各1個）

備　考
　日　常　点　検

3年毎/
次回R8年度予定

3年毎/
次回R8年度予定

3年毎/
次回R8年度予定

3年毎/
次回R8年度予定

3年毎/次回
R10年度更新予
定

3年毎/
R10年度更新予定

5年毎/次回
R10年度更新予
定

3年毎/
次回R8年度予定



 

２-４．自動制御設備保守点検業務 詳細仕様書 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

定期点検は、年１回とし、制御機器の既設納入メーカーの点検項目及び判定基準に準じて

実施すること。点検実施に当たっては、中央監視装置の点検業務と連携をもって当たること。 

(2) 故障時点検 

故障の場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査を行い復旧すること。 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注

意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、広場及び通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

 

４ 点検系統 

(1) 空調機制御              市側：７sets  国側：２sets 

(2)  フィルターユニット警報        市側：７sets  国側：２sets 

(3)  換気制御               市側：７sets  国側：３sets 

(4)  消防隊活動拠点換気制御        市側：４sets  国側：１set 

(5)  モニター設置スペース換気制御     市側：１set 

(6)  上部排気塔換気制御          市側：１set 

(7)  熱源廻り制御             市側：１set 

(8)  熱量計量               市側：１set 

(9)  熱源設備（高温水廻り制御）      市側：１set 

(10) 熱源設備（冷水制御）         市側：１set 

(11) 中央管理点（室内温度：８点、室内湿度：８点） 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 設備概要（アズビル(株)製） 

(1) 市側 

空調機制御（1） 5sets（AHU-1-1,1-2,1-3,2-1,2-2） 

名称 型式 台数 

挿入形温度センサ TY7803Z 10 

ベースモジュール WY5111W 5 

オペレータパネル QY5100W 5 

伝送電源装置 QY6202B 5 

電動２方弁 VY5110J 5 

微差圧スイッチ PYY-604 5 

微差圧発信器 PY8000D 5 

室内型温湿度センサ HTY7045T 5 

CO2 濃度調節器 CY7101A 5 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 5 

補助スイッチ QY6051B 5 

 
空調機制御（2） １set（AHU-3-1）  

名称 型式 台数 

挿入形温度センサ TY7803Z 2 

ベースモジュール WY5111W 1 

オペレータパネル QY5100W 1 

伝送電源装置 QY6202B 1 

電動２方弁 VY5110J 1 

微差圧スイッチ PYY-604 1 

微差圧発信器 PY8000D 1 

挿入型温湿度センサ HTY7803T 1 

室内型温湿度センサ HTY7045T 1 

CO2 濃度調節器 CY7101T 1 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 1 

補助スイッチ QY6051B 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

空調機制御（3） １set（AHU-3-2）  

名称 型式 台数 

挿入形温度センサー TY7803Z 2 

ベースモジュール WY5111W 1 

オペレータパネル QY5100W 1 

伝送電源装置 QY6202B 1 

電動２方弁 VY5110J 1 

微差圧スイッチ PYY-604 1 

微差圧発信器 PY8000D 1 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 1 

補助スイッチ QY6051B 1 

 
フィルターユニット警報 ７sets  

名称 型式 台数 

微差圧スイッチ PYY-604 7 

 
換気制御（1） ４sets   

名称 型式 台数 

温度調節器 TY6000Z 4 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 4 

補助スイッチ QY6051A 4 

 
換気制御（2） ３sets   

名称 型式 台数 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 3 

補助スイッチ QY6051B 3 

 
消防隊活動拠点換気制御（1） ３sets  

名称 型式 台数 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 9 

補助スイッチ QY6051A 6 

 
消防隊活動拠点換気制御（2） １set  

名称 型式 台数 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 2 

補助スイッチ QY6051A 2 

 
 



 

モニター設置スペース換気制御 １set  

名称 型式 台数 

温度調節器 TY6300Z 1 

 
上部排気塔換気制御  １set  

名称 型式 台数 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 2 

補助スイッチ QY6051A 2 

 
熱源廻り制御 １set   

名称 型式 台数 

挿入型温度センサー TY7830B 4 

電動 2方弁 VY5110J 1 

電動 2方弁 VY5113J 1 

差圧発信機 JTD930A 2 

電磁流量計 MGG10C/11D 2 

台数制御ユニット WY5130P 2 

オペレータインターフェイス QY2030D 2 

 
熱量計量 １set   

名称 型式 台数 

挿入型温度センサー TY7830B 2 

電磁流量計 MGG10C/11D 1 

積算熱量計演算部 WTY8000A 1 

 

熱源設備（高温水）廻り制御 
 

名称 型式 台数 

温度調節器 TY6800Z 1 

圧力調節器 L404F 1 

挿入型温度センサー TY7830B 1 

デジタル指示調節計 R36 1 

高ﾄﾙｸ形ｱｸﾁｭｴｰﾀ 2 方弁 EA2 2 

電磁弁 PS-22 2 

 
 
 
 
 
 



 

熱源設備（冷水）廻り制御   

名称 型式 台数 

挿入型温度センサー TY7830B 1 

デジタル指示調節計 R36 2 

電動 2方弁 ELMY 1 

 
 
(2) 国側 

空調機制御（1） １set（AHU-4-1）  

名称 型式 台数 

挿入形温度センサ TY7803Z 2 

ベースモジュール WY5111W 1 

オペレータパネル QY5100W 1 

電動２方弁 VY6202B 1 

微差圧スイッチ VY5110J 1 

微差圧発信器 PYY-604 1 

挿入形温湿度センサ PY8000D 1 

室内形温湿度センサ HTY7045T 1 

CO2 濃度調節器 CY7101A 1 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 1 

補助スイッチ QY6051B 1 

 

空調機制御（2） １set（AHU-5-1）   

名称 型式 台数 

挿入形温度センサ TY7803Z 2 

ベースモジュール WY5111W 1 

オペレータパネル QY5100W 1 

電動２方弁 VY6202B 1 

微差圧スイッチ VY5110J 1 

微差圧発信器 PYY-604 1 

室内形温湿度センサ PY8000D 1 

CO2 濃度調節器 HTY7803T 1 

直結形ダンパ操作器 HTY7045T 3 

補助スイッチ CY7101A 3 

 

フィルターユニット警報 ２sets  

名称 型式 台数 

微差圧スイッチ PYY-604 2 

 



 

換気制御 ３sets   

名称 型式 台数 

温度調節器 TY6000Z 3 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 3 

補助スイッチ QY6051A 3 

 

消防隊活動拠点換気制御 １set  

名称 型式 台数 

直結形ダンパ操作器 MY6050A 2 

補助スイッチ QY6051A 2 

 



 

(1) ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ 配線端子のゆるみ点検及び増締

④ 内部機械的可動部分の動作確認

⑤ ディファレンシャルの点検

⑥ 実測に対する点検校正

⑦ 調節器と操作部等関連部のループ作動点検・調整

⑧ 規定値の設定

⑨ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(2) 操作器 ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ モータの回転作動・回転角度の点検

④ ポテンショメータ接触点の清掃及び点検  

⑤ 調節器と操作器とのループ作動点検・調整

⑥ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(3) 調節弁 ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ グランド部漏れ点検

④ バルブストローク作動点検及び閉止位置での漏れ点検・調整

⑤

⑥ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(1) 検出器 ① 外観目視点検及び取付状態の確認

発信器 ② 配線端子のゆるみ点検及び増締

③ 実測又は標準試験器による誤差点検及び点検校正

④

⑤ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(2) 調節計 ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ 配線端子のゆるみ点検及び増締

④

⑤ 実測に対する点検校正

⑥
⑦ 規定値の設定
⑧ 最適値の設定
⑨ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(3) 変換器 ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ 配線端子のゆるみ点検及び増締
④ 電源電圧の点検
⑤ 標準試験器によるゼロ・スパン調整
⑥ 各設定に対する出力信号の点検・調整
⑦
⑧ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

2-4.自動制御設備　点検項目

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

電
気
式
制
御
機
器

電
子
式
制
御
機
器

点  検  項  目

温度調節器

調節器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

各設定の確認･調整（比例帯・積分値・微分値・不感帯・動作隙間）

機 器 名 称



 

(4) 操作器 ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ モータの回転作動・回転角度の点検
④ ポテンショメータ接触点の清掃及び点検
⑤
⑥ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(5) 調節弁 ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ グランド部漏れ点検
④ バルブストローク作動点検及び閉止位置での漏れ点検・調整
⑤
⑥ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(1) ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② 配線端子のゆるみ点検及び増締
③ 実測又は標準試験器による誤差点検及び点検校正
④ 伝送電圧の点検
⑤ コントローラとの伝送状態の点検確認
⑥
⑦ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(2) ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ 配線端子のゆるみ点検及び増締
④ 電源電圧・各制御電圧の点検及びバックアップ電池の点検
⑤ 各ファイルのデリート状態・システムエラー状態の確認
⑥ 軽故障・アラーム状態・システムエラー値の点検・確認
⑦ 制御パラメーター及び制御プログラムの作動確認
⑧ 上位伝送状態の点検確認
⑨ 各センサー・変換器との伝送状態と点検・確認
⑩ アナログデータに対する誤差試験
⑪
⑫
⑬ 規定値の設定
⑭ 最適値の設定
⑮ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(3) ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ 配線端子のゆるみ点検及び増締
④ 電源電圧の点検
⑤ 標準試験器によるゼロ・スパン調整
⑥ 各設定に対する出力信号の点検・調整
⑦ 伝送電圧の点検
⑧ コントローラとの伝送状態の点検確認
⑨
⑩ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

2-4.自動制御設備　点検項目

発信器・コントローラ・変換器・操作部等関連部とのループ作動点検調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

点  検  項  目

電
子
式
制
御
機
器

デ
ジ
タ
ル
式
制
御
機
器

各入出力信号（発停・警報・アナログ）に対する調節計の作動点検
発信器・コントローラ・変換器・操作部等関連部とのループ作動点検調整

コントローラ

変換器

温度検出器
湿度検出器

機 器 名 称



 

(4) ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ モータの回転作動・回転角度の点検

④ ポテンショメータ接触点の清掃及び点検

⑤ 伝送電圧の点検

⑥

⑦ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(1) ① データファイルのバックアップ作成
② 自動シャットダウン機能の確認
③ 電源電圧、リップルの測定・点検
④ 各部の清掃
⑤ 自己診断プログラムによるハードウェア診断
⑥
⑦ 冷却ファンの動作確認
⑧ キーボード、マウスの動作確認
⑨ ＬＣＤの表示機能、状態確認
⑩ インターホンの機能確認
⑪ プリンタのテスト印字による印字品質確認及び機能確認
⑫ ケーブル、コネクタ類の装着状態確認
⑬ 各端子の締付確認
⑭ その他各操作機能点検

(2) ① アナログポイントの実測との比較、校正

2-4.自動制御設備　点検項目

発信器・コントローラ・変換器・操作部等関連部とのループ作動点検調整

デ
ジ
タ
ル
式
制
御
機
器

中
央
監
視
装
置

ハードディスクドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブの機能確認

点  検  項  目

計測関係

操作器

ハードウェア

機 器 名 称



 

２-５．通信・情報設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 
(1) 定期点検 

定期点検は、既設納入メーカーの点検項目及び判定基準に準じて実施すること。 

ただし監視カメラ設備については実施しない。 

(2) 故障時点検 

各設備の不具合及び故障が発生した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査を

行い復旧すること。 
 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注

意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。 

  

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

 

４ 設備概要 

各設備の概要および点検項目は別紙による。 

(1) 一般放送設備      （日本ビクター㈱製） 

(2) テレビ共同受信設備   （ＤＸアンテナ㈱製） 

(3) 監視カメラ設備     （日本ビクター㈱製） 

(4) 構内交換設備      （令和６年度内 更新予定） 

 

 



国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

放送・非常放送設備

放送・非常放送設備

放送架 1 面

非常放送操作ﾕﾆｯﾄ 20回線及び一斉 非常用 1 台

増設操作ﾕﾆｯﾄ 20局用　回線追加ﾕﾆｯﾄ×4内蔵 1 台

ﾓﾆﾀﾕﾆｯﾄ 5回路用 1 台

ﾃﾞｼﾞﾀﾙICﾚｺｰﾀﾞｰ 1 台

非常確認放送ﾕﾆｯﾄ 自照式ﾉﾝﾛｯｸ型～5　　復旧ｽｲｯﾁ～1 非常用 1 台

勧告放送用起動ｽｲｯﾁ ﾉﾝﾛｯｸ型～8 非常用 1 台

ﾐｷｻｰﾕﾆｯﾄ 1 台

CD演奏機 業務用5連奏 1 台

非常電源ﾕﾆｯﾄ ﾆｯｶﾄﾞDC24V6000mAh/0.2CmA×2 非常用 1 台

電源制御ﾕﾆｯﾄ 30A ｽｲｯﾁ連動～9　　非連動～3 非常用 1 台

拡張制御 1 台

入出力制御ﾕﾆｯﾄ 入力ﾏﾄﾘｯｸｽﾕﾆｯﾄ×1　内蔵 1 台

増設用出力ﾕﾆｯﾄ 2 台

ﾗｼﾞｵﾁｭｰﾅｰ AM/FM 1 台

増幅器 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式320W 非常用 1 台

増幅器 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式320W 1 台

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 1 台

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅ 806～810MHz 2 基

ﾜｲﾔﾚｽ受信機 1 台

ｺﾝﾊﾟｸﾄﾐｷｻｰ 1 台

MD‐CDｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾃﾞｯｷ 1 台

ﾀﾞﾌﾞﾙｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ 1 台

アンプ 2CH  120W+120W 1 台

入出力ｺﾈｸﾀﾕﾆｯﾄ 特型 1 台

電源制御ﾕﾆｯﾄ 1 台

スピーカー 天井埋込型　3W　ATT付 非常用 5 9 8 台

スピーカー 天井埋込型　3W　ATT無し 非常用 4 31 34 台

スピーカー 天井埋込型　3W　ATT無し 1 14 22 台

スピーカー 壁掛型　3W　ATT無し 非常用 9 32 台

スピーカー 壁掛型　3W　ATT付 非常用 3 6 台

スピーカー 露出丸型　1W ATT付 17 42 台

スピーカー 露出丸型　1W ATT無し 20 35 台

スピーカー 露出丸型　1W ATT無し 非常用 17 51 台

端子盤 T1～T14 14 面

端子盤 T15～T20 5 面

テレビ共同受信設備

機器収納盤

TV-1 機器収納盤 天吊架台付　W400×H600×D150 1 面

双方向増幅器 770MHz/BS/CS帯増幅器　JCOM認定品40dB 1 台

分配器 2分配　10～21500MHz　入力-出力1端子間通電形 1 個

分岐器 1分岐　10～21500MHz　-11dB　入力-出力1端子間通電形 2 個

ダミー抵抗 C15形　電流ｶｯﾄﾀﾞﾐｰ抵抗 3 個

※ 　　は非常放送設備

2-5. 通信・情報設備　一覧

数量
仕　　　　様

ス
ピ
ー

カ
ー

施設・機器等

放
送
・
非
常
放
送
装
置

端子盤



国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

テレビ共同受信設備

TV-2 機器収納盤 天吊架台付　W400×H500×D150 1 面

双方向増幅器 770MHz/BS/CS帯増幅器　JCOM認定品40dB 1 台

分岐器 1分岐　10～21500MHz　-11dB　入力-出力1端子間通電形 2 個

ダミー抵抗 C15形　電流ｶｯﾄﾀﾞﾐｰ抵抗 2 個

TV-3 機器収納盤 天吊架台付　W450×H500×D150 1 面

双方向増幅器 770MHz/BS/CS帯増幅器　JCOM認定品40dB 1 台

分岐器 1分岐　10～21500MHz　-11dB　入力-出力1端子間通電形 2 個

ダミー抵抗 C15形　電流ｶｯﾄﾀﾞﾐｰ抵抗 2 個

TV-4 機器収納盤 天吊架台付　W400×H600×D150 1 面

双方向増幅器 770MHz/BS/CS帯増幅器　JCOM認定品40dB 1 台

分配器 4分配　10～21500MHz　入力-出力1端子間通電形 1 個

分岐器 1分岐　10～21500MHz　-11dB　入力-出力1端子間通電形 2 個

ダミー抵抗 C15形　電流ｶｯﾄﾀﾞﾐｰ抵抗 4 個

直列ユニット

直列ﾕﾆｯﾄ 2端子型　ﾌｨﾙﾀ内蔵ｽｲｯﾁ付壁面ﾃﾚﾋﾞ端子 1 個

その他

FM受信ｱﾝﾃﾅ 1 台

監視カメラ設備

収納架

ITV架-1 1 面

タイムサーバ 1 台

カラー液晶モニタ 17ｲﾝﾁ 1 台

キーボード／マウス 1 組

KVM切替器 1 台
I/Oｺﾝﾄﾛｰﾙ ﾓｼﾞｭｰﾙﾕﾆｯﾄ 1 台

ｱﾗｰﾑ制御端子台ﾕﾆｯﾄ 2 台

主電源ﾕﾆｯﾄ 1 台

ITV架-2 1 面

ｽﾌﾟﾗｲｽﾕﾆｯﾄ 1 台

映像表示装置 1 台

ﾚｲﾔｰ3ｽｲｯﾁ LAN 24ﾎﾟｰﾄ SFP 4ﾎﾟｰﾄ 2 台

SPFﾓｼﾞｭｰﾙ 8 個

ﾈｯﾄﾜｰｸﾚｺｰﾀﾞｰ 4 台

ﾈｯﾄﾜｰｸﾚｺｰﾀﾞｰ ｺｰﾙﾄﾞｽﾀﾝﾊﾞｲ 1 台

ﾓﾆﾀ制御PC 1 台

ｱﾗｰﾑ連動ｻｰﾊﾞ 1 台

主電源ﾕﾆｯﾄ 1 台

監視カメラ盤

監視カメラ盤 1 面

PoEｽｲｯﾁ LAN 48ﾎﾟｰﾄ　SFPﾍﾞｰｽ2ﾎﾟｰﾄ　 2 台

SPFﾓｼﾞｭｰﾙ 2 個

PD盤 1 面

ﾈｯﾄﾜｰｸﾋﾞﾃﾞｵｴﾝｺｰﾀﾞｰ 4ch 2 台

2-5. 通信・情報設備　一覧

数量

ITV架-2
(市)

仕　　　　様施設・機器等

 PD-1-1
（市）

ITV架-1
(市)



国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

監視カメラ盤 1 面

PoEｽｲｯﾁ LAN 48ﾎﾟｰﾄ　SFPﾍﾞｰｽ2ﾎﾟｰﾄ　 2 台

SPFﾓｼﾞｭｰﾙ 2 個

PD盤 1 面

ﾈｯﾄﾜｰｸﾋﾞﾃﾞｵｴﾝｺｰﾀﾞｰ 4ch 1 台

監視カメラ盤 1 面

PoEｽｲｯﾁ LAN 24ﾎﾟｰﾄ　SFPﾍﾞｰｽ2ﾎﾟｰﾄ　 2 台

SPFﾓｼﾞｭｰﾙ 2 個

PD盤 1 面

ﾈｯﾄﾜｰｸﾋﾞﾃﾞｵｴﾝｺｰﾀﾞｰ 4ch 2 台

監視カメラ盤 1 面

PoEｽｲｯﾁ LAN 24ﾎﾟｰﾄ　SFPﾍﾞｰｽ2ﾎﾟｰﾄ　 2 台

SPFﾓｼﾞｭｰﾙ 2 個

PD盤 1 面

ﾈｯﾄﾜｰｸﾋﾞﾃﾞｵｴﾝｺｰﾀﾞｰ 4ch 1 台

監視カメラ盤 1 面

PoEｽｲｯﾁ LAN 24ﾎﾟｰﾄ　SFPﾍﾞｰｽ2ﾎﾟｰﾄ 2 台

SPFﾓｼﾞｭｰﾙ 2 個

PD盤 1 面

管理用PC

管理用PC 2 台

19型液晶ﾓﾆﾀｰ 4 台

タッチパネル 1 台

ﾄﾞｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ

ﾄﾞｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ 固定型　天井埋込 8 19 8 台

ﾄﾞｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ 旋回型　天井埋込 4 17 台

ﾄﾞｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ 固定型　天井吊下 15 19 台

ﾄﾞｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ 旋回型　天井吊下 7 17 台

構内交換設備

電話主装置

電話主装置 D500形ﾎﾞﾀﾝ電話装置 1 台

電話機

電話機 12ｷｰ漢字表示 1 台

停電用電話機 24ｷｰ漢字表示 1 台

ｺｰﾄﾞﾚｽ電話機 24ｷｰ漢字表示 2 台

一般電話機 3 5 台

その他

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ NTT2号　800×400×900 1 基

呼出設備

インターホン

親機 LED表示付き 3 台

電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1 台

玄関子機 1 台

ﾄﾞｱﾎﾝｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1 台

仕　　　　様
数量

2-5. 通信・情報設備　一覧

施設・機器等

 PD-1-2
（市）

子機

 PD-1-3
（市）

 PD-2-2
 (国)

管理用PC

 PD-2-1
 (国)

電話機

親機



 2-5. 通信・情報設備  点検項目

日１回 週１回 月１回

増幅器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

操作器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

他機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

表示装置、ランプ等の表示確認 ○ 年１回

ﾜｲﾔﾚｽ受信機の据付状態の確認 ○ 年１回

ﾜｲﾔﾚｽ受信機の汚れ損傷の有無 ○ 年１回

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅの据付状態の確認 ○ 年１回

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅの汚れ損傷の有無 ○ 年１回

ｽﾋﾟｰｶｰの据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

音量、明瞭度等の確認 ○ 年１回

外観点検・機能点検 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

機器収納盤の取付状態の確認 ○ 年１回

機器収納盤の汚損、損傷等の確認 ○ 年１回

機器の取付状態の確認 ○ 年１回

機器の汚損、損傷等の確認 ○ 年１回

増幅器等の異音、損傷等の有無 ○ 年１回

増幅器等の発熱の有無 ○ 年１回

機器の接栓等の緩みの確認 ○ 年１回

画質等の確認 ○ 年１回

電界強度の測定 ○ 年１回

外観点検・機能点検 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

機器収納架・盤の取付状態の確認 ○ 年１回

機器収納架・盤の汚損の確認 ○ 年１回

機器収納架・盤の損傷等の確認 ○ 年１回

ﾚｲﾔｰｽｲｯﾁ等各機器の汚損、損傷等確認 ○ 年１回

表示装置、ランプ等の表示確認 ○ 年１回

各ﾕﾆｯﾄ等機器の電圧確認 ○ 年１回

各ﾕﾆｯﾄ等機器の制御信号通信確認 ○ 年１回

監視・操作PCの外観確認 ○ 年１回

監視・操作PCの電源電圧確認 ○ 年１回

監視・操作PCの異音等の有無 ○ 年１回

監視・操作PCの再起動動作確認 ○ 年１回

キーボード動作確認 ○ 年１回

マウス動作確認  ○ 年１回

監視・操作PCの清掃 ○ 年１回

画像表示状態の確認 ○ 年１回

備考

(3)監視カメラ設備

通
信
・
情
報
設
備

定期点検　　区　　　　　　分

(2)テレビ共同受信設備

　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

(1)一般放送設備



 2-5. 通信・情報設備  点検項目

日１回 週１回 月１回

映像の正常ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ、再生確認 ○ 年１回

内蔵時計の正常時刻確認 ○ 年１回

カメラの適正ﾌｫｰｶｽ確認 ○ 年１回

ｵｰﾄﾎﾜｲﾄﾊﾞﾗﾝｽ等の動作確認 ○ 年１回

映像画面に焼付け等がないことの確認 ○ 年１回

ｱｲﾘｽ、ﾌｫｰｶｽ、ｽﾞｰﾑ機構等の確認 ○ 年１回

PAN、TILTの正常動作確認 ○ 年１回

PAN、TILTの正常回転範囲動作確認 ○ 年１回

動作中に異音等の有無 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ緩み等の接続状況確認 ○ 年１回

レンズ等の清掃 ○ 年１回

外観点検・機能精密点検 ○ 年１回

システム動作試験 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

ハードディスクレコーダー動作確認 ○ 年１回

主装置設置状況・環境の確認 ○ 年１回

各部ボルト・ネジの緩み等の確認 ○ 年１回

各実装ﾊﾟｯｹｰｼﾞの装着状態確認 ○ 年１回

表示灯の点検確認 ○ 年１回

システム稼動状態確認 ○ 年１回

各種設定内容の確認 ○ 年１回

蓄積ｴﾗｰﾃﾞｰﾀｰの解析・確認 ○ 年１回

AC電源電圧の測定 ○ 年１回

電源部出力電圧の測定・確認 ○ 年１回

ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧、停電動作状態確認 ○ 年１回

各ﾕﾆｯﾄからMDF端子間の配線状態確認 ○ 年１回

各内線発着信通話試験 ○ 年１回

各外線発着信通話試験 ○ 年１回

FAX配線点検 ○ 年１回

FAX通信試験 ○ 年１回

最新設定ﾃﾞｰﾀｰの保存 ○ 年１回

PBX外観点検 ○ 年１回

PBXの清掃 ○ 年１回

外観点検・機能点検 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

主装置用部品交換計画 バッテリー（２個） ○

→令和６年度内　更新予定

定期点検

通
信
・
情
報
設
備

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目 備考

(3)監視カメラ設備

　日　常　点　検

(4)構内交換設備

3年毎



 

２-６．防災設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

    定期点検は、６カ月毎に１回実施し、年間で２回実施すること。 

点検は、消防法令の判定基準に準じて実施すること。 

(2) 故障時点検 

消防設備の不具合及び故障が発生した場合は、要請により随時技術者を派遣し点検調査

を行い復旧すること。 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注

意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

４ 設備概要 

各設備の概要および点検項目は別紙による。 

(1) 消火器 

(2) 自動火災報知設備 

(3) 排煙設備 

(4) 誘導灯・誘導標識設備 

(5) 非常コンセント設備 

(6) 非常放送設備       （日本ビクター㈱製） 

(7) 連結送水管設備      （連結送水管耐圧試験７系統実施） 

 ≪耐圧試験 対象連結送水管設備≫ 

  【共通事項】〇方式  乾式 

        〇配管  SGP 白ガス管 100φ 

        〇送水口 (外形)自立型及び埋込型 (本体)双口マチノ式 

場所 系統数 送水圧力 備考 

日本生命札幌ビル前

排気塔 

２ (系統１_青) 0.45 MPa 

(系統２_黄) 0.45 MPa 

(系統１_青) 

(系統２_黄) 

６番出入口 1 0.40MPa  

７番出入口 1 0.40MPa  

10 番出入口 1 0.40MPa  

11 番出入口 1 0.38MPa  

13 番出入口※ 1 (系統_青) 0.38MPa  



 

 ※13 番出入口には、もう 1 系統（黄色 北洋ビル側）の送水口がついているが、対象外 

(8) 無線通信補助設備 

(9) 防災情報伝達設備     （㈱ＨＹＳエンジニアリングサービス製） 

 

５ 定期交換部品 

定期交換部品は下記の周期で交換するものとする。 

(1)自動火災報知設備ﾊﾞｯﾃﾘｰ：受信機,火災通報装置,ｽﾙｰﾎｰﾙ排煙用   ５年毎（R12 年度予定） 

(2)非常放送設備ﾊﾞｯﾃﾘｰ  ：非常放送            ３年毎（R8 年度予定） 

(3)構内交換設備ﾊﾞｯﾃﾘｰ    ：電話機用            ３年毎（R9 年度予定） 

(4)防災情報伝達設備用ﾊﾞｯﾃﾘｰ：無停電電源装置用    ３年毎（R9 年度予定） 



国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

消防用設備等   

消火器

消火器 粉末消火器 蓄圧式 22 71 5 本

自動火災報知設備

GR型受信機 1020ｱﾄﾞﾚｽ　　DC24V6Ah 1 面

火災通報装置 DC12V0.7Ah 1 台

非常電話親機 10回線用　DC24V0.45Ah 1 台

中継器 防排煙用　感知器用 3 個

中継器 防排煙用　感知器用　防煙垂壁遅延用 65 個

発信機 P型1級 2 6 1 個

表示灯 AC100V DC24V  LED 2 6 1 個

非常電話機 2 6 1 個

煙感知器 光電式　自動試験機能付　露出型 47 154 37 個

煙感知器 光電式　自動試験機能付　埋込型 13 41 45 個

熱感知器 定温式スポット型　自動試験機能付　露出・防水型 2 3 個

炎感知器 紫外線式 10 12 個

常用電源 1 組

予備電源 1 組

排煙窓駆動装置 2 6 台

誘導灯・誘導標識

誘導灯 自己点検型 19 50 21 台

排煙設備

排煙機 3φ3W200V 3.7KW及び1.5KW(市）　1.5KW（国） 1 5 台

排煙機起動盤 1 5 面

手動起動装置 1 5 組

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 15 47 個

排煙口 1 5 個

防火戸 ドア式片開き 2 1 枚

防火ｼｬｯﾀｰ 電動式 6 4 枚

防煙垂壁 垂直降下式 6 22 枚

連結送水管設備

送水口 1 8 組

放水口 1 8 組

放水用器具格納箱 1 8 組

非常用コンセント設備

非常ｺﾝｾﾝﾄ 1φ2W2P15A　E付×2 2 7 個

配線

1 1 1 式

2-6.　防災設備　一覧

自
火
報
受
信
機
盤

数量
施設・機器等 仕　　　　様

誘導灯

誘導標識



国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

放送・非常放送設備

放送架 1 面

非常放送操作ﾕﾆｯﾄ 20回線及び一斉 非常用 1 台

増設操作ﾕﾆｯﾄ 20局用　回線追加ﾕﾆｯﾄ×4内蔵 1 台

ﾓﾆﾀﾕﾆｯﾄ 5回路用 1 台

ﾃﾞｼﾞﾀﾙICﾚｺｰﾀﾞｰ 1 台

非常確認放送ﾕﾆｯﾄ 自照式ﾉﾝﾛｯｸ型～5　　復旧ｽｲｯﾁ～1 非常用 1 台

勧告放送用起動ｽｲｯﾁ ﾉﾝﾛｯｸ型～8 1 台

ﾐｷｻｰﾕﾆｯﾄ 1 台

CD演奏機 業務用5連奏 1 台

非常電源ﾕﾆｯﾄ ﾆｯｶﾄﾞDC24V6000mAh/0.2CmA×2 非常用 1 台

電源制御ﾕﾆｯﾄ 30A ｽｲｯﾁ連動～9　　非連動～3 非常用 1 台

拡張制御 1 台

入出力制御ﾕﾆｯﾄ 入力ﾏﾄﾘｯｸｽﾕﾆｯﾄ×1　内蔵 1 台

増設用出力ﾕﾆｯﾄ 2 台

ﾗｼﾞｵﾁｭｰﾅｰ AM/FM 1 台

増幅器 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式320W 非常用 1 台

増幅器 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式320W 1 台

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 1 台

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅ 806～810MHz 2 基

ﾜｲﾔﾚｽ受信機 1 台

ｺﾝﾊﾟｸﾄﾐｷｻｰ 1 台

MD-CDｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾃﾞｯｷ 1 台

ﾀﾞﾌﾞﾙｶｾｯﾄﾃﾟｯｷ 1 台

アンプ 2CH  120W+120W 1 台

入出力ｺﾈｸﾀﾕﾆｯﾄ 特型 1 台

電源制御ﾕﾆｯﾄ 1 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 天井埋込型　3W　ATT付 非常用 5 9 8 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 天井埋込型　3W　ATT無し 非常用 4 31 34 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 天井埋込型　3W　ATT無し 1 14 22 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 壁掛型　3W　ATT無し 非常用 9 32 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 壁掛型　3W　ATT付 非常用 3 6 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 露出丸型　1W ATT付 17 42 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 露出丸型　1W ATT無し 20 35 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 露出丸型　1W ATT無し 非常用 17 51 台

端子盤 T1～T14 14 面

端子盤 T15～T20 5 面

無線通信補助設備

無線機盤

無線機盤 1 面

UV共用器 10W用 1 台

分配器 10W用　2分配 1 台

分配器 10W用　4分配 1 台

無線機盤 1 面

分岐器 10W用　2分岐 1 台

分配器 10W用　2分配 1 台

※ 　　は一般放送設備
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WCB-1

施設・機器等

WCB-2

ス
ピ
ー

カ
ー

端子盤

仕　　　　様
数量

放
送
・
非
常
放
送
装
置



国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

無線機盤
無線機盤 1 面

UV共用器 10W用 1 台

UU共用器 10W用 1 台

分岐器 10W用　1分岐 1 台

分配器 10W用　2分配 1 台

無線機盤 1 面

UV共用器 10W用 1 台

UU共用器 10W用 1 台

分岐器 10W用　1分岐 1 台

分配器 10W用　2分配 1 台

無線機盤 1 面

分岐器 10W用　2分岐 1 台

分配器 10W用　3分配 2 台

無線機盤 1 面

分岐器 10W用　2分岐 1 台

分配器 10W用　3分配 2 台

無線機盤 1 面

分岐器 10W用　1分岐 2 台

UV共用器 10W用 1 台

分配器 10W用　2分配 1 台

無線機盤 1 面

分岐器 10W用　1分岐 1 台

分岐器 10W用　2分岐 1 台

分配器 10W用　3分配 2 台

無線機盤 1 面

UV共用器 10W用 1 台

UU共用器 10W用 1 台

分配器 10W用　2分配 1 台

無線機盤 1 面

分岐器 10W用　2分岐 1 台

分配器 10W用　2分配 1 台

UV共用器 10W用 1 台

無線機盤 1 面

分配器 10W用　4分配 1 台

分配器 10W用　無方向性　2分配 1 台

UV共用器 10W用 1 台

無線通信架  

無線通信架 1 面

UV共用器 10W用 1 台

UU共用器 10W用 1 台

分岐器 10W用　2分岐 1 台

屋内無線機端子箱 消防用（端子×１） 1 1 台

屋内無線機端子箱 警察用（端子×１） 1 台

無線機接続端子箱 消防用　屋外埋込型（端子×１） 1 5 1 面

無線機接続端子箱 警察用　屋外埋込型（端子×１） 3 面

耐熱型UV共用空中線 ｱﾝﾃﾅ 5 10 1 基
難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 10D 管内 300 6 m
難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 10D ころがし 210 900 103 m
難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 20D ころがし 670 900 165 m

漏洩同軸ｹｰﾌﾞﾙ 20D 100 150 m
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無
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仕　　　　様
数量



国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

防災情報伝達設備
防災センター

19インチ 1 架

管理用パソコン ESPRIMO D7014/R 1 台

Ｌ２－ＳＷ APLGM220GT-SS 1 台

ＨＵＢ APLGM212GT-SS 1 台

内線電話制御器 LCS403 1 台

送信モデム ABiLINX3501T 16 台

一斉通報制御器 PBSP403 1 台

通話マイク PM660W 1 台

録音機能付きスピーカ KA402 1 台

電話機 HI-W01SD 1 台

液晶モニタ VL-B24-9T 1 台

録音機能付きスピーカ KA402 1 台

電話機 HI-W01SD 1 台

受信モデム ABiLINX3501R 1 台

無停電電源装置 BE425M-JP 1 台

録音機能付きスピーカ ＊点検対象外＊ 15 台

電話機 ＊点検対象外＊ 15 台

受信モデム ＊点検対象外＊ 15 台

無停電電源装置 ＊点検対象外＊ 14 台

端子盤
防災センター 端子盤 200P（20P×10端子板） 1 面

北3西4 端子盤 20P（10P×2端子板） 1 面

北2西4 端子盤 20P（10P×2端子板） 1 面

北1西4 端子盤 20P（10P×2端子板） 1 面

北大通西4 端子盤 20P（10P×2端子板） 1 面

北3西3 端子盤 20P（10P×2端子板） 1 面

北2西3 端子盤 20P（10P×2端子板） 1 面

北大通西3 端子盤 20P（10P×2端子板） 1 面

北1西3 端子盤 20P（10P×2端子板） 1 面
換気機械室202 端子盤 10P端子板 1 面

D-LIFEPLACE 札幌 端子盤 10P端子板 1 面
日本生命札幌ビル 端子盤 10P端子板 1 面
北海道ビルヂング 端子盤 10P端子板 1 面
札幌三井ＪＰビル 端子盤 10P端子板 1 面
札幌グランドホテル 端子盤 10P端子板 1 面
札幌ノースプラザ 端子盤 10P端子板 1 面
札幌大通西４ビル 端子盤 10P端子板 1 面
ヒューリック 端子盤 10P端子板 1 面

札幌大同生命ビル 端子盤 10P端子板 1 面
敷島ビル 端子盤 10P端子板 1 面
越山ビル 端子盤 10P端子板 1 面

井門札幌ビル 端子盤 10P端子板 1 面
北洋大通センター 端子盤 10P端子板 1 面

接
続
ビ
ル

ラ
ッ

ク

施設・機器等 仕　　　　様
数量

操
作
卓

換
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機
械
室

2
0
2
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2-6. 防災設備　点検項目

1.消火器 (1) 外観点検

(2) 機能点検

　　外観・機能・総合点検の各作業項目は消防法施行規則

　　第３１条の４の規定で定める点検方法による。（以下、

　　消防設備機器の外観・機能・総合点数に適用する）

(3) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

2.自動火災報知設備 (1) 外観点検

(ｽﾙｰﾎｰﾙ排煙窓駆動 (2) 機能点検

　　　　　装置含む） (3) 総合点検 年１回

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検 年２回

バッテリー交換計画 5年毎

(5) 受信機用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換（1台） 《５年毎》 次回R12年度

(6) 火災通報装置用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換（1台） 《５年毎》 次回R12年度

(7) ｽﾙｰﾎｰﾙ排煙用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換（8台） 《５年毎》 次回R8年度

3.排煙設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 総合点検

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

4.誘導灯・誘導 (1) 外観点検

　　　標識設備 (2) 機能点検

(3) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

(4) 器具清掃 年１回

5.非常ｺﾝｾﾝﾄ設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 総合点検（配管の耐圧機能）

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

6.非常放送設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 総合点検

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

バッテリー交換計画 (5) 非常放送用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換（2個） 《３年毎》 次回R8年度

    電話機用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換（1個） 《３年毎》 次回R9年度

7.連結送水管設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検  

(3) 総合点検（耐圧試験）　　　　全７系統　 R6年度

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検 年２回

8.無線通信補助設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

9.防災情報伝達設備 (1) 通話試験 年１回

(2) 防災情報伝達設備用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換 《３年毎》 次回R9年度

防
　
災
　
設
　
備

備考設備名称

年２回

定期点検

年２回

　　点　　検　　項　　目

年２回

年２回

日本ビル前排気塔２系統、6・7・10・11・13出入口(青系統)

年２回

年２回

年２回

年２回



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

配線接続状況 ○

電源部電圧測定 ○

外観点検 ○

内部清掃 ○

配線接続状況 ○

基本性能（OS・ソフトウェア等）

1 OS ○

2 状態管理ツール ○

3 履歴表示・印刷機能 ○

基本性能（HDD・LED等）確認 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

配線接続状況 ○

登録内線電話番号確認 ○

登録特番確認 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

配線接続状況 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

配線接続状況 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

(6)送信モデム 配線接続状況 ○

接続状況 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

2-6.防災情報伝達設備　点検項目

備　考

(4)L2-SW

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

(1) 19インチラック

(2) 管理用PC

(3)内線電話制御器

(5)HUB

ラ
ッ

ク



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

(1)録音機能付 配線接続状況 ○

録音機能、録音再生確認 ○

一斉通報機能　発着信確認 ○

各種ＬＥＤ点灯確認 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

配線接続状況 ○

個別通話　発着信確認 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

配線接続状況 ○

一斉通報機能　設定確認 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

(4)通話マイク 配線接続状況 ○

機能確認(発声・ロック等) ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

(4)液晶モニタ 配線接続状況 ○

機能確認(映像出力状況等) ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

(3)一斉通報制御器

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目

操
作
卓

　日　常　点　検

2-6.防災情報伝達設備　点検項目

スピーカ

定期点検
備　考

(2) 電話機



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

(1)録音機能付 配線接続状況 ○

録音機能、録音再生確認 ○

一斉通報機能　発着信確認 ○

各種ＬＥＤ点灯確認 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

内部清掃 ○

配線接続状況 ○

個別通話　発着信確認 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

内部清掃 ○

(3)受信モデム 配線接続状況 ○

接続状況 ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

内部清掃 ○

(4)無停電電源装置 配線接続状況 ○

電源電圧の確認　AC100Ｖ ±10％ ○

機器固定状況（耐震）確認 ○

外観点検 ○

外部清掃 ○

2-6.防災情報伝達設備　点検項目

スピーカ

(2) 電話機

換
気
機
械
室
　
2
0
2

備　考　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検



 

２-７. 昇降機設備保守点検業務  詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

本業務は、既設納入メーカーのフルメンテナンス基準による契約とし、設備の保守点検を実

施するとともに、遠隔監視による該当設備の機能診断及び異常通報等の緊急対応を行うもので

ある。なお、ここでいうフルメンテナンス契約とは、定期的な機器・装置の保守・点検を行うこ

とに加え、点検結果に基づく合理的な判断のもと、劣化した部品の取替や修理等を行う契約方

式をいう。 

(1) 定期点検 

ア 定期に計画的な点検･手入れ保全(給油･調整･清掃等)を実施すること。 

イ 点検･手入れ保全の箇所･機器･内容は、別表 1 記載のとおりとする。 

ウ 本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部｢建築保全業務共通

仕様書」（ 以下「共通仕様書」という。）に基づくものとする。 

(2) エレベーター遠隔点検 

ア 対象設備の運行状態を常時記録し、その記録を収集して、定期的に対象設備を構成する機

器及び運転機能を点検すると共に、予め設定した時間帯に診断運転モードに移行し、自動的

に対象設備の精密診断を行う。点検する項目･内容は、別表２のとおりとする。 

イ 上記 アについて変調状態が生じたときは、状態を確認し早急に保守作業を行い、設備の

安全で正常な運行状態を確保すること。 

ウ 対象設備の運行状態のデータに基づく点検結果及び変調状態に対する処置の結果につい

ては、毎月、報告書を提出すること。 

エ 変調発生後の処置のために保守作業を行ったときは、その都度、報告書を提出すること。 

オ 対象設備の運行状況（扉の開閉回数・各階毎の利用率等）を毎月報告すること。 

(3) エレベーター遠隔監視 

ア 当該設備について次の異常が発生したときは、遠隔点検装置からの異常発報を行うこと。 

また、発報が行われた場合には、早急に適切な処置をとること。 

(ｱ)閉じ込め故障  (ｲ)使用不能故障(運行に支障がある状態) (ｳ)着床不良等走行部異常 

(ｴ)戸開閉不良 (ｵ)制御盤停電等電源系統異常  (ｶ)制御関連機器温度異常 

イ 該当設備に次の故障が発生したときは、該当設備かご内のインターホンにより、同かご

内の乗客と受託者の受信専門員が直接通話し、必要な指示･連絡等にあたること。 

(ｱ)閉じ込め故障 (ｲ)使用不能故障 

(4) 監視盤、かご内カメラ等点検  

 ア 別表１により点検を行うこと。 

 イ かご内カメラ、監視盤の修繕費用は、受託者の負担とし、期間はエレベーターのフルメ

ンテナンス期間と同じとする。 

(5) 機能維持保守 

ア 対象設備の機能維持を図るため、機器の摩耗･劣化を予測し、その予測に基づいて、機器

の構成部品の修理･取替(以下、機能維持保守という)を行うこと。 



 

ただし、その対象となる機器の摩耗･劣化は、対象設備を通常使用する場合に生ずる範囲

のものに限るものとする。 

イ 機能維持保守の範囲は、別表３のとおりとする。 

ウ 機能維持保守を実施したときは、報告書を提出すること。 

(6) 定期検査 

年に１回、対象設備の総合的な機能を確認する検査を行うこと。品質検査の結果について

は、報告書を提出すること。 

(7) 緊急時の対応 

ア 受託者は受託者の受信施設にて、常時、受信専門員が委託者からの緊急連絡を受信でき

るものとする。 

委託者から、対象設備について故障等の緊急事態が発生した旨の通報を受けたときには、

速やかに対象設備の運行状態を確認するとともに事態に応じた適切な処置をとること。こ

の処置の結果については、報告書を提出すること。 

イ 故障が発生した場合、委託者から連絡(遠隔点検装置の自動通報を含む)を受けた後、２

４時間以内に復旧するよう努めること。 

ウ かご内に乗客が閉じ込められた場合、委託者または、かご内の乗客からの連絡(遠隔点検

装置の自動通報を含む)を受けた後、速やかに適切な処置を講じること。なお、救出までに

要する時間は 30 分以内を目標とする。 

エ 上記 ア、イ、ウ については、天災地変、輸送機関の事故等受託者の責によらない場合

を除くものとする。 

(8) 維持管理のための情報提供サービス 

日常管理のために必要な安全確保、正しい利用方法及び関係法令改正等の情報提供サービ

スを委託者に行うこと。 

(9)  供給機器・部品等 

受託者は、緊急時においても速やかに機器・構成部品等を供給できる体制を整えること。 

また、部品の製造中止等の情報は、判明次第、委託者へ報告すること。 

 

２ 契約対象外作業 

以下に定める作業は契約の対象外とする。 

(1) 受託者の責に帰すべからざる事由(第三者の行為、委託者の過失等)によって発生した対象

設備の機能低下・不全、変調、異常、故障等に対する部品の修理・取替。 

(2) 関係法令の改正又は官公庁の命令若しくは指導による対象設備の改修・新規付加物の設置

に関する工事。 

(3) 意匠関係工事、巻上機の一式取替工事、一切の建築関係工事 

 

３ 作業時間帯 

受託者は、緊急事態に対応する場合を除き、付近駅の開業時間や朝夕のラッシュ時間帯を勘

案した上で契約に基づく作業を行うものとする。 



 

なお、作業を実施しようとする場合は、あらかじめ作業計画について委託者と協議し承諾を

得てから実施すること。 

 

４ 作業中の運転休止 

受託者は、対象設備の点検・修理その他の作業を行うに当たり、委託者の承諾を得た後、該

当設備の運転を休止することができる。ただし、緊急対応時については、対応後の連絡とする。 

 

５ 使用機器等 

(1) 業務内容に定めた作業等を実施するための機器、部品、備品、電話回線等(以下、受託者

所有機器という)を対象設備又は建物に設置するものとする。 

なお、設置に当たっては該当設備又は建物に、諸施設に障害を与えない範囲内で、せん孔、

配線等を施すことができるものとする。 

(2) 受託者所有機器の設置費用及び電話回線の開設費用・回線使用料は、受託者の負担とする。 

(3) 委託者は、受託者との協議を行わずに次の行為を行わないものとする。 

ア 受託者所有機器を設置場所から移動すること。 

イ 受託者所有機器に貼付された受託者の所有権の表示等を取り外すこと。 

ウ 受託者所有機器を他へ譲渡・転貸し、又は担保に供するなど第三者の権利の目的とする

こと。 

エ 受託者所有機器について操作、分解、データの読み出し、及び解析を行うこと、又は、

第三者に行わせること。 

オ 受託者所有機器の修理、改造、模様替え等を行うこと、又は第三者に行わせること。 

(4)   委託者は、受託者所有機器が設置される場所の環境が変化することとなる場合は事前に受

託者に通知するものとする。 

また、受託者所有機器に障害又は故障が生じた場合には、直ちに受託者に通知するものと

する。 

 

６ 保守時の立会い 

委託者は、保守点検作業について必要と認めた場合、事前に受託者に通知し、契約内容の履

行状況を作業に立ち会い、確認することができるものとする。 

 

７ 履行体制 

(1) 作業責任者 

   作業の遂行を指揮監督するための作業責任者を１名定めること。 

(2) 資格者要件 

  ア 作業責任者の資格 

    作業責任者は、一般財団法人日本建築設備・昇降機センターが実施している「登録昇降

機等検査員講習」を受講し、修了考査に合格した「昇降機等検査員」とする。 

イ 作業従事者の資格 



 

その他の作業従事者は、「昇降機等検査員」又は昇降機に関して実務の経験を有する者

を１名以上配置すること。 

 

８ 提出書類 

受託者は下記項目に該当する文書等を提出すること。 

(1) 点検報告書 

毎月の業務完了後、速やかに提出すること。 

ただし、３月の業務に係る点検報告書等は３月 31 日に提出すること。 

(2) 緊急対応時等 

 緊急対応、故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量及び処置等を記載した報

告書(写真添付)を提出すること。 

 

９ 広域災害に対する対応 

広域災害発生時における利用者の安全を確保するため、以下の体制を整えること。 

(1) 故障を受信する電話受信センターは広域災害発生時に自動的に代行受信する体制を持つ

こと。なお、代行受信する受信施設は当該建物を起点にして200ｋｍ以上離れた場所とする。 

(2) 故障受信施設は自家発電設備を保有し、２日間以上の電源を確保すること。 

(3) 24 時間緊急対応可能な作業員を配置する事業拠点が半径 10ｋｍ以内にあること。 

 

10 その他 

(1) 服装及び身分証明書 

 業務に従事する者は、各業務に適した衣服を着用することとし、身分証明書を携帯するこ

と。 

(2) 安全の確保 

業務の実施に当たっては、施設内外の通行人に対する安全の確保及び従事者の事故防止に

十分注意して作業を行うこと。 

(3) 環境への配慮 

本業務履行において使用する材料等は環境に配慮したものを使用すること。 

(4) 電気等の節約 

 業務の遂行に必要な電気等の使用に当たっては、節約に努めること。 

(5) 備品等の破損事故 

業務の実施に当たり、備品及び設備等を破損し、または破損箇所を発見したときは、直ち

に委託者へ連絡のうえ、適切な処置をとらなければならない。 

(6) 疑義について 

業務の遂行に当たり、疑義のある場合は、委託者と協議し、滞りなく業務を進めること。 

 

 

 



 

11 対象機器  ㈱日立ビルシステム製 

 

※１ 昇 降 機 仕 様                 

 

 

 

 

 

 

記  

号 

場 所 位  置 仕  様 備 考 昇降行程 

Ｅ Ｖ －

１ＳＷ 

北１条 武田りそなビル前 

 (国側) 

機械室ﾚｽ標準型ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

※１ 

2011 年設置 

No.6 号機 

高稼働 

6.405ｍ 

Ｅ Ｖ －

１ＮＥ 

北１条 敷島北一条ビル前 

（市側） 

機械室ﾚｽ標準型ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

※１ 

2011 年設置 

No.5 号機 

高稼働 

6.070ｍ 

Ｅ Ｖ －

２ＳＷ 

北２条 札幌ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ前 

（市側） 

機械室ﾚｽ標準型ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

※１ 

2011 年設置 

No.4 号機 

6.177ｍ 

Ｅ Ｖ －

２ＮＥ 

北２条 朝日生命保険相互会社 

札幌ビル前 

（市側） 

機械室ﾚｽ標準型ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

※１ 

2011 年設置 

No.3 号機 

6.193ｍ 

Ｅ Ｖ －

３ＳＷ 

北３条 札幌三井 JP ビル 

（市側） 

機械室ﾚｽ標準型ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

※２ 

2011 年設置 

No.7 号機 

6.250ｍ 

Ｅ Ｖ －

３ＮＥ 

北３条 大同生命ビル内 

（市側） 

機械室ﾚｽ標準型ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

※２ 

2019 年設置 

No.2 号機 

6.410ｍ 

Ｅ Ｖ －

４ＳＷ 

北４条 札幌第一生命ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 

（市側） 

機械室ﾚｽ標準型ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

※３ 

2011 年設置 

No.1 号機 

6.413ｍ 

昇 降 機

監視盤 

 防災センター 

 (市側) 

 2011 年設置 

 

 

 

設備概要 

 

定格積載量：750kg（11 人乗） 

定格速度 ：45m/分 

制御方式 ：可変電圧可変周波数制御 機械室レス 

停止階  ：２ヵ所 

扉開閉方式：２枚戸片開、２方向貫通形 

電動機容量：AC3.5kW 

基数   ：４ 

付加装置 ： ※４参照 



 

 

※２ 昇 降 機 仕 様 
 

 

設備概要 

 

定格積載量：1000kg（15 人乗） 

定格速度 ：45m/分 

制御方式 ：可変電圧可変周波数制御 機械室レス 

停止階  ：２ヵ所 

扉開閉方式：２枚戸中央開 

電動機容量：AC4.6kW 

基数   ：２   

付加装置 ：※４参照 

 

※３ 昇 降 機 仕 様 
 

 

設備概要 

 

定格積載量：850kg（13 人乗） 

定格速度 ：45m/分 

制御方式 ：可変電圧可変周波数制御 機械室レス 

停止階  ：２ヵ所 

扉開閉方式：２枚戸片開、２方向貫通形 

電動機容量：AC4.2kW 

基数   ：１   

付加装置 ：※４参照 

 
※４ 付加装置： 

① 地震管制運転装置  普通級(P 波 S 波検知付き)   

② 火災時管制運転装置                          

③ 停電時自動着床装置                         
④ ｵｰﾄｱﾅｳﾝｽ装置（視覚障がい者対応）            

⑤ 故障自動通報ｼｽﾃﾑ                

⑥ 身障者対象（車いす仕様） 

⑦ 遠隔点検機能付 

⑧  マルチビームドアセンサ 

⑨ 監視盤 

⑩ かご内カメラ 

⑪  浸水時管制運転 

⑫ 戸開走行保護装置 



【別表１】点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

作動の良否 1M

端子の緩み及びヒューズエレメントの異常の有無 1M

次に示す回路の絶縁抵抗を測定し良否を確認
・電動機主回路 ・制御回路 ・信号回路 ・照明回路

1M

主開閉器の操作及び作動の良否 6M

電磁接触器の接点摩耗の有無 6M

制御盤内の清掃 1Y

プリント板の汚れ及び冷却ファンの回転状態の異常の有無 6M

制御盤カバースイッチ スイッチの動作の良否 1M

潤滑状態の良否及び油漏れの有無 1M

歯当りの良否 1M

回転時に軸受の異常及び異常振動の有無 1Y

綱車のひび割れ、ロープ溝の摩耗及びロープスリップの有無 1Y

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油を実施 1Y

スリップの異常の有無 1M

ブレーキシュー、アーム及びプランジャーの操作の良否 6M

プランジャーストロークを点検し、その良否 6M

ブレーキスイッチ接点の脱落、荒損及び摩耗の有無
※高稼働の場合の点検周期は3M

6M

ブレーキライニング摩耗の有無
※高稼働の場合の点検周期は3M

1Y

制動力をチェックし、その良否
※高稼働の場合の点検周期は3M

1Y

作動の良否 1M

異常音、異常振動及び異常温度の有無 1M

電動機エンコーダ、パイロットゼネレータの作動の良否 1M

電動機用冷却ファンの作動の良否 1M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油を実施
※高稼働の場合の点検周期は6M

1Y

異常音及び異常振動の有無 1M

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測定し、その値が基準値に適合し
ていること

1Y

エンコーダの作動の良否 1M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油を実施
※高稼働の場合の点検周期は6M

1Y

異常音及び異常振動の有無 1M

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測定し、その値が基準値に適合し
ていること

1Y

エンコーダの作動の良否 1M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油を実施
※高稼働の場合の点検周期は6M

1Y

機器の耐震対策 地震その他の振動による移動、転倒及び主索外れ防止装置の良否 1Y

かご速度検出器 取付け状態の良否 6M

正しく機能していること 6M

運行状態 加速・減速の良否並びに着床段差及び異常振動の有無 1M

かご室の周壁、天井及び床 摩耗、さび及び腐食による劣化の有無 1M

ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有無 3M

取付け状態の良否及び戸の隙間の適否 1Y

ビジョンガラスの汚れの有無 3M

機器類

かご

主開閉器・受電盤・制御
盤・起動盤・信号盤

巻上機

電磁ブレーキ

つり合いおもり側調速機

かご側調速機

電動機

かごの戸及び敷居



【別表１】点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

取付け状態及び動作の良否 6M

ハンガーのおどり止めの状態が適切であること 6M

かごの戸連動ロープ及び
チェーン

連動ロープ、チェーンのテンション状態及び破断、摩耗及び取付け状態の
良否 1Y

取付け状態の良否 6M

摩耗及びさびの有無 6M

取付け状態の良否 6M

作動の良否 1M

戸の反転動作の良否 1M

ケーブルの取付け状態及び損傷の有無 1Y

作動の良否 1M

取付け状態の良否 1M

かご内位置表示灯 球切れの有無 1M

呼出し及び通話の良否 1M

装置の異常の有無 1M

球切れ及びちらつきの有無 1M

照明カバーの取付け状態の良否、汚れの有無 1M

回転状態の作動の良否 1M

ルーバーの汚れ 1M

停止スイッチ 作動の良否 1M

注意銘板の表示 用途、積載質量(又は積載量)及び最大定員の表示の適否 1M

点灯状態の良否 1M

基準照度を基準時間以上確保できる状態のバッテリーであること 1Y

各階強制停止装置 作動の良否 6M

かご床先と昇降路壁の水平
距離

出入口の床先とかごの床先との水平距離及びかご床先と昇降路壁(常用又
は寝台用エレベーターに限る)との水平距離が規定値内にあること

1Y

光電装置 作動の良否 1M

側部救出口 施錠及びスイッチの作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1M

作動の良否 1M

鏡及び手すり
(車いす兼用の場合に限る） 取付け状態の良否 1M

床合せ補正装置 着床面を基準として規定値以内の位置において補正することができること 1M

かごの上部の外観 汚れの有無 1M

かご外部からの開閉の良否 6M

救出口スイッチを作動させた場合に、エレベーターが停止すること 6M

戸の開閉状態及び開閉時間の良否 1M

開閉機構の取付け状態の良否 1Y

軸受の異常音及び異常温度の有無 1Y

駆動チェーン・ベルトのテンション及び伸びの異常の有無 1Y

電動機コンミュテータ、カーボンブラシの荒損及び摩耗の有無 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

ギヤーオイル・グリースの漏れ及び劣化の状態を点検 1Y

各スイッチ接点の摩耗の有無 1Y

制御抵抗管の状態を点検 1Y

かご上安全スイッチ及び運
転装置

作動の良否 6M

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1Y

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

取付け状態の良否及び亀裂の有無 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

かごの周
辺及び昇
降路

かご

戸閉め安全装置

かご操作盤

換気扇及びファン

停電灯装置

専用操作盤
(車いす兼用の場合に限る）

非常救出口

戸の開閉装置

おもりのつり車

かごの戸ハンガーローラ

ドアレール

かごの戸スイッチ

外部への連絡装置

照明



【別表１】点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

ガイドシュー又はローラー
ガイド 取付け状態の良否及び摩耗の有無 1Y

摩耗及びさびの有無 1Y

破断の有無 1Y

取付け状態の良否並びにダブルナット及び割ピンの劣化の有無 1Y

すべての主索が、ほぼ均等な張力であること 6M

主索の緩み検出装置 作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1M

さび、変形及び摩耗の有無 1Y

はかり装置 作動した場合に警報を発し、かつ、戸が閉まらないことを確認する 1Y

つり合いおもり 取付け状態の良否 1Y

取付け状態の良否 1Y

非常止め装置に異常のないこと 1Y

取付け状態の良否 6M

作動の良否 6M

取付け状態の良否 6M

作動させた場合に、頂部安全距離が規定値以上確保できること 6M

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1Y

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

取付け状態の良否及び亀裂の有無 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

誘導板及びリミットスイッチ 取付け状態の良否 1Y

ケーブルの取付け状態の良否 1Y

昇降機に直接関係のない配管配線がないことを確認 1Y

着床装置 作動の良否 1M

給油機能の状態の良否 6M

油量の適否 6M

終端階強制減速装置 作動の良否 1Y

各出入口敷居下部の保護板の取付け状態の良否 1Y

エレベーターに係る設備以外のものの有無 6M

昇降路の亀裂、損傷及び汚れの有無 1Y

地震その他の振動でかご及びロープが昇降路内の壁、機器と接触しない措
置が施されていることを確認

1Y

乗場呼びの作動の良否 1M

取付け状態の良否 1M

位置表示灯 表示灯の球切れの有無 1M

非常解錠装置 解錠に支障がないこと 1Y

ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有無 6M

取付け状態の良否及び戸の隙間の適否 1Y

ビジョンガラスの汚れの有無 3M

作動の良否 1M

取付け状態の良否 6M

ドアクローザー ドア閉端で自動的に閉じる機能に異常がないこと 6M

取付け状態及び作動の良否 1Y

ハンガーのおどり止めの状態が適切であること 1Y

乗場の戸連動ロープ及び
チェーン

連動ロープ、チェーンのテンション状態及び破断、摩耗及び取付け状態の
良否

1Y

取付け状態の良否 6M

摩耗及びさびの有無有無 6M

光電装置など 作動の良否 1M

ブレーキ開放装置 機能の良否 1Y

かごの周
辺及び昇
降路

乗場の戸ハンガーローラ

乗場ボタン

乗場の戸及び敷居

ドアインターロックスイッ
チ

ドアレール

主索及び調速機ロープ

ガイドレール及びブラケッ
ト

頂部安全距離確保スイッチ

中間つなぎ箱及び配管

昇降路

給油器

頂部綱車

つり合いおもりの非常止め
装置

上部ファイナルリミットス
イッチ

乗場



【別表１】点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

漏水の有無 1M

汚れ及びエレベーターに係る設備以外のものの有無 6M

保守用停止スイッチ 作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1Y

非常止め装置に異常のないこと 1Y

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1Y

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

取付け状態の良否及び亀裂の有無 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

取付け状態の良否 6M

スプリング又はプランジャーのさびの有無 6M

油入式の場合は、作動油の油量の適否 1Y

走行中に、異常音の有無 1M

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

ピット床面との隙間の適否 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

かごの運行時に、揺れ及び捩れに異常のないこと 1Y

取付け状態の良否及び損傷、劣化の有無 1Y

取付け状態の良否 6M

作動の良否 6M

取付け状態の良否 6M

作動させた場合に、底部安全距離が規定値以上確保できること 6M

かご下降防止装置 機能の良否 1Y

ピット冠水スイッチ 作動の良否 1Y

つり合いロープ(鎖)及び取
付部 取付け状態の良否及びさび、摩耗、破断、劣化の有無 1Y

つり合いおもり底部隙間
かごが最上階に着床している時のつり合いおもりと緩衝器との距離及びか
ごが最下階に着床している時のかごと緩衝器との距離が規定値にあること
を確認する。

1Y

耐震対策
地震その他の振動で、かごがピット内の機器と接触しない措置が施されて
いることを確認

1Y

表示灯の球切れの有無 1M

スイッチの作動の良否 1Y

連絡装置の呼出し及び通話機能に異常がないこと 1M

地震時管制運転装置 作動の良否 1Y

火災時管制運転装置 作動の良否 1Y

自家発時管制運転装置 作動の良否 1Y

作動の良否 1Y

バッテリー液に不足がないこと 3M

ピット冠水時管制運転装置 作動の良否 1Y

閉じ込め時リスタート運転装置 作動の良否 1Y

長尺物振れ管制運転装置 作動の良否 1Y

緊急地震速報連動運転装置 作動の良否 1Y

自動診断仮復旧運転装置 作動の良否 1Y

オートアナウンス装置 作動の良否 1M

遠隔監視装置 作動の良否 1Y

超音波ドアセーフティ 作動の良否 1M

マルチビームドアセーフティ 作動の良否 1M

作動の良否 1Y

遮煙構造の機能を確認 1Y

戸開走行保護装置 戸開走行保護装置の点検 1Y

かご内カメラ 作動の良否 1Y

ピット

乗場戸遮煙構造

ガバナロープ用及びその他
の張り車

移動ケーブル

下部ファイナルリミットス
イッチ

底部安全距離確保スイッチ

中央監視盤

停電時救出運転装置

エレベーターの種類、仕様により上表の部品・機器が装備されない場合は、その項目は該当しない。

かご下綱車

緩衝器

非常止め装置

(注)点検周期の1M、3M、6M、1Yはそれぞれ1カ月、3カ月、6カ月、1年を表す。

環境状況

付加装置



【別表２】遠隔監視点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

制御関連 運転性能 起動状態 1M

機器 加速走行状態 1M

定常走行状態 1M

減速走行状態 1M

着床状態 1M

各機器の点検 機械室又は制御盤の温度 1M

制御機器の状態 1M

かご内の行先階ボタンの状態 1M

インターホンの状態 1M

ドアの開閉状態 1M

乗場ボタンの状態 1M

ドアスイッチの状態 1M

電磁ブレーキの異常の有無 1M

かご関連 利用状態 走行距離 1M

機器 累計走行距離 1M

各階の利用率 1M

各ドアの開閉回数 1M

各階におけるドア反転回数 1M

【別表３】機能維持保守①

区分 修理の対象
(装置名)

修理又は取替え項目

バッテリー取替え

リレー取替え

コンデンサー類取替え

電磁接触器接点(リード線含む)取替え

ヒューズ交換

半導体、プリント基板取替え

インバータ、コンバータ取替え

抵抗管取替え

整流器取替え

変圧器取替え

定電圧電源装置取替え

NFブレーカ取替え

電動機巻線絶縁処理

各軸受ベアリング取替え

エンコーダ取替え

回転機カーボンブラシ交換

軸受グリスアップ

ギヤ歯当り調整

ギヤ取替え

各軸受ベアリング取替え

綱車溝修正及び取替え

ギヤ油取替え

補充用ギヤ油

オイルシール取替え

軸受グリスアップ

防振ゴム取替え

稼動・固定接触子取替え

移動ケーブル取替え

制御盤・受電盤

電動機

階床選択機

塔内

巻上機

（注）点検周期の1Mは1カ月を表す。

　 　エレベーターの種類、仕様により上表の点検機能が装備されない場合は、その項目は該当しない。



【別表３】エレベーター機能維持保守②

区分 修理の対象
(装置名)

修理又は取替え項目

歯車ユニット取替え

かご連結スチールテープ(チェーン)取替え

マグネットコイル取替え

先行モータ取替え

ブレーキシュー(ライニング)取替え

ブレーキ分解手入れ・オーバーホール取替え

マグネットコイル取替え

ブレーキプランジャー・コア・ガイド取替え

軸・軸受取替え

ブレーキスイッチ取替え

ブレーキアーム取替え

軸受ベアリング取替え

軸受グリスアップ

調速機本体取替え

スイッチ取替え

外部への連絡装置 インターホンバッテリー取替え

停電灯バッテリー取替え

停電灯ランプ交換

操作盤スイッチ類取替え

操作盤ランプ交換

階床表示 階床表示ランプ交換

ドアハンガー・ローラ取替え

連結ロープ・チェーン取替え

ドアレール取替え

乗場戸との連結装置取替え

ドアシュー取替え

換気扇 換気ファンの取替え

アーム(レバー)取替え

ケーブル取替え

スイッチ取替え

マグネット取替え

受光部・投光部取替え

ユニット取替え

照明 かご内照明ランプ交換

かご枠 防振ゴム取替え

スイッチ取替え

はかり装置取替え

ドアモータ・整流子取替え

軸受(ベアリング)取替え

エンコーダ取替え

駆動ベルト・チェーン取替え

スイッチ取替え

歯車ユニット取替え

ギヤオイル取替え

補充用ギヤ油

ガイドシュー・ローラ取替え

位置検出・着床装置取替え

かご上照明ランプ交換

給油器取替え

給油器補充用油

ガイドシュー・ローラ取替え

給油器取替え

給油器補充用油

かご上

かご

塔内 階床選択機

戸の開閉装置

かご上機器

つり合いおもり

停電灯装置

操作盤

かご戸

戸閉め安全装置
(セーフティシュー)

光電装置

はかり装置

電磁ブレーキ

調速機



【別表３】エレベーター機能維持保守③

区分 修理の対象
(装置名)

修理又は取替え項目

ハンガーローラ取替え

ドアレール取替え

連結ロープ・チェーン取替え

ドアインターロックスイッチ取替え

ドアクローザー取替え

かご戸との連結装置取替え

押ボタンスイッチ取替え

押ボタンランプ交換

階床表示 階床表示ランプ交換

かご吊り車ベアリング取替え

おもり吊り車ベアリング取替え

綱車取替え

軸受グリスアップ

主ロープ切り詰め

主ロープ取替え

調速機ロープ切詰め

調速機ロープ取替え

つり合いロープ(鎖)切詰め

つり合いロープ(鎖)取替え

非常止め装置ロープ 非常止め装置ロープ取替え

移動ケープル 移動ケーブル取替え

エンコーダ取替え

リミットスイッチ取替え

軸受ベアリング取替え

軸受グリスアップ

調速機本体取替え

スイッチ取替え

軸受テンションプーリベアリング取替え

軸受グリスアップ

かご下ガイドシューローラ取替え

かご下プーリベアリング取替え

軸受グリスアップ

油入り緩衝器油取替え

油入り緩衝器油補充

ピット点検用照明ランプ交換

リレー取替え

半導体プリント基板取替え

地震時管制運転装置 感知器取替え

火災時管制運転装置 リレー取替え

リレー取替え

バッテリー取替え

本体取替え

バッテリー取替え

監視盤 表示ランプ交換

群管理(マイコン制御) 半導体、プリント基板取替え

本体取替え

バッテリー取替え

マルチビームドアセーフ
ティー

本体取替え

超音波ドアセーフティー 本体取替え

乗場

乗場

(注)エレベーターの種類、仕様により上表の部品・機器が装備されない場合は、その項目は該当しない。

戸開走行保護装置

付加装置

停電時救出運転装置

オートアナウンス装置

遠隔監視装置
(故障自動通報システム)

昇降路・
ピット

かご・おもり吊り車

主ロープ

つり合いロープ・鎖

昇降路・ピット内機器

調速機

テンションプーリ

かご下機器

緩衝器

乗場の戸

乗場ボタン

調速機ロープ



 

２-８．自動ドア保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検  

定期点検は、年４回（１回/３カ月）とし別紙に定める点検項目及び既設納入メーカー

の判定基準に準ずること。 

(2) 故障時点検  

自動扉の不具合及び故障した場合は、要請により随時技術者を派遣し、故障原因の調査

及び復旧を行うこと。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注

意により生じた破損等について負担すること。 

但し、下記の機械本体及び構成部品について、交換の必要が生じた場合は有償とし、委託者の負

担とする。 

 Ⅰ 駆動装置ユニット（モーター・ギヤユニット部） 

Ⅱ コントローラーユニット（制御部） 

Ⅲ 検出装置本体（センサー・補助光線スイッチ） 

Ⅳ 上レール台板 

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、広場及び通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

 

４ 概要 

 (フルテック㈱製) 

設置場所 開閉方式 台数 機   種 備  考 

地上部エレベーター前 両引式 4 １６０ＫＬＣＭ 電気錠付 

地上部ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ前(出口 4内) 片引式 1 １６０ＫＬＣＭ 電気錠付 

地上部ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ前(出口 4外) 片引式 1 ２００ＫＬＣＭ 電気錠付 

地下通路内部（北側） 両引式 3 ２００ＫＬＣＭ 電気錠付 

地下身障者トイレ 片引式 2 １００ＫＬＣＭ 身障者対応押ﾎﾞﾀﾝ付 

(ナブコシステム㈱製) 

設置場所 開閉方式 台数 機   種 備  考 

地上部大同生命ビル入口 片引式 1 Ｖ-２５０ＳＬ 電気錠付 

 



≪フルテック(株)製≫

両引式自動扉　200KLCM　3台、160KLCM　4台

片引式自動扉　200KLCM　1台、160KLCM　1台、100KLCM　2台(身がい者トイレ)

≪ナブコシステム(株)製≫

片引式自動扉　V-250SL　１台

項　　目 回　数

（１）駆動装置の取付緩み、防振ゴムの損傷 ４回/年

（２）モーターの回転具合、異音、過熱 〃

（３）駆動ギア・プーリーの締付緩み、異音、損傷 〃

（４）ベルトの張具合、亀裂、損傷 〃

（１）制御装置(コントローラー)の取付緩み、異音、過熱 〃

（２）パワースイッチ・パイロットランプの機能 〃

（３）ブレーキ(スピード)・タイマー・押し力・各ボリュームの機能 〃

（４）各リレー・プリント基盤の機能、損傷 〃

（５）ドア位置検出ユニットの取付緩み、位置 〃

（６）マイクロスイッチ・近接スイッチの機能、損傷 〃

（７）押ボタン装置の取付緩み、異音、過熱(身障者トイレのみ) 〃

（１）走行レールの取付緩み、曲がり、下がり、勾配 〃

（２）走行レール偏磨耗、損傷 〃

（３）吊車の磨耗、破損、軸部ベアリングのガタ、損傷 〃

（４）ハンガー吊元部の取付緩み、取付位置 〃

（５）結合用タンバックル・ベルトつかみの締付緩み 〃

（６）扉脱線防止装置の締付緩み、磨耗、走行レールの隙間具合 〃

（１）電源スイッチの機能、損傷 〃

（２）各操作スイッチ類の機能、取付緩み、損傷 〃

（１）検出装置(起動スイッチ)の取付具合、外観損傷状態 〃

（２）検出装置(起動スイッチ)の機能、感度の具合 〃

（３）検出(感知)範囲の状態、安全性 〃

（４）補助光線スイッチの機能、投受光面の汚れ 〃

（１）扉吊元部補強下地の取付緩み、脱落、損傷 〃

（２）扉上下の隙間(チリ)の具合、建付状態 〃

（３）扉召し合せ部のチリ、全閉時の戸先隙間の具合 〃

（４）戸当りクッション材の状態 〃

（５）扉下部振れ止めの取付状態、磨耗、損傷 〃

（６）ガイドレール内の異物、煽動抵抗、異音 〃

（７）点検カバー緩み、ビスの欠落 〃

（１）電源・電圧の状態 〃

（２）絶縁抵抗、漏電の状況 〃

（３）電気配線の引っ掛かり、損傷、断線の状態 〃

（４）リード線・コネクター線の結線、接続状態 〃

（１）開閉力、開閉速度、開タイマーの状況 〃

（２）減速時、反転時の扉の踊り具合  〃

（３）閉り側一時停止の位置、微動、クッションの状態 〃

（４）動作の円滑性、共通騒音の具合 〃

扉懸架装置

総合動作

操作部

検出装置

扉建具部

電気

2-8. 自動ドア　点検項目

駆動装置

点　検　内　容

概    要

制御装置



 

２-９. シャッター保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

定期点検は、別紙に定める点検項目及び既設納入メーカーの判定基準に準じ実施するこ

と。 

なお、作業責任者は｢日本シヤッター・ドア協会｣認定の｢防火シャッター保守点検専門技

術者」、または国土交通大臣登録「防火設備検査員」が行うこと。 

(2) 故障時点検 

シャッター及び防煙たれ壁が故障した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調

査を行い復旧すること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注

意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、広場及び通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

 (3) 点検は、通路閉鎖後に行うこと。 

 

 



 

 

５ 概要 

設置場所 型     式 数量 点検回数 

地下通路 

（市側共用） 

電動重量ｼｬｯﾀｰ 

特定防火設備、煙感知連動、 

２段停止式、３相 200Ｖ、EGR-30XG 

文化シヤッター㈱製 

４台 

年 1回 

地下通路 

（国側共用） 

電動重量ｼｬｯﾀｰ 

特定防火設備、煙感知連動、 

２段停止式、３相 200Ｖ、EGR-30XG（3台）、 

EGR-50XG（2台）、EGR-70XG（1台） 

文化シヤッター㈱製 

６台 

地上出入口部 

(共用） 

防煙たれ壁、 

スクリーン巻取り方式、煙感知連動 

落下方式：ブレーキ緩め方式 

スクリーン:不織布(ｶﾞﾗｽ繊維塩ﾋﾞｺｰﾃｨﾝｸﾞ) 

  文化シヤッター㈱製：27台 

三和シヤッター工業㈱製： 1台 

28 台 

 

市側 22 台 

国側 6台 

地下連絡通路 

（井門札幌ビル） 

電動ｼｬｯﾀｰ、 

照明スイッチ連動、３相 200Ｖ、EGR-30X 

     文化シヤッター㈱製 

１台 

地下連絡通路 

(札幌ノースプラザ) 

電動ｼｬｯﾀｰ 

照明スイッチ連動、３相 200Ｖ、SG2015 

     三和シヤッター工業㈱製 

１台 

地下連絡通路 

(札幌グランドホテル) 

電動ｼｬｯﾀｰ、 

照明スイッチ連動、３相 200Ｖ、EGM-18GT 

     文化シヤッター㈱製 

１台 

地下連絡通路 

(敷島ビル) 

電動ｼｬｯﾀｰ 

照明スイッチ連動、３相 200Ｖ、SG2015 

     三和シヤッター工業㈱製 

１台 

地下連絡通路 

(北海道ビルヂング) 

手動折戸式引戸ｼｬｯﾀｰ 

パネルーラー 

文化シヤッター㈱製 

※R6点検対象外 

１台 

 

 



  2-9. シャッター　点検項目

1

外 2

3

観 4

5

6

7

8

機 9

10

11

12

13

14

15

能 16

17

18

19

20

21

22

23

24

作 25

異常音の発生のないこと。

26

27

動 28

29

30

外 31 扉・枠・パネルに変形、損傷がないこと。

扉 観 32 変形、損傷、油漏れがないこと。閉鎖力を有すること。

・ 33 変形、損傷がなく、開閉順序が制御できること。

・ 機 34 両扉の間隔を完全にカバーしていること。

能 35 変形がなく堅固に取付いていること。

パ ・ 36 装置、メタルに変形、損傷及び錆がないこと。確実に作動するかの確認。

ネ 作 37 変形、損傷がないこと。可動部分に錆がなく確実に閉鎖するかの確認。

ル 動 38 床・枠に当たりのないこと。

39 煙(熱)をかけて作動確認。

 ＊点検は「日本シヤッター・ドア協会」認定の「防火シャッター保守点検専門技術者」が行う。

 ＊製品仕様により一部点検が不要な項目については点検対象外とする。

警告表示・操作説明ラベル 正しく貼付されているか｡

ヒューズ装置 装置、メタルに変形、損傷及び錆がないこと。確実に作動するかの確認。

手動閉鎖装置 変形、損傷がないこと。閉鎖確認を実際に行う。表示有無の確認。

リミットチェーンの張り具合、スプロケットとの芯のずれ。

リミットスイッチ・エマ－ゼンシスイッチの作動確認。

押ボタンスイッチ 蓋、旋錠の良否。押し具合、接点及び端子の緩みの確認。

点検口の状況 点検口の有無及び取付位置が適切で開閉に支障がないこと｡

降下位置障害 シャッターの降下ラインと障害となる物品との距離が適切であること｡

操作障害 押ボタンと手動閉鎖装置の取付位置｡

スプロケット相互の芯のずれ、変形及び破損の確認。スピルキィの状態、ローラ
チェーンの錆、摩耗や弛みの状態とジョイントの確認。

スプロケット・ローラチェーン

カウンター 実際に開閉してカウントするか確認。

固定ボルトの緩み、取付部の溶接のハガレ、モーターの過熱と異常音、
その他変形、損傷及び汚れがないこと｡

ブレーキ装置 中間停止ができ、ソレノイドが正常に働くこと｡

開閉機

チェーン又はハンドルが開閉機にセットされているか、支障なく操作できるか。
操作方法の表示があり判読できるか確認。

ワイヤロープの摩耗、損傷及びワイヤ車の変形・破損のないこと。 

スラットの片寄り、片下がり、変形・損傷がないこと。端金物の状態。 

シャフトに確実に固定されているか。

ケース・まぐさ・押し車 ケース・まぐさに変形、損傷がないこと。押し車の摩耗、取付回転状態。

シャフトに曲損、片寄り及びブラケットの取合いに無理がないこと。
カラーの固定状態､アンカー､固定ボルトの緩み､変形､損傷がなく円滑に回転する
こと。

座　板 変形・損傷がないこと。座板ネジは確実に締まっているか。

スピルキィの状態、ワイヤロープの固定状態と余巻のあること。
ロープ車・ワイヤロープ　

盤､ﾎﾞｯｸｽの変形､損傷がないこと｡端子の緩み等制御盤の作動状態の確認

リミットスイッチ

３．０～７．０ m/minであること。

絶縁抵抗 電動機主回路、制御回路、信号回路の確認。

遮煙装置 遮煙材と煙返しの破損、硬化、接触状況の確認。

電動・手動及び自動閉鎖装置により円滑に降下すること。  

降下速度

自動閉鎖装置

巻上状況 電動・手動操作により円滑に巻上がること。

巻取りシャフト・ブラケット

スラット・吊元

変形、損傷がないこと。連動部分は確実に接続され自動閉鎖が出来ること。

連動制御器・バッテリー 変形、損傷がないこと。バッテリーの耐用年数と容量の確認。

ガイドレール ガイドレールに変形、損傷及び錆がないこと。呑口の開き状態。

制御盤

順位調整器

召し合せ

無線装置 発信器による作動、バッテリーの容量の確認。

煙(熱)感知器 煙(熱)をかけて作動確認。 

障害物感知装置 作動確認とバッテリーの容量の確認。タッチアップの確認。

煙(熱)感知器･ﾋｭｰｽﾞﾃｽﾄ

降下状況

手動装置

電
動
・
手
動
シ
ャ
ッ

タ
ー

把手・錠

ヒューズ装置

自動閉鎖装置

開閉状況・閉鎖速度

枠・扉・パネルの変形損傷

ヒンジ・ドアチェックの状況



  2-9. シャッター　点検項目

1

2

3

4

8

9

11

12

13

14

15

16

18

19

 ＊点検は「日本シヤッター・ドア協会」認定の「防火シャッター保守点検専門技術者」が行う。

感知器に変形、損傷、ゴミ、結露がなく確実に取り付けられていること。感知器
の作動により確実に作動し、作動信号が制御に返ること。

巻
き
取
り
式
防
煙
た
れ
壁

点検口の状況 点検口の有無及び取付位置が適切で開閉に支障がないこと｡

降下位置障害 シャッターの降下ラインと障害となる物品との距離が適切であること｡

操作障害 押ボタンと手動閉鎖装置の取付位置｡ 操作環境。

警告表示・操作説明ラベル 正しく貼付されているか｡

ガイドレール

開閉機
固定ボルトの緩み、油漏れ、その他変形、損傷及び汚れ・錆がないこと｡
作動時に異常音がないこと。

繰り返し操作が容易にでき、ワイヤに折れ曲がり、ささくれがないこと。

亀裂・穴・しわの確認。片寄りが範囲内でレールから抜け出さないこと。 

座板

 ブレーキ・ストッパー装置

変形、損傷がないこと。座板ネジは確実にしまっているか。

巻上状況 異常音がなく、手動操作により円滑に巻上がること。

降下状況

煙り返し 変形、損傷がないこと。スクリーンとの隙間の確認。

手動閉鎖装置 変形、損傷がないこと。閉鎖確認を実際に行う。押し込み板の有無の確認。

 ＊製品仕様により一部点検が不要な項目については点検対象外とする。

外
　
観

機
　
　
能

5

6

7

異常音がなく、中間停止ができ、ストッパーが正常に働くこと。

 スプロケット・ローラチェーン
スプロケット相互の芯のずれ、歯車の変形及び破損の確認。錆、摩耗や弛みの状
態と回転状況の確認。

スクリーン

10

まぐさ 変形、損傷、溶接はがれがないこと。

 巻上げワイヤ・手動降下ワイヤ

自動閉鎖装置 変形、損傷がないこと。電線接続の緩み。ワイヤの緩み。制御電圧による作動。

作
　
動

17
スクリーンが手動操作にて適切な操作力で、確実に降下すること。可動レールが
スムーズに降下すること。

変形、損傷がないこと。降下完了後の可動レール・壁面の隙間の確認。

ガイドレールストッパー 変形、損傷がないこと。降下完了後に可動レールが停止すること。

降下速度 降下速度が異常に変化しないこと。

20 煙感知器連動



 

２-10．ロードヒーティング設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 日常点検 

   別表のロードヒーティング設備点検項目に基づき実施すること。 

(2) 定期点検 

① 開始前点検･････ロードヒーティング設備の運転開始前に実施すること。 

② 終了時点検･････ロードヒーティング設備の運転終了後に実施すること。 

＊定期点検は、ロードヒーティング設備の既設納入メーカーの点検項目及び判定基準に

準ずること。 

(3) 故障時点検 

ヒーティング設備が故障した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査を行

い復旧すること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不

注意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

 

４ 設備概要  

   

  メーカー：古河電気工業㈱製 

概要及び点検項目は別紙による。 

 

 



 2-10. ロードヒーティング設備  一覧

国 市 接続ﾋﾞﾙ 単位

制御盤 3φ3W200V

制御盤　1 北3条交差点　4要素制御　25回路(100V回路含む） 1 面

制御盤　2 北2条交差点　4要素制御　27回路(100V回路含む） 1 面

制御盤　3 北1条交差点　4要素制御　26回路(100V回路含む） 1 面

制御盤　4 4要素制御　8回路(100V回路含む） 1 面

制御盤　1 SH-1・2・3　外気温制御　6回路 1 面

制御盤　2 SH-4・5・6　外気温制御　6回路 1 面

制御盤　3 GH1SW北　外気温制御　4回路 1 面

発熱ユニット

ａﾀｲﾌﾟ 250W/㎡　25.3㎡　6.31kW  大同生命ビル階段 3 ﾕﾆｯﾄ

RH-2タイプ 250W/㎡　5.6㎡　1.39kW  札幌駅前通共同ビル階段 7 ﾕﾆｯﾄ

cﾀｲﾌﾟ 250W/㎡　8.6㎡　2.17kW  4SW 2 ﾕﾆｯﾄ

CH-1.2 250W/㎡　20.16㎡　5.04kW  三井JPﾋﾞﾙ階段7 2 ﾕﾆｯﾄ

CH-3 250W/㎡　7.25㎡　 1.81kW  三井JPﾋﾞﾙEVﾎｰﾙ 1 ﾕﾆｯﾄ

ａﾀｲﾌﾟ
250W/㎡　22.1㎡21.8㎡　5.63kW5.43kW
  2NE・2SW階段

10 ﾕﾆｯﾄ

bﾀｲﾌﾟ
250W/㎡　13.4㎡×2　3.47kW×2
  2SE・2NW階段

6 ﾕﾆｯﾄ

ａﾀｲﾌﾟ 250W/㎡　22.1㎡　5.63kW  1NE階段 5 ﾕﾆｯﾄ

bﾀｲﾌﾟ 250W/㎡　13.5㎡　3.45kW  1NW階段 3 ﾕﾆｯﾄ

ａﾀｲﾌﾟ 250W/㎡　22.1㎡　5.63kW  1SW階段 5 ﾕﾆｯﾄ

bﾀｲﾌﾟ 250W/㎡　13.5㎡　3.45kW  1SE階段 3 ﾕﾆｯﾄ

RH-1ﾀｲﾌﾟ 250W/㎡　14.7㎡　3.68kW  北洋ビル階段 1 ﾕﾆｯﾄ

RH-1ﾀｲﾌﾟ 250W/㎡　13.1㎡　3.28kW  大通西4ビル階段 2 ﾕﾆｯﾄ

ｶﾞﾗｽ制御盤1 スルーホール1・2・3 4.98kW　　SH1・2・3 6 面

ｶﾞﾗｽ制御盤2 スルーホール4・5・6 4.32kW　　SH4・5・6 6 面

ｶﾞﾗｽ制御盤3 スルーホール7・8 2.88kW　　SH7・8 4 面

仕　　　　様
数量

ロ
ー

ド
ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

Ｒ
Ｈ
制
御
盤
4

発
熱
ガ
ラ
ス

Ｒ
Ｈ
制
御
盤
2

Ｒ
Ｈ
制
御
盤
3

施設・機器等

Ｒ
Ｈ
制
御
盤
1



  2-10. ロードヒーティング設備  点検項目

日１回 週１回 月１回

1.ヒーター部 舗装面の点検　（目視） ○

各ユニットの絶縁抵抗測定（測定） 年２回

各ユニットの抵抗値測定（測定）

融雪状況の確認 ○

2.制御盤 外観点検　（目視） ○

　電気室受電盤 主幹電流測定　（測定）

端子等の接続部確認（増締)

表示、ヒューズ切れ確認（目視） ○

盤内清掃　（清掃）

ﾏｸﾞﾈｯﾄまたは、SSCの動作確認

　（目視、操作）

電源ON作業　（操作）

電源OFF作業　（操作）

3.センサー 外観点検　（目視）

動作確認　（操作）

抵抗値測定　（測定）

4.自動制御装置 外観点検　（目視）

設定値確認　（目視）

動作・機能確認　（測定）

端子接続部の確認（増締）

5.定期点検報告 点検報告書作成　（作成）

6.故障時点検報告 故障箇所原因調査

故障時点検報告書　（作成） 随時

4月及び
12月～3月

備　考

遅滞なく

○

区　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

 
ロ
　
ー

　
ド
　
ヒ
　
ー

　
テ
　
ィ

　
ン
　
グ
　
設
　
備

定期点検

日点検は

の5カ月間

終了点検
5月

開始点検
11月

遅滞なく



 

３．西２丁目地下歩道 

 

３-１．建築設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 日常点検 

日常点検は別紙に定める点検項目、頻度に基づき実施すること。 

(2) 残留塩素の検査 

電気温水器の水栓における水に含まれる遊離残留塩素の含有率を測定し、水質を確認

すること。 

① 検査周期 ：７日ごとに１回 

② 測定方法   :ＤＰＤ法又は同等以上の精度を有する方法 

(3）定期点検 

定期点検は、別紙の項目、頻度によるほか、メーカの点検項目及び判定基準に準じて

実施すること。 

(4) 施設情報総合管理 
施設情報の収集、蓄積、管理状況を集約し毎月１回、報告すること。 

(5) 故障時の点検 

各設備の不具合及び故障が発生した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査 

を行い復旧すること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の

不注意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。 

 

３ その他  

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2) この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進め 

ること。 

 

４ 設備概要 

  各設備の概要及び点検項目等は別紙による。 



 1) 受変電設備  一覧

引込施設

ハンドホール 1 基

ケーブル 北電

電線路 1 式

高圧受電・連絡母線・変電設備

引込盤(1)A PAS 1 面

引込盤(1)B PAS 1 面

引込盤(2) VCT　北電 1 面

受電盤A DS・VT・VCB.CT.OCR・UVM・MM・APFC-M 1 面

受電盤B DS・VT・VCB.CT.OCR・UVM・MM・APFC-M 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（1） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（2） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（3） VCS・SR・SC 1 面

電灯変圧器盤 LBS・CT・OCR・DA　T-1ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W100kVA 1 面

動力変圧器盤 LBS・CT・OCR・DA　T-2ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W200kVA 1 面

連絡母線 連絡高圧ケーブル 6kVFPT 100㎜2 1 式

電灯配電盤 9回路＋予備2回路＋所内電源1回路 1 面

動力配電盤 12回路＋予備2回路 1 面

保安装置

接地端子盤1 端子盤（屋内壁掛形）　A・B・C種　計9極　試験用端子 1 面

接地端子盤2 端子盤（屋内壁掛形）　A・B・C種　計4極　試験用端子 1 面

静止形電源設備

直流電源装置 SNS-150Ah.2V電池.54個　1組　（54ｾﾙ） 1 面

交流無停電電源装置 30kVA（180ｾﾙ）401.4V 1 面

低
圧

盤

接地設備

数量 単位施設・機器等 仕　　　　様

地
中
点
線
路

高
圧
盤



 1)　受変電設備　点検項目

月次 年次

ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 外観目視 損傷、浸水(※冬季を除く) 1回/6月

ｹｰﾌﾞﾙ配線 外観目視 端末処理部の損傷、亀裂 1回/年

電路全体 測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 接地抵抗測定 1回/年

本体 外観目視 汚損、損傷、腐食、操作紐切れ １回/日 1回/年

外観目視 ﾘｰﾄﾞ線、がいし部の変色、損傷 １回/日 1回/年

外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 １回/日 1回/年

試験 動作試験、開閉表示 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 接地抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月 1回/年

制御箱 外観目視 汚損、損傷、腐食 １回/日 1回/年

外観目視 継電器の故障表示 １回/日 1回/年

外観目視 制御線損傷、接続箇所の変色、ゆるみ １回/日 1回/年

外観目視 接地線外れ、損傷、断線 １回/日 1回/年

試験 動作試験 1回/年

本体 外観目視 異音、異臭、施錠状況 １回/日 1回/年

外観目視 損傷、変形、亀裂、汚損、腐食、結露 １回/日 1回/年

外観目視 高圧充電部の防護ｶﾊﾞｰ 1回/月 1回/年

増締め 端子のゆるみ 1回/年

接地線等 外観目視 接地線外れ、損傷、断線 1回/月

測定 接地抵抗測定 1回/年

指示計器 外観目視 損傷、汚損、指示状態 １回/日 1回/年

外観目視 信号灯・表示灯のランプチェック確認 1回/月 1回/年

試験 校正試験 必要時

表示灯 外観目視 不点、損傷、汚損 １回/日 1回/年

制御回路 外観目視 損傷、変色、過熱、 １回/月 1回/年

増締め 端子のゆるみ 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

断路器 外観目視 損傷、変形、汚損、腐食 1回/年

外観目視 接地線外れ、損傷、断線、変色、過熱 1回/年

試験 接触状態、可動状態 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月 1回/年

外観目視 操作機構の損傷、変形 1回/年

遮断器 外観目視 損傷、変形、汚損、腐食、亀裂 １回/日 1回/年

(本体) 外観目視 過熱、異音、異臭 １回/日 1回/年

外観目視 接地線外れ、損傷、断線 １回/日 1回/年

試験 接触状態、可動状態 1回/年

測定 VCB接触子消耗量測定 必要時

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月 1回/年

外観目視 操作部の損傷、変形、汚損、亀裂 １回/日 1回/年

外観目視 開閉表示 １回/日 1回/年

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ・接続部) 外観目視 損傷、変形、汚損、亀裂、過熱、変色、発錆 １回/日 1回/年

外観目視 損傷、亀裂、異音、異臭、汚損 １回/週 1回/年

外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 １回/週 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月 1回/年

外観目視 接続部の変色、過熱、ゆるみ １回/週 1回/年

外観目視 ﾋｭｰｽﾞの変色、経年劣化等 １回/週 1回/年

外観目視 損傷、汚損、動作表示の確認 １回/日 1回/年

試験 整定値、動作試験 1回/年

試験 動作特性試験 1回/年

試験 ｼｰｹﾝｽ連動試験 1回/年

変圧器 外観目視 損傷、変形、亀裂、温度、過熱、異音、異臭、 １回/週 1回/年

（本体） 汚損、腐食

外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 １回/週 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月 1回/年

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ・接続部) 外観目視 損傷、亀裂、汚損、変色、過熱、ゆるみ １回/週 1回/年

ｺﾝﾃﾞﾝｻ・ﾘｱｸﾄﾙ 外観目視 損傷、亀裂、汚損、漏油、ふくらみ、過熱 １回/週 1回/年

(本体) 外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 １回/週 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 温度測定(機器本体及び接続部)－非接触放射式温度計使用 1回/月 1回/年

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ・接続部) 外観目視 損傷、亀裂、汚損、漏油、変色、過熱、ゆるみ １回/週 1回/年

母線 外観目視 たるみ、損傷、過熱、腐食、接続部のゆるみ 1回/年

外観目視 支持物の損傷、脱落、汚損、亀裂 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

点検対象機器 点検方法

計器用

変成器

高
圧
機
器

点検項目
精密

開
閉
装
置
・
遮
断
装
置

日常
点検部位

盤

定　　期

周　　　期

引
込
施
設

高
圧
受
電
・
き
電
・
変
電
設
備

地中電線路

高
圧
交
流
負
荷
開
閉
器

保護継

電器等



 1)　受変電設備　点検項目

月次 年次

本体 外観目視 異音、異臭、施錠状況 １回/日 1回/年

外観目視 損傷、変形、亀裂、汚損、腐食、結露 １回/日 1回/年

外観目視 充電部の防護ｶﾊﾞｰ １回/年

増締め 端子部のゆるみ １回/年

接地線等 外観目視 接地線外れ、損傷、断線 １回/月 1回/年

測定 接地抵抗測定 １回/年

指示計器 外観目視 損傷、汚損、指示状態 １回/日 1回/年

試験 校正試験 必要時

表示灯 外観目視 不点、損傷、汚損 １回/日

制御回路 外観目視 損傷、変色、過熱、 １回/月 1回/年

増締め 端子部のゆるみ １回/年

測定 絶縁抵抗測定 １回/年

本体 外観目視 損傷、亀裂、汚損、漏油、ふくらみ、過熱 １回/月 1回/年

外観目視 接地線の外れ、損傷、断線 1回/年

測定 絶縁抵抗測定 1回/年

接続部 外観目視 損傷、亀裂、汚損、漏油、変色、過熱、ゆるみ 1回/年

外観目視 損傷、汚損 １回/月 1回/年

増締め 端子部の変色、ゆるみ １回/年

ヒューズ類 外観目視 変色、経年劣化等 １回/年

接地端子箱 外観目視 損傷、変形、汚損、腐食 １回/月 1回/年

外観目視 端子の損傷、変形 1回/年

増締め 端子部のゆるみ 1回/年

接地線等 外観目視 接地線の損傷、断線 １回/月

接地極 測定 接地抵抗測定 1回/年

外観 埋設票の損傷、汚損 １回/月

本体 外観目視 異音、異臭、施錠状況 １回/日・週 1回/年

外観目視 損傷、変形、亀裂、汚損、腐食、結露 １回/日・週 1回/年

増締め 端子部のゆるみ １回/年

接地線等 外観目視 接地線外れ、損傷、断線 １回/月 1回/年

測定 接地抵抗測定 １回/年

外観目視 損傷、変形、汚損、腐食、漏液、 １回/日・週 １回/月

外観目視 触媒栓、液位 １回/年

測定 電圧、液温、比重の測定 １回/年

外観目視 損傷、変形、汚損、腐食、動作状況 １回/月

測定 絶縁抵抗測定 １回/年

給気・排気ファン 外観目視 損傷、変形、汚損、腐食、固定、異音、異臭、 １回/月

・試験 振動、電圧、電流

消火器 外観目視 設置状況 １回/日

運転状況 外観目視 異音、異臭、温度、振動 １回/日 1回/年

本体 外観目視 損傷、汚損、固定状況 １回/日 1回/年

接地線等 外観目視 外れ、腐食、断線 1回/月 1回/年

測定等 測定 絶縁抵抗測定 １回/年

外観目視 変色、損傷、汚損、固定状況 １回/日 1回/年

外観目視 ﾗｯｸ・保護管等の損傷、支持状態、ゆるみ １回/日 1回/年

配線用遮断器 配線用遮断器 低圧配電設備に準ずる

ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 外観目視 損傷、浸水(※冬季を除く) 1回/6月

ｹｰﾌﾞﾙ配線 外観目視 端末処理部の損傷、亀裂 1回/年

電路全体 測定 絶縁抵抗測定 1回/年

測定 接地抵抗測定 1回/年

室内 外観目視 施錠、標識、漏水、整頓状況 １回/日

外観目視 設置状況 １回/日
消火器

低圧機器

低圧配線
・制御配線

点検方法

蓄電池

点検部位

受
電
室

蓄
電
池
設
備

低
圧
配
電
盤

負
荷
設
備

地中電線路

定　　期
精　密

接
地
設
備

盤

点検対象機器 点検項目

周　　　期

盤

保
安
装
置

配線用
遮断器等

コンデンサ

充電装置

日　常



2) 分電盤・動力制御盤設備　一覧

P-01 P-1 送･排風機用　5回路 1 面

P-02 P-2 排風機用　空調用　6回路 1 面

P-03 P-3 汚水・湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ用　防火・管理ｼｬｯﾀｰ用　7回路　 1 面

L-1 34回路　+　予備16回路 1 面

L-2 33回路　+　予備12回路 1 面

L-3 20回路　+　予備4回路 1 面

L-4 12回路　+　予備7回路 1 面

L-5 9回路　+　予備3回路 1 面

L-6 1回路　+　予備9回路 1 面

F-01 非常用ｺﾝｾﾝﾄ 防災ﾕﾆｯﾄA 1 面

F-02 非常用ｺﾝｾﾝﾄ 防災ﾕﾆｯﾄB 1 面

F-03 非常用ｺﾝｾﾝﾄ 防災ﾕﾆｯﾄC 1 面

H-01-1 4回路　+　予備1回路 1 面

H-01-2 5回路　+　予備1回路 1 面

H-01-3 12回路　+　予備6回路 1 面

H-01-4 2回路　+　予備1回路 1 面

U-01-1 14回路　+　予備5回路 1 面

U-01-2 7回路　+　予備1回路 1 面

U-01-3 11回路　+　予備5回路 1 面

U-01-4 1回路　+　予備1回路 1 面

　　　― 256回路用（フル2線式） 1 面

低
圧
配
電
盤
・
分
電
盤

動
力
制
御
盤

電
灯
分
電
盤

非
常
用
コ
ン

セ
ン
ト
盤

非
常
照
明
分
電
盤

照
明
制
御
盤

仕　　　　様 数量 単位施設・機器等



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

年1回

盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○ ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○ ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○ ○ ○

変色の有無 ○ ○

各開閉器等の状態 ○ ○

○

導電部の緩みの有無 ○

端子等の接続部確認 ○

機器取付状態の良否 ○

○

○ ○

運転電流、電圧の測定 ○

○

○

ｲﾝﾊﾞｰﾀ用冷却ﾌｧﾝの作動状態 ○

○

警報装置の動作確認 ○

液面継電器の動作試験 ○

○

端子等の接続部確認 ○

絶縁抵抗測定 ○

(3) 接地線等 接地線外れ、損傷、断線状態 ○

　　表示灯 不点、損傷、汚損状態 ○

(4) 指示計器 損傷、汚損、指示状態 ○ ○

校正試験 ○

盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○ ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○ ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○ ○ ○

変色の有無 ○ ○

各開閉器等の状態 ○ ○

○

導電部の緩みの有無 ○

端子等の接続部確認 ○

2）分電盤・動力制御盤設備　点検項目

分
電
盤
・
動
力
盤
設
備

(2) 機器・制御回路

動力制御盤設備

備考
定期点検

電灯分電盤設備

ｲﾝﾊﾞｰﾀの相間出力電圧、電流のﾊﾞﾗﾝｽ確認

指示計器、表示操作類の記録確認

　日　常　点　検

分電盤・動力盤設備

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目

自動、連動運転等ｼｽﾃﾑ運転の確認

指示計器、表示操作類の記録確認

液面電極、ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ等の状態確認

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器）による動作確認

異音、異臭、発熱、変色等の有無

ﾌｧﾝ部のごみの付着、汚損の有無



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

(2) 機器 機器取付状態の良否 ○

○

○ ○

電流、電圧の測定 ○

端子等の接続部確認 ○

絶縁抵抗測定 ○

(3) 接地線等 接地線外れ、損傷、断線状態 ○

盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○ ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○ ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○ ○ ○

変色の有無 ○ ○

各開閉器等の状態 ○ ○

○

導電部の緩みの有無 ○

端子等の接続部確認 ○

(2) 機器 機器取付状態の良否 ○

○

○ ○

電流、電圧の測定 ○

端子等の接続部確認 ○

絶縁抵抗測定 ○

(3) 接地線等 接地線外れ、損傷、断線状態 ○

盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○ ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○ ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○ ○ ○

変色の有無 ○ ○

各開閉器等の状態 ○ ○

○

導電部の緩みの有無 ○

端子等の接続部確認 ○

2）分電盤・動力制御盤設備　点検項目

分
電
盤
・
動
力
盤
設
備

備考
定期点検

電灯分電盤設備

ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器）による動作確認

非常照明分電盤設備

ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器）による動作確認

非常用コンセント盤設備

　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

　　区　　　　　　分

異音、異臭、発熱、変色等の有無

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

指示計器、表示操作類の記録確認

異音、異臭、発熱、変色等の有無

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

指示計器、表示操作類の記録確認



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

非常照明分電盤設備 機器取付状態の良否 ○

(2) 機器 ○

○ ○

電流、電圧の測定 ○

端子等の接続部確認 ○

絶縁抵抗測定 ○

(3) 接地線等 ○

共通 清掃 ○

照明制御盤 盤の取付状態確認 ○

(1) 本体 ○

腐食、結露、過熱等の有無 ○

異音、異臭、施錠状況確認 ○

変色の有無 ○

清掃  ○

2）分電盤・動力制御盤設備　点検項目

備考

ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器）による動作確認

　　区　　　　　　分

分
電
盤
・
動
力
制
御
盤
設
備

損傷、変形、亀裂、汚損の有無

　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

接地線外れ、損傷、断線状態

異音、異臭、発熱、変色等の有無



 

3) 直流電源設備  一覧

冷却方式：自然冷却 制御弁式据置鉛蓄電池

整流方法：サイリスタ整流方式 （長寿命型）

制御方式：ｻｲﾘｽﾀ自動定電圧制御 ＭＥＳＸ-１５０

定格電流：２０A

3) 直流電源設備　点検項目

日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

外箱の外観、計器、扉等の点検 ○ ○ ○ ○

表示灯、ｽｲｯﾁ等の変形、損傷、汚れ等有無 ○ ○ ○

表示灯類の点灯状態確認 ○ ○

各部品の汚損、損傷、温度上昇の有無 ○ ○

各部品の過熱、変色、異音、異臭等の有無 ○ ○

固定金具、杖付ﾎﾞﾙﾄ等の変形、緩み等の有無 ○

警報動作試験 ○

開閉器等の変形、損傷等の有無 ○ ○

過放電防止装置等の設定値、動作確認 ○

自動回復充電の動作確認 ○

常用、非常用電源の自動切替確認 ○

内部配線、端子等接続部の緩み確認 ○

絶縁抵抗測定（一次・二次相互間等） ○

清掃 ○

全ｾﾙの電槽、ふた等の変形、損傷の有無 ○ ○ ○

全ｾﾙの各種栓体、ﾊﾟｯｷﾝ等のき裂、漏液有無 ○ ○ ○

蓄電池の交換時期の確認 ○ ○

架台、外箱の変形、損傷等の有無 ○ ○

転倒防止枠、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等の変形、損傷有無 ○

蓄電池端子と配線接続部の発熱、損傷等有無 ○

蓄電池間の発熱、損傷、腐食等の有無 ○

蓄電池総電圧の測定 ○ ○

総出力電圧の確認 ○

清掃  ○

1

１５０Ａｈ/１０ＨＲ

蓄　電　池整　流　器用　途

　　区　　分

数量

直
流
電
源
設
備

(2) 蓄電池

備考　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

(1) 整流装置

操作・制御用



 

冷却方式：風冷

　　操作・制御用 浮動充電電圧：４０１．４V 1

定格出力容量：３０kVA　　（１８０セル）

4) 交流無停電電源設備  点検項目

日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

交流無停電電源設備 ○

○ ○ ○

異常音、異臭等の有無 ○ ○ ○

支持ﾎﾞﾙﾄ等の緩みの有無 ○

○

表示灯・ｽｲｯﾁの汚れ、損傷の確認 ○

入力、出力電圧の確認 ○

○

蓄電池の変形、損傷の有無 ○ ○

○

定期点検
備考

装置の過熱、ほこり等の付着の有無

交
流
無
停
電
電
源
設
備

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄの変形、損傷、変色等の有無

ﾊﾟﾈﾙ表示、操作部等の操作、表示機能

蓄電池運転、復電時、交流直送への切替試験

蓄電池のき裂、液漏れ等の有無

用　途

面

4) 交流無停電電源設備  一覧

数量 単位交流無停電電源装置

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検



 5) 照明器具点検　一覧

電灯設備

LED灯 LED直付天井灯、LEDﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ、LEDﾌﾞﾗｹｯﾄ等 449 台

建築関係防災設備

非常用照明設備

非常用照明器具 86 台

施設・機器等 仕　　　　様 数量 単位



 5) 照明器具　点検項目

日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

電灯設備 照明器具の点灯状態 ○

　照明器具 ○

○

管球の異常なちらつき等の有無 ○

点灯時の異常音の有無 ○

○

管球、反射板、ｶﾊﾞｰ等の清掃 ○

○

○

　照明器具 ○

管球の異常なちらつき等の有無 ○

点灯時の異常音の有無 ○

○

○

周囲の視覚障害の有無 ○

非常用電源で30分以上の点灯 ○

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ回路での点灯確認 ○

照度測定 ○

管球、反射板、ｶﾊﾞｰ等の清掃 ○

対象面積 1,573ｍ
2

ｿｹｯﾄ部の変形、ぐらつき等の状況

ﾙｰﾊﾞｰ、透光性ｶﾊﾞｰの汚損、破損等の有無

非常照明設備

反射板、枠の汚損、損傷、変色等の有無

安定器の変形、変色、さび等の有無

ｿｹｯﾄ部の変形、ぐらつき等の状況

反射板、枠の汚損、損傷、変色等の有無

ﾙｰﾊﾞｰ、透光性ｶﾊﾞｰの汚損、破損等の有無

安定器の変形、変色、さび等の有無

備考　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

照
明
器
具



 6) 照明器具清掃　一覧

電灯設備

SP-1 LED直付天井灯 35 台

SP-2 LED直付天井灯 8 台

SP-3 LED直付天井灯（ｸﾞﾚｱ分類G1ｂ） 7 台

SP-4 LED直付天井灯（防雨防湿型） 2 台

SP-5 LEDﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ 39 台

SP-6 LEDﾌﾞﾗｹｯﾄ 28 台

SP-7 LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ 1 台

SP-8 LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ（350形） 277 台

SP-9 LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ（200形） 30 台

SP-10 LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ（200形） 1 台

SP-11 LEDｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ（550形） 3 台

SP-12 LEDｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ（350形） 15 台

SP-13 LEDｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ 3 台

建築関係防災設備

非常用照明設備

a75 非常用照明器具 69 台

b75 非常用照明器具 17 台

日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

照明器具清掃

　日　常　点　検 定期点検

仕　　　　様

備考

単位

反射板、枠、ﾙｰﾊﾞｰ透光性ｶﾊﾞｰ、

○管球等の清掃 

数量

6) 照明器具清掃　清掃項目

施設・機器等

区　　　　分 　　清　　掃　　項　　目



 

7) 防犯・入退室管理設備　一覧

防犯・入室管理設備 三菱電機㈱

電気錠装置

1 面

2 面

非常通報設備

11 台

8 台

1 台

2 台

1 台

5 台

5 台

7) 防犯・入退室管理設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

○ 年１回

○ 年１回

　　 ○ 年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) ○ 年１回

各種異常表示の確認 ○ 年１回

○ 年１回

火災時の解錠動作確認 ○ 年１回

電源電圧の測定確認 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

(2) 各センサー ○ 年１回

各ｾﾝｻｰの動作確認 ○ 年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) ○ 年１回

電源電圧の測定確認 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

(3) 非常通報電話 ○ 年１回

○ 年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) ○ 年１回

動作確認試験 ○ 年１回

電源電圧の測定確認 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

(4) 非常通報押釦 ○ 年１回

動作確認試験 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

(5) 共通事項 外観点検・機能点検 ○ 年１回

各機器の清掃 ○ 年１回

システム動作試験 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

露出型　ﾗｳﾝﾄﾞ警戒

相互型（12局用）

ﾄﾞｱﾎﾝ（3局用）

点字案内文字付×１台、点字案内文字無×１台

非常通報電話親機 10局用

非常通報電話子機

自動扉制御盤

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

防犯・入退室管理設備 制御盤の据付状態、汚れ損傷有無

施解錠、許可設定等の動作確認

ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能等の動作確認

定期点検 備考

仕　　　　様

電気錠
4扉用自動扉制御盤

数量 単位

ﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻｰ

ｲﾝﾀｰﾎﾝ親機

ｲﾝﾀｰﾎﾝ親機

ﾄﾞｱﾎﾝ子機

機器の据付状態、汚れ損傷有無

機器の据付状態、汚れ損傷有無

音量、明瞭度、雑音等の有無

各ｾﾝｻｰの据付状態、汚れ損傷有無

施解錠信号による扉等の動作確認

施設・機器等

防
犯
・
入
退
室
管
理
設
備

(1) 自動扉制御盤

非常押釦

非常通報電話・押釦：ｱｲﾎﾝ㈱製



 

情報表示設備 ㈱エクシオテック

ﾉｰﾄPC

片面型　1段12文字3色LED

8) 情報表示設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

情報表示設備 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

(1) 表示装置 各ﾒｯｾｰｼﾞ表示の出力動作確認 ○ 年１回

    操作制御部 ﾊﾞｯﾃﾘｰ電源確認  ○ 年１回

各ﾒｯｾｰｼﾞﾃﾞｰﾀｰ確認 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

(2) 配信制御装置 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

電源電圧の測定確認 ○ 年１回

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧確認 ○ 年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換（1個）

調整、動作確認等含む

(3) 情報表示ボード 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

電源電圧の測定確認 ○ 年１回

各ﾗﾝﾌﾟ点灯状態確認(LED) ○ 年１回

各ﾒｯｾｰｼﾞ表示確認 ○ 年１回

ﾒｯｾｰｼﾞ優先順位表示確認 ○ 年１回

ﾌﾗｯｼｭﾗｲﾄ動作確認 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○ 年１回

(4) 共通事項 外観点検・機能点検 ○ 年１回

各機器の清掃 ○ 年１回

システム動作試験 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

8) 情報表示設備　一覧

数量 単位

1

9

1

台

台

台

情
報
表
示
設
備

配信制御装置部品交換計画

　日　常　点　検

5年毎
R6予定

定期点検 備　考

施設・機器等 仕　　　　様

情報表示ﾎﾞｰﾄﾞ

配信制御装置

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目

操作制御器



 

誘導支援設備

音声誘導装置 ㈱エクシオテック

音声案内誘導装置 分離型、屋内型、交互鳴動型

音声案内誘導装置 分離型、屋内型、3台交互鳴動型

音声案内誘導装置 分離型、寒冷地型

音声案内誘導装置 分離型、屋内型、階段ｾﾝｻ型

ｽﾋﾟｰｶｰ 天井埋込　防滴型　3W 8Ω

ﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻｰ 露出型　立体警戒

9) 誘導支援設備  点検項目

日１回 週１回 月１回

誘導支援設備 機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○

(1) 音声誘導装置 基本動作試験 ○

送信距離試験 ○

受信距離試験 ○

ｽﾋﾟｰｶｰの音量、音量等の有無 ○

ﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻｰ動作試験 ○

音声ｶｰﾄﾞ動作試験 ○

ｱﾝﾃﾅの据付状態、汚れ損傷有無 ○

各端子、ｺﾈｸﾀｰ接続状況確認 ○

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○

(2) 共通事項 外観点検・機能点検 ○

各機器の清掃 ○

システム動作試験 ○

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○

年１回

年１回

台

台

台

台

台

年１回

年１回

誘
導
支
援
設
備

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

年１回

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

定期点検 備考

9) 誘導支援設備  一覧

施設・機器等 仕　　　　様

音
声
案
内
誘
導
装
置

セ
ン
サ
ー

数量

2

2

2

1

12

1

単位

台



10) 空調設備　一覧

送排風機・全熱交換型換気扇

SF-1 送風機 18,500㎥/h×440Pa   7.5kW　 2 台

SF-2 送風機  2,400㎥/h×280Pa   1.5kW　 1 台

SF-3 送風機  2,400㎥/h×260Pa   1.5kW　 1 台

EF-1 排風機 18,500㎥/h×490Pa   7.5kW　 2 台

EF-2 排風機  2,400㎥/h×120Pa   0.75kW　 1 台

EF-3 排風機  2,400㎥/h×180Pa   0.75kW　 1 台

EF-4 排風機     50㎥/h× 60Pa    39W　 1 台

HEU-1 全熱交換型換気扇    450㎥/h×270Pa　 0.545kW 1 台

フィルターユニット

FU-1 フィルターユニット 処理風量 18,500㎥/h 2 台

FU-2 フィルターユニット 処理風量  2,400㎥/h 1 台

FU-3 フィルターユニット 処理風量  2,400㎥/h 1 台

FU-4 フィルターユニット 処理風量    450㎥/h 1 台

パッケージエアコン

PAC1-1 室内機 天井露出　　　冷房14.0kW  暖房16.0kW 2 台

PAC-1 室外機
冷暖房切換型　冷房28.0kW  暖房31.5kW
圧縮機4.26×2kW　法定冷凍能力4.06t

1 台

ダンパー・吹出口・吸込口・ガラリ

ダンパー VD・MD・FD 57 個

吹出口・吸込口 53 個

ガラリ 2 箇所

単位施設・機器等 仕　　　　様 数量



 10) 空調設備　点検項目

日１回 週１回 月１回

送排風機設備 運転・監視記録 ○

送風機 外観、汚れの有無 ○ ○ ６ヶ月に１回

排風機 各部の異常音、異常振動の有無 ○ ○ ６ヶ月に１回

全熱交換型換気扇 腐食、ﾎﾞﾙﾄの緩み ○ ６ヶ月に１回

フィルターユニット ○ ６ヶ月に１回

軸受けの発熱、異常音、振動 ○ ６ヶ月に１回

基礎、架台、基礎ﾎﾞﾙﾄのき裂及び 　

曲がり、緩み、損傷等の点検 　

電動機の回転方向 　 ○

絶縁抵抗値の測定・記録 　 ○

羽根車の汚れ、さび、回転ﾊﾞﾗﾝｽ 　 ○

ﾌｨﾙﾀｰの詰まり、損傷の有無 ○

○ ○

ダンパーの作動の良否点検 ○

接続部の空気漏れ、ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

吹出口 吹出口、吸込口の汚れの有無 ○

吸込口 吹出口、吸込口の取付部の緩み ○

　 ○

運転・監視記録 ○

異常音、異常振動の有無 ○

○

汚れの状況 ○

フロン排出抑制法に基づく簡易点検 ○

フロン排出抑制法に基づく定期点検

　

　

異常音、異常振動の有無 ○

ドレン排水に支障がないこと ○

汚れの状況 ○

　

　

区　　　　　　分 点　　検　　項　　目
日　常　点　検

定期点検 備　考

電動機の発熱、運転電流が規定値以下

空
　
調
　
設
　
備

全熱交換機点検（建築保全業務共通仕様
書P116、P117による。）

○ ６ヶ月に１回

○ ６ヶ月に１回

１年に１回

６ヶ月に１回

○

１年に１回

その他建築保全業務共通仕様書による。P107～109 ６ヶ月に１回

防虫網を外し、各器具及びチャンバー室
内部も清掃

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ、換気口設備 １年に１回

ダンパー（VD,MD,CD） １年に１回

６ヶ月に１回

６ヶ月に１回

その他建築保全業務共通仕様書による。P127

１年に１回
※吹出口・吸込
口については、
１年に２回

換気用チャンバー室
OAｶﾞﾗﾘ(2,200×1,400)
EAｶﾞﾗﾘ(2,200×1,725)

電動機の電流値

３ヶ月に１回

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ類

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機

１年に１回

その他建築保全業務共通仕様書による。
P111、112

○
ｼｰｽﾞﾝIN
(冷房・暖房)

３年に１回
※次回R9年度

その他建築保全業務共通仕様書による。
P100～102

○
ｼｰｽﾞﾝIN
(冷房・暖房)

パッケージエアコン



11）衛生設備　一覧

汚水槽・雑排水槽

汚水槽 2.1㎥ 1 基

湧水槽 2.1㎥、15.9㎥ 2 基

排水ポンプ

DP-1汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式50φ　50ℓ/min　 12.8m　1.5kW 1 台

DP-2湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式50φ　30ℓ/min 　12.8m　0.4kW 1 台

DP-3湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式65φ　300ℓ/min　 14.7m　2.2kW 2 台

DP-4雑排水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 樹脂性タンク一体型 25φ　70ℓ/min　4m　0.38kW 2 台

市役所湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ 脱着式50φ　50ℓ/min　 11.0m　0.75kW 2 台

電気温水器

電気温水器 壁掛型　20ℓ　2.0kW 1 台

衛生器具

台所流し・掃除流し 2 個

大便器 タンク方式 1 個

弁類

弁類 50A未満 11 個

弁類 50A以上100A未満 12 個

施設・機器等 仕　　　　様 単位数量



 11) 衛生設備　点検項目

日１回 週１回 月１回生
　
設

水槽清掃 汚水槽 　 ○ ６か月に１回

湧水槽 　 ○ ６か月に１回

水槽点検 水槽内浮遊物・沈殿物の点検 ○ ６か月に１回

汚水槽 損傷・亀裂・漏水の点検 ○ ６か月に１回

湧水槽 マンホールの密閉状態の確認 ○ ６か月に１回

○ ６か月に１回

○ ６か月に１回

ポンプ点検 計器指示値の確認、記録 ○

水中ポンプ 揚水機能の確認 ○

（汚水槽・湧水槽） 運転中振動・異音の点検 ○

絶縁抵抗値の測定・記録 ○

自動交互・追従運転の確認 ○

運転時間計の確認・記録 ○

チャッキバルブの点検 ○

フロートスイッチの動作点検 ○ １年に１回

本体腐食・損傷の点検 ○ １年に１回

○ １年に１回

○ １年に１回

○

電気温水器点検 ボールタップ作動の良否 ○

減圧弁、逃がし弁の作動 ○ ６か月に１回

固定部の緩み、変形、腐食等 ○ １年に１回

○ １年に１回

絶縁抵抗値の測定・記録 ○ １年に１回

○ １年に１回

配管の水漏れ、変形、腐食等 ○ １年に１回

○ １年に１回

衛生器具点検 陶器類破損の点検 ○ ６か月に１回

流し 大小便器の点検 ○ ６か月に１回

大便器（タンク式） 洗浄装置・水量の点検 ○ ６か月に１回

水栓類取付部漏水の点検 ○ ６か月に１回

排水詰まりの点検 ○ ６か月に１回

トラップ封水切れの点検 ○ ６か月に１回

○ ６か月に１回

弁類 開閉及び作動の良否の点検 ○ １年に１回

○ １年に１回

○ １年に１回

水質の保持 給湯水（外観検査） ○

給湯水 給湯水（残留塩素測定） ○

・防災センター

定期点検区　　　　　　分 備　考
日　常　点　検

点　　検　　項　　目

流体の漏れ及び腐食、損傷の有無

その他建築保全業務共通仕様書に
よる。P126

ケーブルの損傷・劣化等の点検

配管接続部変形・腐食・損傷等の点検

その他建築保全業務共通仕様書に
よる。P124

年２回及び年１回

外筒、内筒ボールタップの点検

温度調節器、過熱防止器の作動

その他建築保全業務共通仕様書による。P128

※施設の閉鎖時間帯

(夜間)に実施すること。

その他建築保全業務共通仕様書による。P120

ストレーナの点検
(塵芥等によるつまり確認含む)

その他建築保全業務共通仕様書に
よる。P122、123



12)　環境測定

１ 空気環境測定箇所

№ 名　　称 測定位置 空調機等系統 備　考

1 外気 ＥＶ－NO.１付近屋外

2 休憩室更衣室 HEU-1

3 清掃員控室 HEU-1

4 防災センター
PAC1-1
HEU-1

5 防災センター前室 HEU-1

6 地下通路１ 柱N1付近
SF-1
EF-1

7 地下通路２ 柱N7-N6付近
SF-1
EF-1

8 地下通路３ 柱N13-N14付近
SF-1
EF-1

9 地下通路４ 柱N22-N21付近
SF-1
EF-1

２　空気環境測定項目（測定方法、頻度等は、建築物における衛生的環境の確保に関する法律による）

　気流測定 ２か月に１回

　照度測定 ６か月に１回

　騒音測定 ６か月に１回

　浮遊粉じん測定 ２か月に１回

　温度測定 ２か月に１回

　相対湿度測定 ２か月に１回

項　　目 周　期

　ＣＯ測定 ２か月に１回

　ＣＯ2測定 ２か月に１回



３　ねずみ等防除点検施工箇所

ねずみ・害虫点検箇所
数

害虫用粘着シート箇所
数

15 15

４　ねずみ等防除点検施工内容

① 状況調査・点検

月1回定期的に現場を巡回し、下記について作業報告書により報告する。

イ.　ねずみに関しては、出没場所または出没予想場所・足跡(ラットサイン)・脱糞等の状況調査

　を行い、ねずみの種類、推定棲息数、嗜好性などの確認、発生源、棲息場所等を把握する。

ロ.　害虫に関しては、ネズミの点検と合わせ脱糞・脱皮・しみ等の確認し、発生源、棲息場所等

　を把握する。

     なお、発生源には害虫用トラップ（粘着シート共）を設置すること。

② 調査用資材・薬剤

・ねずみ用点検トラップ（年3回交換）

・ねずみ用無毒餌（年3回交換）

・害虫用トラップ（年1回交換）

・害虫用粘着シート（年3回交換）

・害虫防除用薬剤（フェニトロチオン10％同等品：6ℓ）

③ 同定

防除対象を正しく決定するため、棲息状況・採取等から調査し、種名を確認する。

④ 防除計画

調査をもとに状況に応じて防除計画を立てる。

イ.　人畜にもっとも安全な方法。

ロ.　不快な結果をまねかない状況。

ハ.　その他、多種多様な方法を検討し、防除に最適な方法を選択する。

⑤ 剤型と散布法

防除の目的や使用場所に応じて、乳剤・粒剤・吊下に使い分ける。

散布量については、定められた効能または効果に従い、用法及び用量を厳守して使用する。



13) 建築　一覧

外部

屋根

陸屋根（階段室、換気塔） アルミハニカムパネル 67 ㎡

外壁

コンクリート打ち放し（階段） 撥水材塗布 29 ㎡

金属パネル（階段） アルミパネル及びステンレス 26 ㎡

軒天井

軒天井（階段室、換気棟） 金属ﾊﾟﾈﾙ 18 ㎡

外部床

ポーチ 高熱伝導コンクリート 5 ㎡

外部建具

扉及び枠（排気塔） 2 箇所

窓及び枠(階段：窓面積) ガラス 93 ㎡

内部

内壁・柱・はり

塗装・石等 化粧ケイカル、金属パネル等含 2,057 ㎡

コンクリートブロック壁等 70 ㎡

便所隔て及び扉 1 ブース

天井

仕上げ材 金属パネル・ルーバー及びボード 1,274 ㎡

コンクリート天井 305 ㎡

点検口 68 箇所

仕上げ材 吸音材 77 ㎡

床

磁器タイル、ビニル床タイル等 1,573 ㎡

ピット 3 ㎡

フリーアクセス・アジャスターフロアー 44 ㎡

階段

手摺 138 ｍ

壁 金属パネル 257 ㎡

床 磁器タイル、御影石 134 ㎡

天井・段裏 金属パネル・ルーバー 91 ㎡

建具

扉及び枠 19 箇所

窓及び枠(窓面積) 2 ㎡

窓及び枠(可動部) 1 箇所

数量施設・機器等 仕　　　　様 単位



 13) 建築　点検項目

点　　検　　項　　目

日１回 週１回 月１回 年4回

１.陸屋根 排水状態の良否 ○

　 堆積物及びごみの有無 　 ○

　 植物の有無 ○

　 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

２．外壁 仕上げ材の異常の有無 ○

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

３．軒天井 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

４．ポーチ 排水状態の良否 ○

通行の妨げになる物品の有無 ○

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

５．外部扉及び枠 建具及びその周囲からの漏水の有無 ○

異常音の有無 ○

施錠状況の良否 ○

ガラス部分がある場合は、傷、破損等の有無 ○

避難扉及びシャッターの開閉の妨げになる

障害物の有無

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

６．外部窓及び枠 建具及びその周囲からの漏水の有無 ○

異常音の有無 ○

施錠状況の良否 ○

有害な影響を与える結露の有無 ○

開閉動作状況の良否 ○

ガラス部分がある場合は、傷、破損等の有無 ○

建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

７．内壁・柱・はり 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

８．内部天井 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

９．内部床 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

10．内部階段 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

11．内部建具 建築保全業務共通仕様書による。 　 ○ 年1回

定期点検

建
　
　
　
築

備　考
日　常　点　検

○

区　　　　　　分



13）建築

1 　年1回定期的に現場を巡回し、下記の点検項目及び製造メーカーの判定基準に

準じて、作業報告書により報告する。

点検項目

2 　構成部品について、交換の必要が生じた場合は有償とし、委託者の負担とする。

付属金物　一式

フランス落シ 増田 ＯＤ－５０７ 1

シリンダー錠 美和 ＤＡ－１　ＢＳ３８ＤＴ５０ 1

フロアヒンジ ニュースター Ｈ-１３００ 2

押棒 ユニオン 2

点検箇所
大通駅側地下（東側）　大Ｂ－１

大通駅側地下（東側）　大Ｂ－２

品名 メーカー 品番

三和シヤッター工業㈱製

数量 備考

フランス落シ 増田 ＯＤ－５０７ 1

シリンダー錠 美和 ＤＡ－１　ＢＳ３８ＤＴ５０ 1

フロアヒンジ ニュースター Ｈ-１３００ 2

三和シヤッター工業㈱製

押棒 ユニオン 2

　扉手動開閉装置点検施工箇所・部品一覧

　扉手動開閉装置点検施工内容

付属金物　一式

点検箇所
大通駅側地下（西側）　大Ａ－１

大通駅側地下（西側）　大Ａ－２

品名 メーカー 品番 数量 備考

  扉手動開閉装置点検

（1）点検カバーの取付状態、ビス類の欠落の点検を行う。

（2）扉上下の隙間、建付の状態を確認し点検を行う。

（3）錠前のかかり具合を確認し点検を行う。（本締電気錠を含む）



 

３-２．自家用電気工作物保安管理業務 詳細仕様書 

1 業務内容 

(1) 電気事業法第 39条に係る自家用電気工作物の保安管理 

(2) 自家用電気工作物等の点検、測定、試験、操作、点検報告書の提出 

ア  季節により運転・休止を行う設備は、遮断器の投入・引外し等の必要な操作及び確認を行う。 

イ  各点検後は速やかに点検報告書を作成し、業務主任に提出すること。 

(3) 自家用電気工作物の設置又は変更について、主務官庁に対して申請書または届出を必要とする場合に

おける書類、図面等の作成及び手続きの指導、代行を行う。 

(4) 保安上必要な検査業務 

(5) 事故発生等の緊急対応 

ア  緊急出動を行う。 

イ  電気事故の拡大防止のために必要な応急処置、仮復旧及び指示・指導を行う。 

ウ  緊急時には受託者自らが応急処置の作業を行うこと。なお、応急措置に資材等が必要となる場合

は、原則として委託者側が準備するものとする。 

エ  事故・故障の発生や発生の恐れの連絡を業務主任等から受けた場合は、電気主任技術者又は代務

者が現状確認し、送電停止、電気工作物の切り離し等の安全確保の措置を行う。 

オ  電気主任技術者又は代務者が、事故・故障の状況に応じて臨時点検を行う。 

カ  事故・故障の原因が判明した場合は、電気主任技術者または代務者が、同様の事故・故障を再発

させないための対策について、委託者に依頼又は助言を行う。 

キ  電気関係報告規則に基づく事故報告を行う必要がある場合、電気主任技術者または代務者が委託

者に対し事故報告するよう連絡するとともに、報告に際し委託者が求める必要な協力を行うこと。 

(6) 電気工作物に関する技術指導 

  点検の結果、改修を要する事項や取扱上注意すべきことが発見された場合は、報告書等の書類に記録

し報告するとともに、必要な処置または取扱について指導・助言を行うこと。また、電気工作物に異

常が発生する恐れがある場合についても同様とする。 

(7) 電気設備台帳の作成、整理 

  受託者は、契約後速やかに下記事項に該当する書類及び台帳を作成すること 

ア  当該施設の維持管理上必要な単線結線図等の書類を作成し、現地に保管及び常時携帯すること。 

イ  当該施設の電気工作物について、各機器の更新履歴等を記載した台帳(機器履歴台帳)を作成し、

現地に保管すること。 

 

２ 点検測定 

自家用電気工作物の点検測定は、下記の点検頻度、点検・測定試験基準を厳守し、委託者が策定する保

安 

規程に定める基準による。 

(1) 点検頻度、点検・測定試験基準 

  “3-1.建築設備保守点検業務 1)受変電設備 一覧、点検項目”に兼ねる 

 



 

(2) 定例外点検（年次点検） 

定例外精密点検を実施すること。点検結果は、記録し提出すること。 

 (3) 点検記録等の保存期間は保安規定による。 

 

３ 電気設備点検に伴う全停電時間 

営業時間終了後の 1時 30分～5時 00分とする。※点検用の電源を確保すること。（発電機 3kVA 程度） 

 

４ 緊急時の体制 

電気事故発生時等、緊急時の連絡体制及び出動体制を整備し、施設に迅速に保安業務担当者等が到着で

きる体制を確立すること。また、平日の営業時間外及び休日・祝祭日においても、24 時間、緊急時の連

絡体制及び出動体制を確立すること。 

 

５ 電気主任技術者の明確化 

(1) 受託者は電気主任技術者を定め、氏名及び生年月日並びに主任技術者免状の種類及び番号を契約時に

別紙により提出すること。 

(2) 主任技術者が病気その他やむを得ない事情により不在となる場合に、その業務の代行を行う者(代務

者)をあらかじめ指名しておくものとする。 

(3) 契約期間内に電気主任技術者に変更があった場合は、速やかに委託者の承諾を得るとともに主務官庁

に対し必要な書類を提出すること。 

 

６ 連絡、報告及び調整 

(1) 連絡体制  

設置者及び受託者は、総合管理業務仕様書で定めた緊急連絡体系表に基づいて連絡するものとする。 

  (2) 連絡責任者 

  委託者は電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安のため必要事項を受託者に連絡するための連

絡責任者を選任するものとする。 

 

７ 委託契約書等に明記された者による保安管理業務の実施 

（1） 委託者は受託者が点検を行う際に、受託者が提示する身分証明書により本人であることを確認する。 

（2） 点検報告書の記録 

委託者は受託者が行う点検等の終了時に受託者から報告を受けるとともに、実施者及び点検結果等

に係る記録の保存を行う。 

 

８ 提出書類 

(1) 電気主任技術者選任に係る主務官庁に対し提出する書類  …… 契約時及び随時 

(2) 自家用電気工作物点検報告書              …… その都度 

(3) その他必要書類                      …… 必要の都度 

 

９ 本仕様書に定めのない事項に関しては委託者、受託者、協議の上決定する。 



 

別紙 

自家用電気工作物保安管理業務 仕様書［特記］ 

 

事業場概要 

事 業 場 名 所 在 地 設備容量(kVA) 稼働期間 

西２丁目地下歩道 中）北１条西２丁目 300 通年 

合  計 1 箇所 

 

定例外点検（年次点検） 

項  目 
設備 

周 期 備  考 

数量 単位 

OCR 特性 4 台 

1 回/年 

2 要素×3 台、単要素×1 台 

DGR 特性 2 台  

UVR 特性 2 台  

VCB・VCS 連動 11 回  

VCB 定期点検 2 台 外観、操作機構、注油、清掃、絶縁測定等 

VCB（精密点検） 1 台 
開閉極時間測定、三相不揃時間測定、 

真空度測定、主回路接触抵抗測定 

VCS 定期点検 3 台 外観、操作機構、注油、清掃、絶縁測定等 

VCS（精密点検） 1 台 
開閉極時間測定、三相不揃時間測定、 

真空度測定、主回路接触抵抗測定 

ELR 特性 25 台  

＊ VCB、VCS の６年毎の精密点検については全台数を２ヶ年に分けて行う。 

令和 7 年度実施 

・VCB 1 台  高圧受電盤Ａ用 

・VCS 1 台  高圧コンデンサー盤（１） 

令和８年度実施予定 

・VCB 1 台  高圧受電盤Ｂ用 

・VCS 2 台  高圧コンデンサー盤（２）、（３） 

 



 3-2 自家用電気工作物  一覧

引込施設

ハンドホール 1 基

ケーブル 北電

電線路 1 式

高圧受電・連絡母線・変電設備

引込盤(1)A PAS 1 面

引込盤(1)B PAS 1 面

引込盤(2) VCT　北電 1 面

受電盤A DS・VT・VCB.CT.OCR・UVM・MM・APFC-M 1 面

受電盤B DS・VT・VCB.CT.OCR・UVM・MM・APFC-M 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（1） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（2） VCS・SR・SC 1 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤（3） VCS・SR・SC 1 面

電灯変圧器盤 LBS・CT・OCR・A　T-1ﾓｰﾙﾄﾞ1φ3W100kVA 1 面

動力変圧器盤 LBS・CT・OCR・A　T-2ﾓｰﾙﾄﾞ3φ3W200kVA 1 面

連絡母線 連絡高圧ケーブル 6kVFPT 100㎜2 - m

電灯配電盤 9回路＋予備2回路＋所内電源1回路 1 面

動力配電盤 12回路＋予備2回路 1 面

保安装置

接地設備 接地端子盤 端子盤（屋内壁掛形）　A・B・C種　試験用端子 2 面

静止形電源設備

直流電源装置 SNS-150Ah.2V電池.54個　1組　（54ｾﾙ） 1 面

交流無停電電源装置 30kVA（180ｾﾙ）401.4V 1 面

P-01 P-1 送･排風機用　5回路 1 面

P-02 P-2 排風機用　空調用　6回路 1 面

P-03 P-3 汚水・湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ用　防火ｼｬｯﾀｰ用　6回路　 1 面

L-1 37回路　+　予備11回路 1 面

L-2 34回路　+　予備9回路 1 面

L-3 18回路　+　予備6回路 1 面

L-4 12回路　+　予備5回路 1 面

L-5 9回路　+　予備3回路 1 面

L-6 8回路　+　予備2回路 1 面

F-01 非常用ｺﾝｾﾝﾄ 防災ﾕﾆｯﾄA 1 面

F-02 非常用ｺﾝｾﾝﾄ 防災ﾕﾆｯﾄB 1 面

F-03 非常用ｺﾝｾﾝﾄ 防災ﾕﾆｯﾄC 1 面

H-01-1 4回路　+　予備1回路 1 面

H-01-2 5回路　+　予備1回路 1 面

H-01-3 1回路　+　予備1回路 1 面

H-01-4 2回路　+　予備1回路 1 面

U-01-1 13回路　+　予備6回路 1 面

U-01-2 5回路　+　予備3回路 1 面

U-01-3 10回路　+　予備6回路 1 面

U-01-4 1回路　+　予備1回路 1 面

照
明
制
御
盤

　　　― 256回路用（フル2線式） 1 面

非
常
用
コ
ン

セ
ン
ト
盤

非
常
照
明
分
電
盤

仕　　　　様 数量施設・機器等

地
中
点
線
路

高
圧
盤

低
圧

盤

単位

低
圧
配
電
盤
・
分
電
盤

動
力
制
御
盤

電
灯
分
電
盤



３-３．中央監視制御設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

定期点検は、年２回とし、既設納入メーカーの点検項目及び判定基準に準じて実施するこ

と。 

点検実施に当たっては、自動制御設備の点検業務と連携をもって当たること。 

(2) 故障時点検 

中央監視装置が故障した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査を行い復旧す

ること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注

意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進め

ること。 

 

４ 設備概要（三菱電機㈱製） 

概要および点検項目は別紙による。 

 

５ 定期交換部品 

  （本年度、該当なし） 

 



 3-3. 中央監視制御設備　一覧

総合監視設備

モニタ装置

LCD 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｨ 天吊46型液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 2 台

総合監視制御装置

総合監視制御盤 自立型　W600×H2000×D600 EIAﾗｯｸ型 1 面

表示用PC CPU2.0GHz　　ﾒﾓﾘ2GB  HDD500GB 2 台

PC切替器 1 台

接点ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾕﾆｯﾄ 1 台

RGBﾏﾄﾘｸｽｽｲｯﾁｬｰ 1 台

電源制御ﾕﾆｯﾄ 1 台

システム操作部

操作部 ｼｽﾃﾑ操作器 1 台

中央監視設備

中央監視制御盤

総合監視用制御装置 自立型　W1200×H2000×D600 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 1 個

FEP　ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻ 32ﾋﾞｯﾄ 1 台

FMS　Webｻｰﾊﾞｰ 64ﾋﾞｯﾄ 1 台

FCP　ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ 32ﾋﾞｯﾄ 1 台

ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞ 24p  冗長化電源対応 1 台

UPS Webサーバー用 1 台

リモートステーション

 監視制御盤 自立型　W800×H2100×D450 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 1 個

 監視制御盤 自立型　W800×H2100×D450 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 1 個

 監視制御盤 自立型　W800×H2100×D450 1 面

GOT　ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 4.7in 液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ　ﾓﾉｸﾛSTN 1 個

中央監視装置卓

卓 監視ラック W600×H2000×D600 1 面

PC・UPS装置

PC Web監視PC ﾒﾓﾘ8GB  HDD500GB×2 1 台

数量 単位

RS-3

総
合
監
視
制
御
盤

仕　　　　様

監
視
制
御
盤

施設・機器等

RS-1

RS-2



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

全体 動作状況確認 ○ ○

画像表示状態確認 ○ ○

システム動作試験 ○ ○

状態監視機能確認（ｻﾝﾌﾟﾙﾁェｯｸ） ○ ○

計測監視機能確認（ｻﾝﾌﾟﾙﾁェｯｸ） ○ ○

警報監視機能確認（ｻﾝﾌﾟﾙﾁェｯｸ） ○ ○

遠方制御機能確認（ｻﾝﾌﾟﾙﾁェｯｸ） ○ ○

汚れ及び環境確認 ○ ○

清掃 ○ ○

Web監視ＰＣ 外観確認 ○ ○

電源電圧確認 ○ ○

再起動動作・状態確認 ○ ○

キーボード動作確認 ○ ○ ○

マウス動作確認 ○ ○ ○

動作確認 ○ ○ ○

外観確認 ○ ○

電圧確認（１次側、２次側） ○ ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○ ○

バッテリー確認 ○ ○ ○

バッテリー交換

各ＲＳ盤 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

　　 各ランプ点灯状態確認(LED) ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧確認 ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換

データ保存 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

外観確認 ○

　　 ｻｰﾊﾞｰ 電源電圧確認 ○

時計機能確認 ○

キーボード動作確認 ○

マウス動作確認 ○

データ保存 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(3) ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞ 外観確認 ○

　　ﾌﾟﾛｾｯｻ 電源電圧確認 ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧確認 ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(1) Web監視PC

該当なし

備　考　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検 定期点検

該当なし

(1) ﾌｧｼﾘﾃｨｺﾝﾄﾛｰﾙ

3-3.中央監視制御設備　点検項目

ﾌﾟﾛｾｯｻ

(2) ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

(1) システム全体

(2) 無停電電源装置

該当なし

中
央
監
視
制
御
設
備



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

(4) ｼｰｹﾝｻ 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧確認 ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換 ○

電源ユニット電圧確認 ○

電源ユニット交換

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(5) ｸﾞﾗﾌｨｯｸｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 外観確認 ○

　　ﾀｰﾐﾅﾙ ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ動作確認 ○

電源電圧確認 ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧確認 ○

停電時ﾒﾓﾘ保護用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

外観確認 ○

電圧確認（１次側、２次側） ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

バッテリー確認 ○ ○

バッテリー交換

外観確認 ○

　　ｽｲｯﾁﾝｸﾞHUB、 電源電圧確認 ○

　　端子台、ﾌｧﾝ 各ランプ点灯状態確認(LED) ○

冗長化電源動作確認 ○

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○

総合監視装置 外観確認 ○

(1) 4画面ｽｷｬﾝ 動作確認 ○

　　ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ 電源電圧確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(2) 表示用PC 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

CPU切替動作確認 ○

再起動動作・状態確認 ○

動作確認 ○

(3) RGBﾏﾄﾘｸｽ 外観確認 ○

　　ｽｲｯﾁｬｰ 電源電圧確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(4) ｼｽﾃﾑ制御部 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

制御信号通信確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

該当なし

(6) 無停電電源装置

(7) その他DC24V電源

中
央
監
視
制
御
設
備

　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目

該当なし

備　考

該当なし

　日　常　点　検

3-3.中央監視制御設備　点検項目

定期点検



日１回 週１回 月１回 ６ヶ月 １２ヶ月

外観確認 ○

電源電圧確認 ○

制御信号通信確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(6) 電源制御ﾕﾆｯﾄ 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

その他 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

操作ｽｲｯﾁ点検・動作確認 ○

制御信号通信確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(2) 大型映像装置 外観確認 ○

電源電圧確認 ○

画面表示機能試験・調整 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

外観確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(4) ﾌﾗｯｼｭﾗｲﾄ 外観確認 ○

各ランプ点灯状態確認(LED) ○

ﾌﾞｻﾞｰ鳴動状態確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(5) 温度ｾﾝｻｰ 外観確認 ○

計測温度確認 ○

各端子・ｺﾈｸﾀ接続状況確認 ○

(6) 共通項目 ○

○

○

○

ﾓﾆﾀｰ等の動作確認 ○

(5) 接点ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾕﾆｯﾄ

中
央
監
視
制
御
設
備

ﾓﾆﾀｰ等の異常温度上昇の有無

ﾓﾆﾀｰ等の異常、異臭、異常音の有無

(1) システム制御部

(3) システム端子盤

　　区　　　　　　分 備　考

機器の異常音、異臭、異常振動等

定期点検
　　点　　検　　項　　目

　日　常　点　検

監視装置の腐食、浸水等の有無

3-3.中央監視制御設備　点検項目



 

３-４．自動制御設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

定期点検は、年 1回とし、制御機器の既設納入メーカーの点検項目及び判定基準に準じて実

施すること。点検実施に当たっては、中央監視装置の点検業務と連携をもって当たること。 

(2) 故障時点検 

故障の場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査を行い復旧すること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注意

により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進め

ること。 

 

４ 点検系統 

(1) 通路換気制御              １set 

(2) ファン発停制御             ２sets 

(3) 全熱交換型換気扇周り制御        １set 

 

５ 設備概要（アズビル(株)製） 

(1) 通路換気制御 

名称 型式 台数 

CO2 濃度センサ CY7101A 2 

デジタル式コントローラ WY5111W 1 

微差圧スイッチ PYY-604 2 

補助スイッチ QY6051B 2 

ダンパ操作器 MY6050A 3 

室内用温度センサ TY7043Z 2 

 

 



 

(2) ファン発停制御 

名称 型式 台数 

微差圧スイッチ PYY-604 2 

補助スイッチ QY6051B 2 

ダンパ操作器 MY6050A 4 

温度調節器 TY6300Z 3 

 

(3) 全熱交換型換気扇周り制御 

名称 型式 台数 

微差圧スイッチ PYY-604 1 

補助スイッチ QY6051A 1 

ダンパ操作器 MY6050A 2 

タイマー - 1 

 



 

(1) ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ 配線端子のゆるみ点検及び増締

④ 内部機械的可動部分の動作確認

⑤ ディファレンシャルの点検

⑥ 実測に対する点検校正

⑦ 調節器と操作部等関連部のループ作動点検・調整

⑧ 規定値の設定

⑨ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(2) 操作器 ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ モータの回転作動・回転角度の点検

④ ポテンショメータ接触点の清掃及び点検  

⑤ 調節器と操作器とのループ作動点検・調整

⑥ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(3) 調節弁 ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ グランド部漏れ点検

④ バルブストローク作動点検及び閉止位置での漏れ点検・調整

⑤

⑥ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(1) 検出器 ① 外観目視点検及び取付状態の確認

発信器 ② 配線端子のゆるみ点検及び増締

③ 実測又は標準試験器による誤差点検及び点検校正

④

⑤ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(2) 調節計 ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ 配線端子のゆるみ点検及び増締

④

⑤ 実測に対する点検校正

⑥
⑦ 規定値の設定
⑧ 最適値の設定
⑨ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(3) 変換器 ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ 配線端子のゆるみ点検及び増締
④ 電源電圧の点検
⑤ 標準試験器によるゼロ・スパン調整
⑥ 各設定に対する出力信号の点検・調整
⑦
⑧ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

3-4.自動制御設備　点検項目

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

電
気
式
制
御
機
器

電
子
式
制
御
機
器

点  検  項  目

温度調節器

調節器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

各設定の確認･調整（比例帯・積分値・微分値・不感帯・動作隙間）

機 器 名 称



 

(4) 操作器 ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ モータの回転作動・回転角度の点検
④ ポテンショメータ接触点の清掃及び点検
⑤
⑥ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(5) 調節弁 ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ グランド部漏れ点検
④ バルブストローク作動点検及び閉止位置での漏れ点検・調整
⑤
⑥ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(1) ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② 配線端子のゆるみ点検及び増締
③ 実測又は標準試験器による誤差点検及び点検校正
④ 伝送電圧の点検
⑤ コントローラとの伝送状態の点検確認
⑥
⑦ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(2) ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ 配線端子のゆるみ点検及び増締
④ 電源電圧・各制御電圧の点検及びバックアップ電池の点検
⑤ 各ファイルのデリート状態・システムエラー状態の確認
⑥ 軽故障・アラーム状態・システムエラー値の点検・確認
⑦ 制御パラメーター及び制御プログラムの作動確認
⑧ 上位伝送状態の点検確認
⑨ 各センサー・変換器との伝送状態と点検・確認
⑩ アナログデータに対する誤差試験
⑪
⑫
⑬ 規定値の設定
⑭ 最適値の設定
⑮ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(3) ① 外観目視点検及び取付状態の確認
② じんあいの除去
③ 配線端子のゆるみ点検及び増締
④ 電源電圧の点検
⑤ 標準試験器によるゼロ・スパン調整
⑥ 各設定に対する出力信号の点検・調整
⑦ 伝送電圧の点検
⑧ コントローラとの伝送状態の点検確認
⑨
⑩ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

3-4.自動制御設備　点検項目

発信器・コントローラ・変換器・操作部等関連部とのループ作動点検調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

検出器又は発信器・調節計・操作部等関連部とのループ作動点検・調整

点  検  項  目

電
子
式
制
御
機
器

デ
ジ
タ
ル
式
制
御
機
器

各入出力信号（発停・警報・アナログ）に対する調節計の作動点検
発信器・コントローラ・変換器・操作部等関連部とのループ作動点検調整

コントローラ

変換器

温度検出器
湿度検出器

機 器 名 称



 

(4) ① 外観目視点検及び取付状態の確認

② じんあいの除去

③ モータの回転作動・回転角度の点検

④ ポテンショメータ接触点の清掃及び点検

⑤ 伝送電圧の点検

⑥

⑦ 実制御における制御状態での点検・確認・調整

(1) ① データファイルのバックアップ作成
② 自動シャットダウン機能の確認
③ 電源電圧、リップルの測定・点検
④ 各部の清掃
⑤ 自己診断プログラムによるハードウェア診断
⑥
⑦ 冷却ファンの動作確認
⑧ キーボード、マウスの動作確認
⑨ ＬＣＤの表示機能、状態確認
⑩ インターホンの機能確認
⑪ プリンタのテスト印字による印字品質確認及び機能確認
⑫ ケーブル、コネクタ類の装着状態確認
⑬ 各端子の締付確認
⑭ その他各操作機能点検

(2) ① アナログポイントの実測との比較、校正

3-4.自動制御設備　点検項目

発信器・コントローラ・変換器・操作部等関連部とのループ作動点検調整

デ
ジ
タ
ル
式
制
御
機
器

中
央
監
視
装
置

ハードディスクドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブの機能確認

点  検  項  目

計測関係

操作器

ハードウェア

機 器 名 称



 

３-５．通信・情報設備保守点検業務 詳細仕様書 

 
１ 業務内容 
(1) 定期点検 

定期点検は、既設納入メーカーの点検項目及び判定基準に準じて実施すること。 

(2) 故障時点検 

各設備の不具合及び故障が発生した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査を行

い復旧すること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注意

により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進め

ること。 

 

４ 設備概要 

各設備の概要および点検項目は別紙による。 

(1) 一般放送設備      （㈱ＪＶＣケンウッド製） 

(2) テレビ共同受信設備   （日本アンテナ㈱製） 

(3) 監視カメラ設備     （三菱電機㈱製） 

 

 

５ 定期交換部品 

  （今年度は、該当なし） 

 



拡声設備

一般・非常放送設備

複合盤 本体 1 面

親時計 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾏｰ付　8回路 1 台

ﾓﾆﾀﾕﾆｯﾄ 1 台

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱﾅｳﾝｽﾏｼｰﾝ 2 組

非常確認放送ﾕﾆｯﾄ 非常用 1 台

勧告放送用起動ｽｲｯﾁ 1 台

非常業務操作器 非常用 1 台

ﾐｷｻｰﾕﾆｯﾄ 1 台

CDﾌﾟﾚｰﾔｰ 4 組

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊﾟﾜｰｱﾝﾌﾟ 一般/非常兼用 1 台

非常電源ﾕﾆｯﾄ 非常用 1 台

電源制御ﾕﾆｯﾄ 非常用 1 台

入力制御ﾕﾆｯﾄ 1 台

回線制御ﾕﾆｯﾄ 1 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 天井埋込型　ATT付 一般/非常兼用 23 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 壁掛型　3W　ATT付 〃 9 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 壁掛型　3W　ATT無 〃 3 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 露出丸型　1W ATT付 〃 1 台

端子盤 端子盤 T1～T3 3 台

テレビ共聴設備

機器収納盤

TV-1 機器収納盤 天吊架台付　W600×H2000×D300 1 面

増幅器 CATV・CS・BS-1 1 台

分配器 2分配CS-D4W 1 個

監視カメラ設備

収納架

ITV架 W600×H2000×D600 3 架

ｽﾌﾟﾗｲｽﾕﾆｯﾄ 32芯 1 台

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ 冗長化電源含む 1 組

高速ﾏﾙﾁﾚｲﾔｰｽｲｯﾁ 1 組

高速ﾏﾙﾁﾚｲﾔｰｽｲｯﾁ PoE 3 組

ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1ch 1 台

ﾈｯﾄﾜｰｸﾚｺｰﾀﾞ 1 台

ﾈｯﾄﾜｰｸﾋﾞｭｰﾜ 8 台

主電源ﾕﾆｯﾄ 3 台

21.5型液晶ﾓﾆﾀ 4 台

KVMｽｲｯﾁ 1 台

処理用PC 1 台

信号延長送信機 8 台

ｱﾗｰﾑI/F 1 台

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ・ﾏｳｽ 1 台

※ 　　は非常放送設備

3-5.　通信・情報設備　一覧

一
般
・
非
常
放
送
装
架

ス
ピ
ー

カ
ー

ITV架

施設・機器等 仕　　　　様 数量 単位



監視ラック（札幌駅前通地下歩行空間）

23型液晶ﾓﾆﾀ （監視ラック） 1 台

操作用PC 1 台

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀ 1 台

ｽﾌﾟﾗｲｽﾕﾆｯﾄ PD 1 台

無停電電源装置 1 台

主電源ﾕﾆｯﾄ 1 台

監視ラック（西２丁目地下歩道）

23型液晶ﾓﾆﾀ （監視ラック） 1 台

操作用PC 1 台

ネットワークカメラ

ﾄﾞｰﾑ型ｶﾒﾗ 固定型　天井埋込 26 台

ﾄﾞｰﾑ型ｶﾒﾗ 旋回型　天井埋込 8 台

ﾄﾞｰﾑ型ｶﾒﾗ 固定型　天井吊下 1 台

その他

FM受信ｱﾝﾃﾅ 1 台

3-5.　通信・情報設備　一覧

施設・機器等 仕　　　　様 数量 単位



 3-5. 通信・情報設備  点検項目

日１回 週１回 月１回

増幅器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

操作器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

他機器の据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

表示装置、ランプ等の表示確認 ○ 年１回

ﾜｲﾔﾚｽ受信機の据付状態の確認 ○ 年１回

ﾜｲﾔﾚｽ受信機の汚れ損傷の有無 ○ 年１回

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅの据付状態の確認 ○ 年１回

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅの汚れ損傷の有無 ○ 年１回

ｽﾋﾟｰｶｰの据付状態、汚れ損傷有無 ○ 年１回

音量、明瞭度等の確認 ○ 年１回

外観点検・機能点検 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

機器収納盤の取付状態の確認 ○ 年１回

機器収納盤の汚損、損傷等の確認 ○ 年１回

機器の取付状態の確認 ○ 年１回

機器の汚損、損傷等の確認 ○ 年１回

増幅器等の異音、損傷等の有無 ○ 年１回

増幅器等の発熱の有無 ○ 年１回

機器の接栓等の緩みの確認 ○ 年１回

画質等の確認 ○ 年１回

電界強度の測定 ○ 年１回

外観点検・機能点検 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

機器収納架・盤の取付状態の確認 ○ 年１回

機器収納架・盤の汚損の確認 ○ 年１回

機器収納架・盤の損傷等の確認 ○ 年１回

ﾚｲﾔｰｽｲｯﾁ等各機器の汚損、損傷等確認 ○ 年１回

表示装置、ランプ等の表示確認 ○ 年１回

各ﾕﾆｯﾄ等機器の電圧確認 ○ 年１回

各ﾕﾆｯﾄ等機器の制御信号通信確認 ○ 年１回

監視・操作PCの外観確認 ○ 年１回

監視・操作PCの電源電圧確認 ○ 年１回

監視・操作PCの異音等の有無 ○ 年１回

監視・操作PCの再起動動作確認 ○ 年１回

キーボード動作確認 ○ 年１回

マウス動作確認  ○ 年１回

監視・操作PCの清掃 ○ 年１回

画像表示状態の確認 ○ 年１回

　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

備考

(1)一般放送設備

(3)監視カメラ設備

定期点検　　区　　　　　　分

(2)テレビ共同受信設備

通
信
・
情
報
設
備



 3-5. 通信・情報設備  点検項目

日１回 週１回 月１回

映像の正常ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ、再生確認 ○ 年１回

内蔵時計の正常時刻確認 ○ 年１回

カメラの適正ﾌｫｰｶｽ確認 ○ 年１回

ｵｰﾄﾎﾜｲﾄﾊﾞﾗﾝｽ等の動作確認 ○ 年１回

映像画面に焼付け等がないことの確認 ○ 年１回

ｱｲﾘｽ、ﾌｫｰｶｽ、ｽﾞｰﾑ機構等の確認 ○ 年１回

PAN、TILTの正常動作確認 ○ 年１回

PAN、TILTの正常回転範囲動作確認 ○ 年１回

動作中に異音等の有無 ○ 年１回

各端子、ｺﾈｸﾀｰ緩み等の接続状況確認 ○ 年１回

レンズ等の清掃 ○ 年１回

外観点検・機能精密点検 ○ 年１回

システム動作試験 ○ 年１回

その他ﾒｰｶｰによる点検項目 ○ 年１回

ハードディスクレコーダー動作確認 ○ 年１回

通
信
・
情
報
設
備

備考定期点検　　区　　　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

(3)監視カメラ設備



 

３-６．防災設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

    定期点検は、６カ月毎に１回実施し、年間で２回実施すること。 

点検は、消防法令の判定基準に準じて実施すること。 

(2) 故障時点検 

消防設備の不具合及び故障が発生した場合は、要請により随時技術者を派遣し点検調査を

行い復旧すること。 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注意

により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進め

ること。 

４ 設備概要 

各設備の概要および点検項目は別紙による。 

(1) 消火器 

(2) 自動火災報知設備（能美防災㈱、ホーチキ㈱） 

(3) 排煙設備 

(4) 誘導灯・誘導標識設備 

(5) 非常コンセント設備 

(6) 非常放送設備（日本ビクター㈱製） 

(7) 連結送水管設備 

(8) 無線通信補助設備（日本アンテナ㈱） 

(9) 防災情報伝達設備（㈱ＨＹＳエンジニアリングサービス） 

 

５ 定期交換部品 

  非常放送設備バッテリー ：非常放送（２個）  対象なし／３年毎（次回 R10 年度） 



消防用設備等

消火器

粉末消火器 蓄圧式 11 本

粉末消火器 車載式 1 本

自動火災報知設備

GR型受信機 1 面

火災通報装置 1 台

非常電話親機 1 台

発信機 P型1級 2 個

表示灯 2 個

非常電話機 3 台

煙感知器 光電式 ２種 自動試験機能付 埋込型 17 台

煙感知器 光電式 ２種 自動試験機能付 露出型 21 台

煙感知器 光電式 ２種 自動試験機能付 点検箱付 2 台

煙感知器 光電式 ２･３種 自動試験機能付 埋込型 8 台

煙感知器 光電式 ２･４種 自動試験機能付 埋込型 1 台

熱感知器 定温式スポット型　自動試験機能付　防水型 9 台

排煙設備

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 27 個

防火ｼｬｯﾀｰ 電動式 2 枚

防煙垂壁 垂直降下式 6 枚

防火戸 ドア式片開き 2 枚

連結送水管設備

送水口 2 組

放水口 2 組

放水用器具格納箱 2 組

非常用コンセント設備

非常ｺﾝｾﾝﾄ 1φ2W2P15A　E付×2 3 個

配線

1 式

防災情報伝達システム

L2SW APLGM220GT-SS 1 台

内線電話制御器 LCS403 1 台

受信モデム ABiLINX3501R 2 台

送信モデム ABiLINX3501T 5 台

メディアコンバータ DN1800SG2E 1 台

管理用PC ESPRIMO D7014/R 1 台

一斉通報制御器 PBSP403 1 台

通話用ﾏｲｸ PM660W 1 台

録音機能付ｽﾋﾟｰｶｰ KA402 2 台

電話機 HI-W01SD 2 台

ＨＵＢ APLGM212GT-SS 1 台

液晶モニタ VL-B24-9T 1 台

録音機能付ｽﾋﾟｰｶｰ KA402 1 台

電話機 HI-W01SD 1 台
チ
カ
ホ

メディアコンバータ DN1800SG2E 1 台

電
気
室

操
作
卓

仕　　　　様

3-6.　防災設備　一覧

施設・機器等 数量 単位

消火器

自
火
報
受
信
機
盤



一般・非常放送設備
複合盤 本体 1 面
親時計 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾏｰ付　8回路 1 台
ﾓﾆﾀﾕﾆｯﾄ 1 台
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱﾅｳﾝｽﾏｼｰﾝ 2 組
非常放送操作ﾕﾆｯﾄ 非常用 1 台
勧告放送用起動ｽｲｯﾁ 1 台
非常確認放送ｽｲｯﾁ 非常用 1 台
ﾐｷｻｰﾕﾆｯﾄ 1 台
CDﾌﾟﾚｰﾔｰ 4 組
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊﾟﾜｰｱﾝﾌﾟ 180W 一般/非常兼用 1 台
非常電源ﾕﾆｯﾄ 非常用 1 台
電源制御ﾕﾆｯﾄ 非常用 1 台
入力制御ﾕﾆｯﾄ 1 台
回線制御ﾕﾆｯﾄ 1 台
ｽﾋﾟｰｶｰ 天井埋込型　ATT付 一般/非常兼用 23 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 壁掛型　3W　ATT付 〃 9 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 壁掛型　3W　ATT無 〃 3 台

ｽﾋﾟｰｶｰ 露出丸型　1W ATT付 〃 1 台

端子盤 T1～T3 3 台
無線通信補助設備

UV共用ｱﾝﾃﾅ 7 個

無線機接続端子箱 屋外 消防用（端子×２） 1 個

無線機接続端子箱 屋外 警察用（端子×２） 1 個

無線機接続端子箱 屋内 消防用（端子×２） 1 個

無線機接続端子箱 屋内 警察用（端子×２） 1 個

分岐器 2分岐 2 個

分配器 3分配 1 個

分配器 4分配 1 個

UV共用器 2 個

UU共用器 2 個

VV共用器 2 個

難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 10D 天井 49 m

難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 10D ﾗｯｸ 254 m

難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 10D 管内 91 m

難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 20D 天井 2 m

難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 20D ﾗｯｸ 94 m

難燃性耐熱同軸ｹｰﾌﾞﾙ 20D 管内 3 m

漏洩同軸ｹｰﾌﾞﾙ 20D 露出 35 m

漏洩同軸ｹｰﾌﾞﾙ 20D 管内 2 m

誘導灯設備

イ 避難口誘導灯（B級・BH形・天井埋込） 1 台

ロ 避難口誘導灯（B級・BH形・天井埋込・点滅） 4 台

ハ 避難口誘導灯（B級・BH形・壁埋） 5 台

ニ 避難口誘導灯（B級・BH形・両面） 16 台

ホ 避難口誘導灯（B級・BH形・壁直） 6 台

ヘ 避難口誘導灯（B級・BH形・壁埋点滅） 1 台

※ 　　は一般放送設備

仕　　　　様施設・機器等

無
線
通
信
架

一
般
・
非
常
放
送
装
架

数量 単位

3-6.　防災設備　一覧



1.消火器 (1) 外観点検

(2) 機能点検

　　外観・機能・総合点検の各作業項目は消防法施行規則

　　第３１条の４の規定で定める点検方法による。（以下、

　　消防設備機器の外観・機能・総合点数に適用する）

(3) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

2.自動火災報知設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 総合点検 年１回

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検 年２回

3.排煙設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 総合点検

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

4.誘導灯・誘導 (1) 外観点検

　　　標識設備 (2) 機能点検

(3) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

(4) 器具清掃 年１回

5.非常ｺﾝｾﾝﾄ設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 総合点検

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

6.非常放送設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 総合点検

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

次回
R10年度

7.連結送水管設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検  

(3) 総合点検

(4) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

8.無線通信補助設備 (1) 外観点検

(2) 機能点検

(3) 全体的な、外観・性能・汚損の点検

年２回

年２回

3-6. 防災設備　点検項目

備考設備名称

年２回

定期点検

年２回

 
 
防
　
災
　
設
　
備

　　点　　検　　項　　目

年２回

年２回

年２回

年２回

(5) 非常放送用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換（2個） 《３年毎》バッテリー交換計画



(1) 19インチラック

配線接続状況 年１回

電源部電圧測定 年１回

外観点検 年１回

内部清掃 年１回

(2) 管理用PC

配線接続状況 年１回

基本性能（OS・ソフトウェア等） 年１回

1 OS 年１回

2 状態管理ツール 年１回

3 履歴表示・印刷機能 年１回

基本性能（HDD・LED等）確認 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(3)内線電話制御器

配線接続状況 年１回

登録内線電話番号確認 年１回

登録特番確認 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

内部清掃 年１回

(4)L2-SW

配線接続状況 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

(5)送信モデム

配線接続状況 年１回

接続状況 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(6)受信モデム

配線接続状況 年１回

接続状況 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(7)メディアコンバータ

配線接続状況 年１回

接続状況 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

 
 
防
　
災
　
設
　
備

9.防災情報伝達設備
（ラック）



(1) 管理用PC

配線接続状況 年１回

基本性能（OS・ソフトウェア等） 年１回

1 OS 年１回

2 状態管理ツール 年１回

3 履歴表示・印刷機能 年１回

基本性能（HDD・LED等）確認 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(2)ＨＵＢ

配線接続状況 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

(3)録音機能付スピーカ

配線接続状況 年１回

録音機能、録音再生確認 年１回

一斉通報機能　発着信確認 年１回

各種ＬＥＤ点灯確認 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(4)電話機

配線接続状況 年１回

個別通話　発着信確認 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(5)一斉通報制御器

配線接続状況 年１回

一斉通報機能　設定確認 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(6)通話マイク

配線接続状況 年１回

機能確認(発声・ロック等) 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(7)液晶モニタ

配線接続状況 年１回

機能確認(映像出力状況等) 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

9.防災情報伝達設備
（操作卓）

 
 
防
　
災
　
設
　
備



(1)録音機能付スピーカ

配線接続状況 年１回

録音機能、録音再生確認 年１回

一斉通報機能　発着信確認 年１回

各種ＬＥＤ点灯確認 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(2)電話機

配線接続状況 年１回

個別通話　発着信確認 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

(1)メディアコンバータ

配線接続状況 年１回

接続状況 年１回

機器固定状況（耐震）確認 年１回

外観点検 年１回

外部清掃 年１回

9.防災情報伝達設備
（チカホ）

 
 
防
　
災
　
設
　
備

9.防災情報伝達設備
（電気室）



 

３-７. 昇降機設備保守点検業務  詳細仕様書 

 

１ 一般事項 

 (1) 本業務はメーカーのフルメンテナンス基準による契約とし、設備の保守点検を実施すると

ともに、異常通報等の緊急対応を行うものである。なお遠隔監視装置と機器点検機能が具備

されたシステムの場合は、遠隔で日常監視点検を行うものする。 

(2) 本業務における「フルメンテナンス契約」とは、定期的な機器・装置の保守・点検を行う

ことに加え、点検結果に基づく合理的な判断のもと、劣化した部品の取替や修理等を行う契

約方式をいう。 

 (3) 本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 ｢建築保全業務

共通仕様書」（ 以下「共通仕様書」という。）に基づくものとする。 

 

２ 業務内容 

 2-1 エレベーター 

(1)  定期点検 

ア 定期（１回/月）に計画的な点検･手入れ保全(給油･調整･清掃等)を実施すること。 

イ 点検･手入れ保全の箇所･機器･内容は、別表 1 記載のとおりとする。 

(2)  エレベーター遠隔点検・遠隔診断 

ア 対象設備の運行状態を常時記録し、その記録を収集して、定期的に対象設備を構成す

る機器及び運転機能を点検する共に予め設定した時間帯に診断運転モードに移行し、自動

的に対象設備の精密診断を行う。点検する項目･内容は、別表２のとおりとする。 

イ 上記 アについて変調状態が生じたときは、状態を確認し早急に保守作業を行い、設備

の安全で正常な運行状態を確保すること。 

ウ 対象設備の運行状態のデータに基づく点検結果及び変調状態に対する処置の結果につ

いては、毎月、報告書を提出すること。 

エ 変調発生後の処置のために保守作業を行ったときは、その都度、報告書を提出するこ

と。 

オ 対象設備の運行状況（扉の開閉回数・各階毎の利用率等）を３ケ月に１回報告するこ

と。 

(3) エレベーター遠隔監視 

ア 当該設備について次の異常が発生したときは、遠隔点検装置からの異常発報を行うこ

と。また、発報が行われた場合には、早急に適切な処置をとること。 

(ｱ)閉じ込め故障  (ｲ)使用不能故障(運行に支障がある状態) 

(ｳ)着床不良等走行部異常  (ｴ)戸開閉不良  (ｵ)制御盤停電等電源系統異常 

(ｶ)制御関連機器温度異常 

イ 該当設備に次の故障が発生したときは、該当設備かご内のインターホンにより、同か

ご内の乗客と受託者の受信専門員が直接通話し、必要な指示･連絡等にあたること。 

(ｱ)閉じ込め故障  (ｲ)使用不能故障 



 

(4) 監視盤、かご内カメラ等点検  

 ア 別表１により点検を行うこと。 

 イ かご内カメラ、監視盤の修繕費用は、受託者の負担とし、期間はエレベーターのフル

メンテナンス期間と同じとする。 

(5) 機能維持保守 

ア 対象設備の機能維持を図るため、機器の摩耗･劣化を予測し、その予測に基づいて、

機器の構成部品の修理･取替(以下、機能維持保守という)を行うこと。 

ただし、その対象となる機器の摩耗･劣化は、対象設備を通常使用する場合に生ずる

範囲のものに限るものとする。 

イ 機能維持保守の範囲は、別表３のとおりとする。 

ウ 機能維持保守を実施したときは、報告書を提出すること。 

(6) 品質検査 

年に１回、対象設備の総合的な機能を確認する検査を行うこと。品質検査の結果につい

ては、報告書を提出すること。 

(7) 緊急時の対応 

ア 受託者は受託者の受信施設にて、常時、受信専門員が委託者からの緊急連絡を受信で

きるものとする。 

委託者から、対象設備について故障等の緊急事態が発生した旨の通報を受けたときに

は、速やかに対象設備の運行状態を確認するとともに事態に応じた適切な処置をとるこ

と。この処置の結果については、報告書を提出すること。 

イ 故障が発生した場合、委託者から連絡(遠隔点検装置の自動通報を含む)を受けた後、

２４時間以内に復旧するよう努めること。 

ウ かご内に乗客が閉じ込められた場合、委託者または、かご内の乗客からの連絡(遠隔

点検装置の自動通報を含む)を受けた後、速やかに適切な処置を講じること。なお、救

出までに要する時間は 30 分以内を目標とする。 

エ 上記 ア、イ、ウ については、天災地変、輸送機関の事故等受託者の責によらない場

合を除くものとする。 

(8) 維持管理のための情報提供サービス 

日常管理のために必要な安全確保、正しい利用方法及び関係法令改正等の情報提供サー

ビスを委託者に行うこと。 

(9) 供給機器・部品等 

受託者は、緊急時においても速やかに機器・構成部品等を供給できる体制を整えること。

また、部品の製造中止等の情報は、判明次第、委託者へ報告すること。 

(10) 契約対象外作業 

以下に定める作業は契約の対象外とする。 

ア 受託者の責に帰すべからざる事由(第三者の行為、委託者の過失等)によって発生し

た対象設備の機能低下・不全、変調、異常、故障等に対する部品の修理・取替。 

イ 関係法令の改正又は官公庁の命令若しくは指導による対象設備の改修・新規付加物



 

の設置に関する工事。 

ウ 意匠関係工事、巻上機の一式取替工事、一切の建築関係工事 

(11) 作業時間帯 

受託者は、緊急事態に対応する場合を除き、通路閉鎖後に契約に基づく作業を行うも

のとする。 

なお、作業を実施しようとする場合は、あらかじめ作業計画について委託者と協議し

承諾を得てから実施すること。 

(12) 作業中の運転休止 

受託者は、対象設備の点検・修理その他の作業を行うに当たり、委託者の承諾を得た

後、該当設備の運転を休止することができる。ただし、緊急対応時については、対応後

の連絡とする。 

(13) 使用機器等 

ア 業務内容に定めた作業等を実施するための機器、部品、備品、電話回線等(以下、受

託者所有機器という)を対象設備又は建物に設置するものとする。 

なお、設置に当たっては該当設備又は建物の諸施設に障害を与えない範囲内で、せん

孔、配線等を施すことができるものとする。 

イ 受託者所有機器の設置費用及び電話回線の開設費用・回線使用料は、受託者の負担と

する。 

ウ 委託者は、受託者との協議を行わずに次の行為を行わないものとする。 

ｱ) 受託者所有機器を設置場所から移動すること。 

ｲ) 受託者所有機器に貼付された受託者の所有権の表示等を取り外すこと。 

ｳ) 受託者所有機器を他へ譲渡・転貸し、又は担保に供するなど第三者の権利の目的と

すること。 

ｴ) 受託者所有機器について操作、分解、データの読み出し、及び解析を行うこと、又

は、第三者に行わせること。 

ｵ) 受託者所有機器の修理、改造、模様替え等を行うこと、又は第三者に行わせるこ

と。 

エ 委託者は、受託者所有機器が設置される場所の環境が変化することとなる場合は事

前に受託者に通知するものとする。 

また、受託者所有機器に障害又は故障が生じた場合には、直ちに受託者に通知するも

のとする。 

(14) 保守時の立会い 

委託者は、保守点検作業ついて必要と認めた場合、事前に受託者に通知し、契約内容

の履行状況を作業に立ち会い、確認することができるものとする。 

 

 2-2 エスカレーター 

(1) 定期点検 

定期（１回/月）に計画的な点検･手入れ保全(給油･調整･清掃等)を実施すること。 



 

ア 点検･手入れ保全の箇所･機器･内容は、別表４のとおりとする。 

イ 対象設備の運行状態の変調状態に対する処置の結果については、毎月、報告書を 

提出すること。 

ウ 変調発生後の処置のために保守作業を行ったときは、その都度、報告書を提出す 

ること。 

(2) 機能維持保守 

ア 対象設備の機能維持を図るため、機器の摩耗･劣化を予測し、その予測に基づいて、機

器の構成部品の修理･取替(以下、機能維持保守という)を行うこと。ただし、その対象と

なる機器の摩耗･劣化は、対象設備を通常使用する場合に生ずる範囲のものに限るものと

する。 

イ 機能維持保守の範囲は、別表５のとおりとする。 

ウ 機能維持保守が終了したときは、報告書を提出すること。 

(3) 定期検査 

履行期間中に年１回、対象設備の総合的な機能を確認する検査を行い、報告書を提出す

ること。 

(4) 緊急時の対応 

委託者から、対象設備について故障等の緊急事態が発生した旨の通報を受けたときには、

速やかに、対象設備の運行状態を確認するとともに事態に応じた適切な処置をとること。

この処置の結果については、報告書を提出すること。 

(5) 維持管理のための情報提供サービス 

日常管理のために必要な、安全確保･正しい利用方法、及び関係法令改正等の情報提供サ

ービスを委託者に行うこと。 

(6) 供給機器・部品等 

受託者は、緊急時においても速やかに機器・構成部品等を供給できる体制を整えること。

また、部品の製造中止等の情報は、判明次第、委託者へ報告すること。 

(7) 契約対象外作業 

以下に定める作業は契約の対象外とする。 

ア 受託者の責に帰すべからざる事由(第三者の行為、委託者の過失等)によって発生した

対象設備の機能低下・不全、変調、異常、故障等に対する部品の修理・取替。 

イ 関係法令の改正又は官公庁の命令若しくは指導による対象設備の改修・新規付加物の

設置に関する工事。 

ウ 意匠関係工事、一切の建築関係工事、契約範囲以外の作業。 

(8) 作業時間帯 

受託者は、緊急事態に対応する場合を除き、付近駅の開業時間や朝夕のラッシュ時間帯

を勘案した上で、契約に基づく作業を行うものとする。なお、作業を実施しようとする場

合は、あらかじめ作業計画について委託者と協議し承諾を得てから実施すること。 

(9) 作業中の運転休止 

受託者は、対象設備の点検・修理その他の作業を行うにあたり、委託者の承諾を得た後、



 

該当設備の運転を休止することができる。但し、緊急対応時については、対応後の連絡と

する。また、休止中については、通行人の安全・利便性に十分に配慮すること。 

(10) 保守時の立会い 

委託者は、保守点検作業について必要と認めた場合、事前に受託者に通知し、契約内容

の履行状況を作業に立ち会い、確認することができるものとする。 

 

３ 履行体制 

(1) 作業責任者 

   作業の遂行を指揮監督するための作業責任者を１名定めること。 

(2) 資格者要件 

  ア 作業責任者の資格 

    作業責任者は、一般財団法人日本建築設備・昇降機センターが実施している「登録昇降機

等検査員講習」を受講し、修了考査に合格した「昇降機等検査員」とする。 

イ 作業従事者の資格 

その他の業務従事者は、「昇降機等検査員」又は昇降機に関して実務の経験を有する者を

１名以上配置すること。 

 

４ 提出書類 

受託者は下記項目に該当する文書等を提出すること。 

(1) 点検報告書 

毎月の業務完了後、速やかに提出すること。 

ただし、３月の業務に係る点検報告書等は３月 31 日に提出すること。 

(2) 緊急対応時等 

 緊急対応、故障修理等を行った場合は、内容、使用資材、使用量及び処置等を記載した報

告書(写真添付)を提出すること。 

 

５ 広域災害に対する対応 

広域災害発生時における利用者の安全を確保するため、以下の体制を整えること。 

(1) 故障を受信する電話受信センターは広域災害発生時に自動的に代行受信する体制を持つこ

と。 

なお、代行受信する受信施設は当該建物を起点にして 200ｋｍ以上離れた場所とする。 

(2) 故障受信施設は自家発電設備を保有し、2 日間以上の電源を確保すること。 

(3) 24 時間緊急対応可能な作業員を配置する事業拠点が半径 10ｋｍ以内にあること。 

 

６ その他 

(1) 服装及び身分証明書 

 業務に従事する者は、各業務に適した衣服を着用することとし、身分証明書を携帯すること。 

 



 

(2) 安全の確保 

業務の実施に当たっては、施設内外の通行人に対する安全の確保及び従事者の事故防止に十

分注意して作業を行うこと。 

(3) 環境への配慮 

本業務履行において使用する材料等は環境に配慮したものを使用すること。 

(4) 電気等の節約 

 業務の遂行に必要な電気等の使用に当たっては、節約に努めること。 

(5) 備品等の破損事故 

業務の実施に当たり、備品及び設備等を破損し、または破損箇所を発見したときは、直ちに

委託者へ連絡のうえ、適切な処置をとらなければならない。 

(6) 疑義について 

業務の遂行に当たり、疑義のある場合は、委託者と協議し、滞りなく業務を進めること。 

 

７ 対象機器   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 号 場 所 位  置 仕  様 備 考 昇降行程 

Ｅ Ｖ －

NO.１ 
北１条 

経済センタービル

前 

機械室レス標準型エレベーター 

※１  ㈱日立ビルシステム製 

2016 年設置 

高稼働 

12.07m 

Ｅ Ｖ －

NO.２ 
北１条 

西２丁目地下歩道 

地下通路 

機械室レス標準型エレベーター 

※２  ㈱日立ビルシステム製 

2016 年設置 

 

4.50m 

Ｅ Ｖ －

NO.３ 
北１条 札幌市役所接続部 

機械室レス標準型エレベーター 

※３  ㈱日立ビルシステム製 

2016 年設置 

 

0.89m 

Ｅ Ｓ Ｃ

－１ 
北１条 

西２丁目地下歩道 

地下通路 

標準型エスカレーター 

※４   東芝エレベータ㈱製 

2016 年設置 

 

- 

Ｅ Ｓ Ｃ

－２ 
北１条 

西２丁目地下歩道 

地下通路 

標準型エスカレーター 

※４   東芝エレベータ㈱製 

2016 年設置 

 

- 

昇 降 機

監視盤 
北１条 防災センター  

2016 年設置 

 

- 



 

※１昇降機仕様（ＥＶ－NO.１） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２昇降機仕様（ＥＶ－NO.２） 

設備概要 

定格積載量：750kg（11 人乗） 

定格速度 ：45m/分 

制御方式 ：可変電圧可変周波数制御 機械室レス 

停止階  ：２ヵ所 

扉開閉方式：２枚戸中央開き、２方向貫通形 

電動機容量：AC3.5kW 

基数   ：１基 

付加装置 ：※５参照 

 

※３昇降機仕様（ＥＶ－NO.３） 

設備概要 

定格積載量：750kg（11 人乗） 

定格速度 ：45m/分 

制御方式 ：可変電圧可変周波数制御 機械室レス 

停止階  ：２ヵ所 

扉開閉方式：２枚戸中央開き、２方向貫通形 

電動機容量：AC3.5kW 

基数   ：１基 

付加装置 ：※５参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備概要 

定格積載量：750kg（11 人乗） 

定格速度 ：60m/分 

制御方式 ：可変電圧可変周波数制御 機械室レス 

停止階  ：３ヵ所 

扉開閉方式：２枚戸中央開き、２方向貫通形 

電動機容量：AC4.6kW 

基数   ：１基 

付加装置 ： ※５参照 



 

※４昇降機仕様（ＥＳＣ－１、ＥＳＣ－２） 

設備概要 

輸送能力 ：9,000 人/h 

欄干有効幅：1,226mm 

定格速度 ：22.5m/分、30m/分 ２速度切替式 

運転方式 ：手動キースイッチ操作方式 

階高   ：4.5m 

電動機容量：AC7.5kW 

基数   ：２基（ESC-1 号機：昇り、ESC-2 号機:下り） 

付加装置 ：オートアナウンス装置、光電式自動運転装置付 

福祉仕様（水平ステップ３枚）、誘導手摺 

 

※５ 付加装置： 
① 地震管制運転装置  普通級(P 波 S 波検知付き) 

② 火災時管制運転装置 

③ 停電時自動着床装置 
④ オートアナウンス装置（視覚障がい者対応） 

⑤ 故障自動通報システム 

⑥ 身障者対象（車いす仕様） 

⑦ 遠隔点検機能付 

⑧ マルチビームドアセンサ 

⑨ かご内カメラ 

⑩ 冠水時管制運転 

⑪ 戸開走行保護装置 

⑫ 監視盤 



【別表１】点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

作動の良否 1M

端子の緩み及びヒューズエレメントの異常の有無 1M

次に示す回路の絶縁抵抗を測定し良否を確認
・電動機主回路 ・照明回路 ・信号回路 ・照明回路

1M

主開閉器の操作及び作動の良否 6M

電磁接触器の接点摩耗の有無 6M

制御盤内の清掃 1Y

プリント板の汚れ及び冷却ファンの回転状態の異常の有無 6M

制御盤カバースイッチ スイッチの動作の良否 1M

潤滑状態の良否及び油漏れの有無 1M

歯当りの良否 1M

回転時に軸受の異常及び異常振動の有無 1Y

綱車のひび割れ、ロープ溝の摩耗及びロープスリップの有無 1Y

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油を実施 1Y

スリップの異常の有無 1M

ブレーキシュー、アーム及びプランジャーの操作の良否 6M

プランジャーストロークを点検し、その良否 6M

ブレーキスイッチ接点の脱落、荒損及び摩耗の有無
※高稼働の場合の点検周期は3M

6M

ブレーキライニング摩耗の有無
※高稼働の場合の点検周期は3M

1Y

制動力をチェックし、その良否
※高稼働の場合の点検周期は3M

1Y

作動の良否 1M

異常音、異常振動及び異常温度の有無 1M

電動機エンコーダ、パイロットゼネレータの作動の良否 1M

電動機用冷却ファンの作動の良否 1M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油を実施
※高稼働の場合の点検周期は6M

1Y

異常音及び異常振動の有無 1M

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測定し、その値が基準値に適合し
ていること

1Y

エンコーダの作動の良否 1M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油を実施
※高稼働の場合の点検周期は6M

1Y

異常音及び異常振動の有無 1M

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

過速スイッチ及びキャッチの作動速度を測定し、その値が基準値に適合し
ていること

1Y

エンコーダの作動の良否 1M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油を実施
※高稼働の場合の点検周期は6M

1Y

機器の耐震対策 地震その他の振動による移動、転倒及び主索外れ防止装置の良否 1Y

かご速度検出器 取付け状態の良否 6M

正しく機能していること 6M

運行状態 加速・減速の良否並びに着床段差及び異常振動の有無 1M

かご室の周壁、天井及び床 摩耗、さび及び腐食による劣化の有無 1M

ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有無 3M

取付け状態の良否及び戸の隙間の適否 1Y

ビジョンガラスの汚れの有無 3M

かご

主開閉器・受電盤・制御
盤・起動盤・信号盤

巻上機

電磁ブレーキ

つり合いおもり側調速機

かご側調速機

電動機

機器類

かごの戸及び敷居



【別表１】点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

取付け状態及び動作の良否 6M

ハンガーのおどり止めの状態が適切であること 6M

かごの戸連動ロープ及び
チェーン

連動ロープ、チェーンのテンション状態及び破断、摩耗及び取付け状態の
良否 1Y

取付け状態の良否 6M

摩耗及びさびの有無 6M

取付け状態の良否 6M

作動の良否 1M

戸の反転動作の良否 1M

ケーブルの取付け状態及び損傷の有無 1Y

作動の良否 1M

取付け状態の良否 1M

かご内位置表示灯 球切れの有無 1M

呼出し及び通話の良否 1M

装置の異常の有無 1M

球切れ及びちらつきの有無 1M

照明カバーの取付け状態の良否、汚れの有無 1M

回転状態の作動の良否 1M

ルーバーの汚れ 1M

停止スイッチ 作動の良否 1M

注意銘板の表示 用途、積載質量(又は積載量)及び最大定員の表示の適否 1M

点灯状態の良否 1M

基準照度を基準時間以上確保できる状態のバッテリーであること 1Y

各階強制停止装置 作動の良否 6M

かご床先と昇降路壁の水平
距離

出入口の床先とかごの床先との水平距離及びかご床先と昇降路壁(常用又は
寝台用エレベーターに限る)との水平距離が規定値内にあること

1Y

光電装置 作動の良否 1M

側部救出口 施錠及びスイッチの作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1M

作動の良否 1M

鏡及び手すり
(車いす兼用の場合に限る） 取付け状態の良否 1M

床合せ補正装置 着床面を基準として規定値以内の位置において補正することができること 1M

かごの上部の外観 汚れの有無 1M

かご外部からの開閉の良否 6M

救出口スイッチを作動させた場合に、エレベーターが停止すること 6M

戸の開閉状態及び開閉時間の良否 1M

開閉機構の取付け状態の良否 1Y

軸受の異常音及び異常温度の有無 1Y

駆動チェーン・ベルトのテンション及び伸びの異常の有無 1Y

電動機コンミュテータ、カーボンブラシの荒損及び摩耗の有無 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

ギヤーオイル・グリースの漏れ及び劣化の状態を点検 1Y

各スイッチ接点の摩耗の有無 1Y

制御抵抗管の状態を点検 1Y

かご上安全スイッチ及び運
転装置

作動の良否 6M

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1Y

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

取付け状態の良否及び亀裂の有無 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

かご

非常救出口

戸の開閉装置

おもりのつり車

停電灯装置

専用操作盤
(車いす兼用の場合に限る）

かごの周
辺及び昇
降路

戸閉め安全装置

かご操作盤

外部への連絡装置

照明

換気扇及びファン

かごの戸ハンガーローラ

ドアレール

かごの戸スイッチ



【別表１】点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

ガイドシュー又はローラー
ガイド

取付け状態の良否及び摩耗の有無 1Y

摩耗及びさびの有無 1Y

破断の有無 1Y

取付け状態の良否並びにダブルナット及び割ピンの劣化の有無 1Y

すべての主索が、ほぼ均等な張力であること 6M

主索の緩み検出装置 作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1M

さび、変形及び摩耗の有無 1Y

はかり装置 作動した場合に警報を発し、かつ、戸が閉まらないことを確認する 1Y

つり合いおもり 取付け状態の良否 1Y

取付け状態の良否 1Y

非常止め装置に異常のないこと 1Y

取付け状態の良否 6M

作動の良否 6M

取付け状態の良否 6M

作動させた場合に、頂部安全距離が規定値以上確保できること 6M

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1Y

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

取付け状態の良否及び亀裂の有無 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

誘導板及びリミットスイッチ 取付け状態の良否 1Y

ケーブルの取付け状態の良否 1Y

昇降機に直接関係のない配管配線がないことを確認 1Y

着床装置 作動の良否 1M

給油機能の状態の良否 6M

油量の適否 6M

終端階強制減速装置 作動の良否 1Y

各出入口敷居下部の保護板の取付け状態の良否 1Y

エレベーターに係る設備以外のものの有無 6M

昇降路の亀裂、損傷及び汚れの有無 1Y

地震その他の振動でかご及びロープが昇降路内の壁、機器と接触しない措
置が施されていることを確認

1Y

乗場呼びの作動の良否 1M

取付け状態の良否 1M

位置表示灯 表示灯の球切れの有無 1M

非常解錠装置 解錠に支障がないこと 1Y

ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有無 6M

取付け状態の良否及び戸の隙間の適否 1Y

ビジョンガラスの汚れの有無 3M

作動の良否 1M

取付け状態の良否 6M

ドアクローザー ドア閉端で自動的に閉じる機能に異常がないこと 6M

取付け状態及び作動の良否 1Y

ハンガーのおどり止めの状態が適切であること 1Y

乗場の戸連動ロープ及び
チェーン

連動ロープ、チェーンのテンション状態及び破断、摩耗及び取付け状態の
良否

1Y

取付け状態の良否 6M

摩耗及びさびの有無有無 6M

光電装置など 作動の良否 1M

ブレーキ開放装置 機能の良否 1Y

乗場の戸ハンガーローラ

乗場ボタン

乗場の戸及び敷居

ドアインターロックスイッ
チ

ドアレール

つり合いおもりの非常止め
装置

主索及び調速機ロープ

ガイドレール及びブラケッ
ト

かごの周
辺及び昇
降路

給油器

頂部綱車

頂部安全距離確保スイッチ

中間つなぎ箱及び配管

昇降路

上部ファイナルリミットス
イッチ

乗場



【別表１】点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

漏水の有無 1M

汚れ及びエレベーターに係る設備以外のものの有無 6M

保守用停止スイッチ 作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1Y

非常止め装置に異常のないこと 1Y

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1Y

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

取付け状態の良否及び亀裂の有無 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

取付け状態の良否 6M

スプリング又はプランジャーのさびの有無 6M

油入式の場合は、作動油の油量の適否 1Y

走行中に、異常音の有無 1M

ロープ溝の摩耗の有無 1Y

ピット床面との隙間の適否 1Y

各すべり軸又は転がし軸受部への給油 1Y

かごの運行時に、揺れ及び捩れに異常のないこと 1Y

取付け状態の良否及び損傷、劣化の有無 1Y

取付け状態の良否 6M

作動の良否 6M

取付け状態の良否 6M

作動させた場合に、底部安全距離が規定値以上確保できること 6M

かご下降防止装置 機能の良否 1Y

ピット冠水スイッチ 作動の良否 1Y

つり合いロープ(鎖)及び取
付部 取付け状態の良否及びさび、摩耗、破断、劣化の有無 1Y

つり合いおもり底部隙間
かごが最上階に着床している時のつり合いおもりと緩衝器との距離及びか
ごが最下階に着床している時のかごと緩衝器との距離が規定値にあること
を確認する。

1Y

耐震対策
地震その他の振動で、かごがピット内の機器と接触しない措置が施されて
いることを確認

1Y

表示灯の球切れの有無 1M

スイッチの作動の良否 1Y

連絡装置の呼出し及び通話機能に異常がないこと 1M

地震時管制運転装置 作動の良否 1Y

火災時管制運転装置 作動の良否 1Y

自家発時管制運転装置 作動の良否 1Y

作動の良否 1Y

バッテリー液に不足がないこと 3M

ピット冠水時管制運転装置 作動の良否 1Y

閉じ込め時リスタート運転装置 作動の良否 1Y

長尺物振れ管制運転装置 作動の良否 1Y

緊急地震速報連動運転装置 作動の良否 1Y

自動診断仮復旧運転装置 作動の良否 1Y

オートアナウンス装置 作動の良否 1M

遠隔監視装置 作動の良否 1Y

超音波ドアセーフティ 作動の良否 1M

マルチビームドアセーフティ 作動の良否 1M

作動の良否 1Y

遮煙構造の機能を確認 1Y

戸開走行保護装置 戸開走行保護装置の点検 1Y

かご内カメラ 作動の良否 1Y

付加装置

ピット

停電時救出運転装置

非常止め装置

かご下綱車

緩衝器

乗場戸遮煙構造

ガバナロープ用及びその他
の張り車

移動ケーブル

下部ファイナルリミットス
イッチ

底部安全距離確保スイッチ

中央監視盤

(注)点検周期の1M、3M、6M、1Yはそれぞれ1カ月、3カ月、6カ月、1年を表す。

エレベーターの種類、仕様により上表の部品・機器が装備されない場合は、その項目は該当しない。

環境状況



【別表２】遠隔監視点検項目

箇 所 点検対象 点検内容 点検周期

制御関連 運転性能 起動状態 1M

機器 加速走行状態 1M

定常走行状態 1M

減速走行状態 1M

着床状態 1M

各機器の診断 機械室又は制御盤の温度 1M

制御機器の状態 1M

かご内の行先階ボタンの状態 1M

インターホンの状態 1M

ドアの開閉状態 1M

乗場ボタンの状態 1M

ドアスイッチの状態 1M

電磁ブレーキの異常の有無 1M

かご関連 利用状態 走行距離 1M

機器 累計走行距離 1M

各階の利用率 1M

各ドアの開閉回数 1M

各階におけるドア反転回数 1M

【別表３】機能維持保守①

区分 修理の対象
(装置名)

修理又は取替え項目

バッテリー取替え

リレー取替え

コンデンサー類取替え

電磁接触器接点(リード線含む)取替え

ヒューズ交換

半導体、プリント基板取替え

インバータ、コンバータ取替え

抵抗管取替え

整流器取替え

変圧器取替え

定電圧電源装置取替え

NFブレーカ取替え

電動機巻線絶縁処理

各軸受ベアリング取替え

エンコーダ取替え

回転機カーボンブラシ交換

軸受グリスアップ

ギヤ歯当り調整

ギヤ取替え

各軸受ベアリング取替え

綱車溝修正及び取替え

ギヤ油取替え

補充用ギヤ油

オイルシール取替え

軸受グリスアップ

防振ゴム取替え

稼動・固定接触子取替え

移動ケーブル取替え

塔内

階床選択機

制御盤・受電盤

電動機

巻上機

　 　エレベーターの種類、仕様により上表の部品・機器が装備されない場合は、その項目は該当しない。

（注）点検周期の1Mは1カ月を表す。



【別表３】エレベーター機能維持保守②

区分 修理の対象
(装置名)

修理又は取替え項目

歯車ユニット取替え

かご連結スチールテープ(チェーン)取替え

マグネットコイル取替え

先行モータ取替え

ブレーキシュー(ライニング)取替え

ブレーキ分解手入れ・オーバーホール取替え

マグネットコイル取替え

ブレーキプランジャー・コア・ガイド取替え

軸・軸受取替え

ブレーキスイッチ取替え

ブレーキアーム取替え

軸受ベアリング取替え

軸受グリスアップ

調速機本体取替え

スイッチ取替え

外部への連絡装置 インターホンバッテリー取替え

停電灯バッテリー取替え

停電灯ランプ交換

操作盤スイッチ類取替え

操作盤ランプ交換

階床表示 階床表示ランプ交換

ドアハンガー・ローラ取替え

連結ロープ・チェーン取替え

ドアレール取替え

乗場戸との連結装置取替え

ドアシュー取替え

換気扇 換気ファンの取替え

アーム(レバー)取替え

ケーブル取替え

スイッチ取替え

マグネット取替え

受光部・投光部取替え

ユニット取替え

照明 かご内照明ランプ交換

かご枠 防振ゴム取替え

スイッチ取替え

はかり装置取替え

ドアモータ・整流子取替え

軸受(ベアリング)取替え

エンコーダ取替え

駆動ベルト・チェーン取替え

スイッチ取替え

歯車ユニット取替え

ギヤオイル取替え

補充用ギヤ油

ガイドシュー・ローラ取替え

位置検出・着床装置取替え

かご上照明ランプ交換

給油器取替え

給油器補充用油

ガイドシュー・ローラ取替え

給油器取替え

給油器補充用油

階床選択機

調速機

かご上 戸の開閉装置

かご上機器

かご上 つり合いおもり

かご

停電灯装置

操作盤

かご戸

戸閉め安全装置
(セーフティシュー)

光電装置

はかり装置

塔内

電磁ブレーキ



【別表３】エレベーター機能維持保守③

区分 修理の対象
(装置名)

修理又は取替え項目

ハンガーローラ取替え

ドアレール取替え

連結ロープ・チェーン取替え

ドアインターロックスイッチ取替え

ドアクローザー取替え

かご戸との連結装置取替え

押ボタンスイッチ取替え

押ボタンランプ交換

階床表示 階床表示ランプ交換

かご吊り車ベアリング取替え

おもり吊り車ベアリング取替え

綱車取替え

軸受グリスアップ

主ロープ切り詰め

主ロープ取替え

調速機ロープ切詰め

調速機ロープ取替え

つり合いロープ(鎖)切詰め

つり合いロープ(鎖)取替え

非常止め装置ロープ 非常止め装置ロープ取替え

移動ケープル 移動ケーブル取替え

エンコーダ取替え

リミットスイッチ取替え

軸受ベアリング取替え

軸受グリスアップ

調速機本体取替え

スイッチ取替え

軸受テンションプーリベアリング取替え

軸受グリスアップ

かご下ガイドシューローラ取替え

かご下プーリベアリング取替え

軸受グリスアップ

油入り緩衝器油取替え

油入り緩衝器油補充

ピット点検用照明ランプ交換

リレー取替え

半導体プリント基板取替え

地震時管制運転装置 感知器取替え

火災時管制運転装置 リレー取替え

リレー取替え

バッテリー取替え

本体取替え

バッテリー取替え

監視盤 表示ランプ交換

群管理(マイコン制御) 半導体、プリント基板取替え

本体取替え

バッテリー取替え

マルチビームドアセーフテ
イー

本体取替え

超音波ドアセーフティー 本体取替え

(注)エレベーターの種類、仕様により上表の部品・機器が装備されない場合は、その項目は該当しない。

戸開走行保護装置

付加装置

停電時救出運転装置

オートアナウンス装置

遠隔監視装置
(故障自動通報システム)

昇降路・
ピット

かご・おもり吊り車

主ロープ

つり合いロープ・鎖

昇降路・ピット内機器

調速機

テンションプーリ

かご下機器

緩衝器

乗場 乗場の戸

乗場ボタン

調速機ロープ



【別表４】 エスカレーター点検

区分 機器名 点検内容 点検周期

温湿度の良否 1M

漏水及び汚れの有無 1M

作動の良否 1M

端子の緩み及びヒューズエレメントの異常の有無 1Y

次に示す回路の絶縁抵抗及び電圧を測定し、その良否を確認
・電動機主回路 ・制御回路 ・信号回路 ・照明回路

1Y

主開閉器の操作及び作動の良否 1M

電磁接触器の接点摩耗の有無 1M

制御盤内の清掃 1Y

プリント板の汚れ及び冷却ファンの回転状態の異常の有無 3M

潤滑状態・潤滑油量の良否及び油漏れの有無 1M

歯当りの良否 1Y

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油 1Y

駆動機エンコーダ、パイロットゼネレータの作動の良否 1Y

積載荷重を作用させない場合に、上昇時の踏段の停止距離が規定値以内
で作動すること

1M

ブレーキシュー、アーム及びプランジャーの作動の良否 1M

プランジャーストロークを点検し、その良否 3M

ブレーキスイッチの接点の脱落、荒損及び摩耗の有無 6M

ブレーキライニンングの摩耗の有無 1Y

作動の良否 1M

異常音、異常振動及び温度異常の有無 3M

電動機エンコーダ、パイロットゼネレータの作動の良否 6M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油 1Y

ベルトの張力の良否 6M

ベルトの油付着及び亀裂の有無 6M

作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1Y

鎖の発錆、伸び、劣化等の有無及び潤滑状態の良否 1Y

鎖への注油 1M

鎖の張力の良否 1Y

切断停止装置のレバーが容易に作動し、安全に運転を停止すること 1Y

作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1Y

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1M

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油 1Y

作動の良否 1M

油タンクの油量の良否 1M

起動・停止時の衝撃及び運行時の異常音、異常振動等の有無 1M

停止時の停止距離の異常の有無 1M

くし 取付け状態の良否及び歯の破損の有無 1M

くしと踏段のかみ合い かみ合いの良否及び踏み段案内ローラーの異常音 1Y

汚れ及び損傷の有無 1M

手すりと踏段が同一速度で上昇すること 1M

下降運転中、上部乗場で規定の人力で水平方向へ引っ張っても手すりが
停止しないこと

6M

インレットガード ガードの良否 1M

作動の良否 3M

スイッチ周辺に操作に支障となる障害物がないことを確認 1M

室内環境

受電盤及び制御盤

駆動機

電磁ブレーキ

電動機

駆動ベルト

駆動鎖安全スイッチ

駆動鎖装置

踏段鎖安全スイッチ

機械室

踏段駆動及び従動装置

鎖給油装置

機械室

運転状態

手すり

非常停止スイッチ

乗降口



【別表４】

区分 機器名 点検内容 点検周期

スイッチの作動の良否 3M

手すり入込み口保護装置の取付けの良否 6M

操作スイッチ類の作動の良否 3M

ブザー鳴動の良否 3M

作動の良否 1M

センサー部の取付け状態の良否、汚れの有無 1Y

転落防止柵 取付け状態の良否 1M

注意標識 注意表示板、ステッカーの汚れ、破損及び剥がれの有無 1M

注意放送 注意放送の音量及び内容 1M

防火シャッター等連動ス
イッチ

作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1M

ひび割れ及び欠損の有無 1M

踏段面の欠損、異常音等の有無及び走行状態の良否 1M

取付け状態の良否 1M

踏段面等の注意標識 汚れの有無の点検し、注意標識表示が明瞭であること 1M

鎖の発錆、伸び及び摩耗の有無 1Y

潤滑状態の良否 1Y

注油の実施 1M

張力の良否 1Y

踏段異常検出装置 作動の良否 1Y

取付け状態の良否 1Y

さび、摩耗等の有無及び潤滑の良否 1Y

擦過音の有無 1M

踏段相互間及びスカートガードと踏段の隙間が全長にわたって規定値内
にあること

1Y

高分子系潤滑材のすべり効果の有無 1M

踏段各部の固定ボルトの緩みの意味 1Y

ローラゴムの剥離、亀裂等の劣化の有無 1Y

踏段ブラケットの亀裂の有無 1Y

摩耗の有無 1Y

回転時に軸受の異常音及び異常振動の有無 1Y

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油 1Y

異常音及び異常振動の有無 6M

鎖のさび等の有無及び潤滑状態の良否 6M

鎖の張力の良否 6M

歯車の摩耗の有無 1Y

歯車軸受の異常音及び異常振動の有無 1Y

各すべり軸受け又は転がり軸受部への給油 1Y

球切れ又はちらつきの有無 1M

安定器の異常及び劣化の有無 1Y

スカートガード安全装置 作動の良否 3M

ケーブル及び配線類 ケーブル及び配線の劣化の有無 1Y

三角部保護装置 取付け状態の良否 1M

転落防止網 取付け状態の良否 1M

　　しない。

操作盤

自動運転装置

照明

内側板

踏段ライザー

踏段鎖

踏段レール

手すり入込み口スイッチ

中間部

乗降口

(注)点検周期の1M、3M、6M、1Yはそれぞれ1カ月、3カ月、6カ月、1年を表す。

　　エスカレーターの種類、仕様により上表の部品・機器が装備されない場合は、その項目は該当

踏段とスカートガードの
隙間

踏段

手すり駆動プーリー及び
ローラー

手すり駆動鎖装置



【別表５】 エスカレーター機能維持保守①

区　分 修理の対象(装置名) 主な修理又は取替項目

機械室 受電盤･制御盤 リレーコイル取替え

リレー取替え

電磁接触器接点（リード線含む）取替え

ヒューズ類交換

半導体、プリント基板取替え

ブレーカー取替え

駆動機 各軸受ベアリング取替え

ギヤ油取替え

補充用ギヤ油

オイルシール取替え

ギヤ歯当り調整

ブレーキ コイル取替え

ライニング取替え

電動機 各軸受ベアリング取替え

電動機巻線絶縁処理

駆動ベルト取替え

軸受グリスアップ

駆動鎖装置 駆動鎖取替え

駆動スプロケット取替え

駆動鎖安全スイッチ取替え

踏段駆動及び従動装置 軸受ベアリング取替え

踏段鎖安全スイッチ取替え

乗降口 手すり 補修及び取替え

くし くし交換

操作・安全スイッチ 手すり入込み口スイッチ取替え

非常停止スイッチ取替え

踏段 前輪ローラー取替え

後輪ローラー取替え

前輪軸取替え

踏段鎖 踏段鎖取替え

手すり駆動装置 手すり駆動鎖取替え

駆動プーリー軸受ベアリング取替え

駆動プーリーゴムリング取替え

アイドルスプロケット取替え

駆動・従動ローラー取替え

ゲートローラー取替え

ガイドローラー取替え

トラス内各機器 各踏段レール修正及び取替え

安定器取替え

スカートガード安全装置取替え

踏段異常検出装置取替え

ケーブル、配線類取替え

（注）エスカレーターの種類、仕様により上表の部品・機器が装備されない場合は、その項目は該当しない。

中間部



 

３-８ 自動ドア保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

定期点検は、年４回（１回/３カ月）とし別紙に定める点検項目及び既設納入メーカーの

判定基準に準ずること。 

(2) 故障時点検 

自動扉の不具合及び故障した場合は、要請により随時技術者を派遣し、故障原因の調査 

及び復旧を行うこと。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注

意により生じた破損等について負担すること。 

但し、下記の機械本体及び構成部品について、交換の必要が生じた場合は有償とし、委託者

の負担とする。 

 Ⅰ 駆動装置ユニット（モーター・ギヤユニット部） 

Ⅱ コントローラーユニット（制御部） 

Ⅲ 検出装置本体（センサー・補助光線スイッチ） 

Ⅳ 上レール台板 

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

 

４ 概要 

設置場所 開閉方式 台数 機   種 備  考 

地上部出入口 両引式 1 VS-85DNRW 型 ナブテスコ製 

地上部出入口 二重片引式 1 VS-150TLS 型 ナブテスコ製 

大通駅連絡通路 片引式 2 VS-85SFRS 型 ナブテスコ製 

再開発ビル接続空間 両引き 2 200KLCM フルテック製 

 



両引式自動扉　  VS-85DNRW型　　１台　　ナブテスコ㈱製

片引式自動扉　  VS-85SFRS型　　２台　　ナブテスコ㈱製

二重片引自動扉　VS-150TLS型　　１台　　ナブテスコ㈱製

両引式自動扉　  200KLCM型　　　２台　　フルテック㈱製

項　　目 回　数

（１）専用端末による開閉回数測定 ４回/年

（２）号機番号または取り付年月の確認 〃

（１）無目点検カバーの取り付状態の確認・調整 〃

（２）ガイドレール内の異物目視点検 〃

（３）扉の傷の目視点検・扉走行時の異音の確認 〃

（４）フレ止め・扉ガイドの取付状態の確認・調整 〃

（５）指詰防止のために30ｍｍのクリアランスの確保 〃

（６）隙間（全閉時の戸先・扉と無目・方位・ガイドレール）の目視点検・調整 〃

（１）ハンガーレール・吊車の磨耗、汚損の目視点検・清掃 〃

（２）踊り止めの隙間の目視点検・調整 〃

（３）ストッパー・ハンガーレール・吊車の取付状態の確認・調整 〃

（１）手動開閉時の動作確認と異音の確認 〃

（２）エンジンの取付状態の確認・調整 〃

（３）駆動軸の変形・磨耗の目視点検・調整 〃

（４）駆動プーリー・従動プーリーの変形・磨耗の目視点検・調整 〃

（５）ベルト・チェーン・ワイヤーの張り・磨耗の取付状態の確認・調整 〃

（１）開速度の測定（目視点検、端末による測定、調整） 〃

（２）閉速度の測定（目視点検、端末による測定、調整） 〃

（３）クッション作用の動作確認（目視点検、端末による測定、調整） 〃

（４）開き保持時間の測定 〃

（１）有効開口の測定 〃

（２）外側　起動センサー・併用センサーの作動状況の確認・検出範囲の測定 〃

（３）内側　起動センサー・併用センサーの作動状況の確認・検出範囲の測定 〃

（４）補助センサーの作動状況の確認 〃

（１）総合動作（通常開閉動作・反転動作）の確認（端末による確認、作動調整） 〃

（２）配線の支持・接続状態・被覆の亀裂の確認 〃

（１）電気錠（本体及び解除装置）の動作状況の確認 〃

（２）ステッカーの貼り付けの有無  〃

（３）故障時連絡先シールの貼り付け 〃

（４）警告表示ラベルの貼り付けの有無 〃

調整・確認 （１）総合調整確認を専用端末機で測定及び明記する 〃

懸架部

その他

制御装置

センサー部

電気回路

動力操作部

3-8. 自動ドア　点検項目

使用状況

点　検　内　容

概    要

サッシ部



 

３-９. シャッター保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 定期点検 

定期点検は、別紙に定める点検項目及び既設納入メーカーの判定基準に準じ実施すること。 

なお、作業責任者は｢日本シヤッター・ドア協会｣認定の｢防火シャッター保守点検専門技術

者」、または国土交通大臣登録「防火設備検査員」が行うこと。 

(2) 故障時点検 

シャッター及び防炎たれ壁が故障した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調査を

行い復旧すること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不注意

により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進め

ること。 

 (3) 点検は、通路閉鎖後に行うこと。 

 

４ 概要 

設置場所 型式 数量 点検回数 

大通駅連絡口 

電動重量シャッタ- 

特定防煙・防火設備、煙感知連動、２段停止式 

文化シヤッター製 

２台 

年 1回 

地下通路 

防煙たれ壁、 

スクリーン巻取り方式、煙感知連動 

落下方式：ブレーキ緩め方式、 スクリーン:不織布 

三和シヤッター工業㈱製 

６台 

地下連絡通路 

（札幌市役所本庁舎） 

電動重量ｼｬｯﾀｰ 

照明スイッチ連動、３相 200V、重-EGLM-30M 

文化シヤッター製 

１台 

地下連絡通路 

（経済センタービル） 

電動ｼｬｯﾀｰ 

照明スイッチ連動、セーヌモート R、開閉器：EGA-4.3T 

文化シヤッター製 

１台 

 



  3-9. シャッター　点検項目

1

外 2

3

観 4

5

6

7

8

機 9

10

11

12

13

14

15

能 16

17

18

19

20

21

22

23

24

作 25

異常音の発生のないこと。

26

27

動 28

29

30

外 31 扉・枠・パネルに変形、損傷がないこと。

扉 観 32 変形、損傷、油漏れがないこと。閉鎖力を有すること。

・ 33 変形、損傷がなく、開閉順序が制御できること。

・ 機 34 両扉の間隔を完全にカバーしていること。

能 35 変形がなく堅固に取付いていること。

パ ・ 36 装置、メタルに変形、損傷及び錆がないこと。確実に作動するかの確認。

ネ 作 37 変形、損傷がないこと。可動部分に錆がなく確実に閉鎖するかの確認。

ル 動 38 床・枠に当たりのないこと。

39 煙(熱)をかけて作動確認。

 ＊点検は「日本シヤッター・ドア協会」認定の「防火シャッター保守点検専門技術者」が行う。

煙(熱)感知器･ﾋｭｰｽﾞﾃｽﾄ

降下状況

手動装置

電
動
・
手
動
シ
ャ
ッ

タ
ー

把手・錠

ヒューズ装置

自動閉鎖装置

開閉状況・閉鎖速度

枠・扉・パネルの変形損傷

ヒンジ・ドアチェックの状況

順位調整器

召し合せ

無線装置 発信器による作動、バッテリーの容量の確認。

煙(熱)感知器 煙(熱)をかけて作動確認。  ＊当社工事した場合のみ点検。

障害物感知装置 作動確認とバッテリーの容量の確認。タッチアップの確認。

巻上状況 電動・手動操作により円滑に巻上がること。

巻取りシャフト・ブラケット

スラット・吊元

変形、損傷がないこと。連動部分は確実に接続され自動閉鎖が出来ること。

連動制御器・バッテリー 変形、損傷がないこと。バッテリーの耐用年数と容量の確認。

ガイドレール ガイドレールに変形、損傷及び錆がないこと。呑口の開き状態。

制御盤 盤､ﾎﾞｯｸｽの変形､損傷がないこと｡端子の緩み等制御盤の作動状態の確認

リミットスイッチ

３．０～７．０ m/minであること。

絶縁抵抗 電動機主回路、制御回路、信号回路の確認。

遮煙装置 遮煙材と煙返しの破損、硬化、接触状況の確認。

電動・手動及び自動閉鎖装置により円滑に降下すること。  

降下速度

自動閉鎖装置

ワイヤロープの摩耗、損傷及びワイヤ車の変形・破損のないこと。 

スラットの片寄り、片下がり、変形・損傷がないこと。端金物の状態。 

シャフトに確実に固定されているか。

ケース・まぐさ・押し車 ケース・まぐさに変形、損傷がないこと。押し車の摩耗、取付回転状態。

シャフトに曲損、片寄り及びブラケットの取合いに無理がないこと。
カラーの固定状態､アンカー､固定ボルトの緩み､変形､損傷がなく円滑に回転する
こと。

座　板 変形・損傷がないこと。座板ネジは確実に締まっているか。

スピルキィの状態、ワイヤロープの固定状態と余巻のあること。
ロープ車・ワイヤロープ　

スプロケット相互の芯のずれ、変形及び破損の確認。スピルキィの状態、ローラ
チェーンの錆、摩耗や弛みの状態とジョイントの確認。

スプロケット・ローラチェーン

カウンター 実際に開閉してカウントするか確認。

固定ボルトの緩み、取付部の溶接のハガレ、モーターの過熱と異常音、
その他変形、損傷及び汚れがないこと｡

ブレーキ装置 中間停止ができ、ソレノイドが正常に働くこと｡

開閉機

チェーン又はハンドルが開閉機にセットされているか、支障なく操作できるか。
操作方法の表示があり判読できるか確認。

点検口の状況 点検口の有無及び取付位置が適切で開閉に支障がないこと｡

降下位置障害 シャッターの降下ラインと障害となる物品との距離が適切であること｡

操作障害 押ボタンと手動閉鎖装置の取付位置｡

警告表示・操作説明ラベル 正しく貼付されているか｡

ヒューズ装置 装置、メタルに変形、損傷及び錆がないこと。確実に作動するかの確認。

手動閉鎖装置 変形、損傷がないこと。閉鎖確認を実際に行う。表示有無の確認。

リミットチェーンの張り具合、スプロケットとの芯のずれ。

リミットスイッチ・エマ－ゼンシスイッチの作動確認。

押ボタンスイッチ 蓋、旋錠の良否。押し具合、接点及び端子の緩みの確認。

 ＊製品仕様により一部点検が不要な項目については点検対象外とする。



  3-9. シャッター　点検項目

1

2

3

4

8

9

11

12

13

14

15

16

18

19

 ＊点検は「日本シヤッター・ドア協会」認定の「防火シャッター保守点検専門技術者」が行う。

作
　
動

17
スクリーンが手動操作にて適切な操作力で、確実に降下すること。可動レールが
スムーズに降下すること。

変形、損傷がないこと。降下完了後の可動レール・壁面の隙間の確認。

ガイドレールストッパー 変形、損傷がないこと。降下完了後に可動レールが停止すること。

降下速度 降下速度が異常に変化しないこと。

20 煙感知器連動

10

まぐさ 変形、損傷、溶接はがれがないこと。

 巻上げワイヤ・手動降下ワイヤ

自動閉鎖装置 変形、損傷がないこと。電線接続の緩み。ワイヤの緩み。制御電圧による作動。

 ＊製品仕様により一部点検が不要な項目については点検対象外とする。

外
　
観

機
　
　
能

5

6

7

異常音がなく、中間停止ができ、ストッパーが正常に働くこと。

 スプロケット・ローラチェーン
スプロケット相互の芯のずれ、歯車の変形及び破損の確認。錆、摩耗や弛みの状
態と回転状況の確認。

スクリーン

巻上状況 異常音がなく、手動操作により円滑に巻上がること。

降下状況

煙り返し 変形、損傷がないこと。スクリーンとの隙間の確認。

手動閉鎖装置 変形、損傷がないこと。閉鎖確認を実際に行う。押し込み板の有無の確認。

正しく貼付されているか｡

ガイドレール

開閉機
固定ボルトの緩み、油漏れ、その他変形、損傷及び汚れ・錆がないこと｡
作動時に異常音がないこと。

繰り返し操作が容易にでき、ワイヤに折れ曲がり、ささくれがないこと。

亀裂・穴・しわの確認。片寄りが範囲内でレールから抜け出さないこと。 

座板

 ブレーキ・ストッパー装置

変形、損傷がないこと。座板ネジは確実にしまっているか。

感知器に変形、損傷、ゴミ、結露がなく確実に取り付けられていること。感知器
の作動により確実に作動し、作動信号が制御に返ること。

巻
き
取
り
式
防
煙
た
れ
壁

点検口の状況 点検口の有無及び取付位置が適切で開閉に支障がないこと｡

降下位置障害 シャッターの降下ラインと障害となる物品との距離が適切であること｡

操作障害 押ボタンと手動閉鎖装置の取付位置｡ 操作環境。

警告表示・操作説明ラベル



 

３-10．ロードヒーティング設備保守点検業務 詳細仕様書 

 

１ 業務内容 

(1) 日常点検 

   別表のロードヒーティング設備点検項目に基づき実施すること。 

(2) 定期点検 

① 開始前点検･････ロードヒーティング設備の運転開始前に実施すること。 

② 終了時点検･････ロードヒーティング設備の運転終了後に実施すること。 

＊定期点検は、ロードヒーティング設備の既設納入メーカーの点検項目及び判定基準に

準ずること。 

(3) 故障時点検 

ロードヒーティング設備が故障した場合は、要請により随時技術者を派遣し、点検調

査を行い復旧すること。 

 

２ 費用の負担 

受託者は、点検に必要な機械器具、消耗品及び点検時に行う部品の取替並びに受託者の不

注意により生じた破損等について負担すること。 

なお、簡易な修繕等の費用は受託者負担とし、その他は協議のうえ決定すること。  

 

３ その他 

(1) 作業実施に当たっては、通路利用者の通行を妨げないように注意すること。 

(2)  この業務の遂行に当たり細部について疑義のある場合は、指示を求め滞りなく業務を進

めること。 

 

４ 設備概要  

  メーカー：三菱電機製 

概要及び点検項目は別紙による。 

 



 3-10. ロードヒーティング設備  一覧

制御盤 3φ3W200V

制御盤　1 地上出入口　4要素制御(三菱電機製)　5回路 1 面

発熱ユニット

Ｈ１ 250W/㎡　8.5㎡　2.14kW 階段室上部 1 ﾕﾆｯﾄ

Ｈ２ 250W/㎡　4.7㎡　1.18kW 階段中部 1 ﾕﾆｯﾄ

Ｈ３ 250W/㎡　4.7㎡　1.18kW 階段下部 1 ﾕﾆｯﾄ

Ｈ４ 250W/㎡　4.2㎡　1.06kW エレベーターホール 1 ﾕﾆｯﾄ

Ｈ５ 250W/㎡　4.7㎡　1.18kW ポーチ 1 ﾕﾆｯﾄ

仕　　　　様

ロ
ー

ド
ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

施設・機器等

Ｒ
Ｈ
制
御
盤
1

単位数量



  3-10. ロードヒーティング設備  点検項目

日１回 週１回 月１回

1.ヒーター部 舗装面の点検　（目視） ○

各ユニットの絶縁抵抗測定（測定） 年２回

各ユニットの抵抗値測定（測定）

融雪状況の確認 ○

2.制御盤 外観点検　（目視） ○

　電気室受電盤 主幹電流測定　（測定）

端子等の接続部確認（増締)

表示、ヒューズ切れ確認（目視） ○

盤内清掃　（清掃）

ﾏｸﾞﾈｯﾄまたは、SSCの動作確認

　（目視、操作）

電源ON作業　（操作）

電源OFF作業　（操作）

3.センサー 外観点検　（目視）

動作確認　（操作）

抵抗値測定　（測定）

4.自動制御装置 外観点検　（目視）

設定値確認　（目視）

動作・機能確認　（測定）

端子接続部の確認（増締）

5.定期点検報告 点検報告書作成　（作成）

6.故障時点検報告 故障箇所原因調査

故障時点検報告書　（作成） 随時

日点検は

の5カ月間

終了点検
5月

開始点検
11月

遅滞なく

区　　　　分 　　点　　検　　項　　目
　日　常　点　検

 
ロ
　
ー

　
ド
　
ヒ
　
ー

　
テ
　
ィ

　
ン
　
グ
　
設
　
備

定期点検

4月及び
12月～3月

備　考

遅滞なく

○


